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発 刊 に あ た っ て

東京の緑化の情勢は,年々各方面のご努力により,除々にではありますが好

転していると思います。しかしながらその反面,既存の緑が浸蝕され減少し
つ

つあることも事実であります。当協会は,東京を緑豊かな都市にすることを設

立の趣旨として,今日まで,東京の緑をふやし,ア ミニュティな都市環境の造

成を強く叫んでまいりました。

二期目を迎えられた鈴木東京都知事は,その選挙公約である「マイタウン東

京構想」の実現を目指して長期計画を策定されましたが,その中の重要な施策

として「東京都緑の倍増計画」が打出されております。それは東京の緑を倍増

しようとする壮大な計画で, 1人 当りの公園面積も現状の 2.9平方メートルを

6.0平方メートルにすることになっており,去る10月 には,こ れを着実に実行

していくための具体的な「東京都総合実施計画」が発表されました。

当協会では, こうした情勢をふまえて,昨年に引続き昭和58年版「東京都緑

化白書」を発刊することになりました。今回は特に防災緑地を中心
にしてまと

めました。東京は大正13年の関東大地震後すでに60年を経過しておりますが,

故河角広博士の関東大地震69年説などもあり,何時大地震が起きても不思議で

ないといわれております。大震火災の際に避難場所としての役割を果たす樹木

の豊富な防災緑地の有無は,不幸にも,関東大地震における本所陸軍被服廠跡

の例からもわかるように, こと人命に関する重要な問題であります。本白書で

は,果たして東京は大震火災に対 して安全であろうか,こ うした課題を緑の面

からとりあげて検討し,その対応策を提言することにしました。

この昭和58年「東京都緑化白書」が昨年同様,関係各行政機関や,縁化に関

心のある方々に幾分でもお役に立って,防災緑地の整備,緑化事業の活性化 ,

緑化意識の高揚に貢献出来ればこの上ない幸と願っております。
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おわりに,本書を作成するにあたって,資料の提供をはじめ懇切など指導を

たまわった関係行政機関の方々,ま た,実態調査の際に積極的にご協力ご支援

をいただいた各方面の方々に,心から厚く御礼申し上げる次第であります。

昭和58年 12月

社団法人 東京都造園緑化業協会
会 長 太 田 和 男
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I 総   論

1.東 京 の 緑 化 情 勢

日本経済は,こ こ数年来停滞気味を続け,国,地方の税収も伸び悩みを余儀

なくされ,結果として財政の悪化をきたしている。こうした経済の低迷は,東

京の緑化情勢にも影響を及ぼし,総論では大いに賛成されていても,具体的な

各論になると,都民の緑化に対する要望に十分応えられないという結果をもた

らしている。

しかしながら,昭和58年に入り,物価の動向は卸売物価,消費物価とも沈静

を続け,日 本経済はゆるやかではあるが,58年度下期から回復に向うものと予

想されている。とわいえ,国の財政再建の動向,都の財政事情等はなお先行き

不安な要素もあることから,楽観を許されない情勢にあるといえる。

こうしたなかで,政府としても「花と緑」の国民運動を積極的に進めるべく,

「花と緑の推進会議」の設置が閣議決定されたほか,都市公園整備 5ケ年計画

の策定,ま た,第 1回の都市緑化フェアが大阪市において開催され,次回は東

京において開催されることが決定される等,少 しづつではあるが都民のニーズ

に応えるべく対策が構 じられていることも事実である。なかでも,建設省が昭

和53年度から,天皇在位50年を記念して,立川基地跡に整備をすすめていた国

営昭和記念公園が,「緑の回復と人間性の向上」をテーマに,そ の一部が完成

し,昭和58年 10月 26日 ,天皇陛下の御臨席を得て開園式が挙された。 面積約

180ヘ クタールのうち今回開園されたのは約70ヘ クタールで,建設省は完成を

目指して今後急速に整備をすすめる方針である。

また,東京都は,鈴木都知事の再選により,その公約である「マイタウン東

京構想」実現のための重要な施策のひとつとして,「東京都緑の倍増計画」を

策定しこれを強力に推進している。この緑の倍増計画は,東京の緑を倍増し,
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1人当りの公園面積を 6.0平方メー トルにしようとするもので,東京の緑化情

勢にとって明るい要因となっている。さらに東京都は,「マイタウ東京構想」

を着実に実現するために,昭和58年 10月 ,「東京都総合実施計画」-3か年計

画―を発表した。それは日本経済の動向をふまえ,財政の見通 しのうえにたっ

て作成されたもので,実現性の極めて高いものである。総合実施計画で示され

た経済,財政の想定は表-1,表 -2の とおりである。

表-1 3か 年の経済見通し (対前年度伸び率)
%)

「東京都総合実施計画」は, 6つの重要課題を取り上げているが,そのひと

つである「水と緑のネットワークの形成」の中で,21世紀に向けた長期計画の

一環として,前述の「緑の倍増計画」を掲げている。この緑の倍増計画は都民

の期待するところ大であるが,倍増計画の実行面を分担することになる造園業

界も,その意識調査の中で,極めて高い関心を示している。

昭和58年の東京都の公園緑地関係予算は、建設局,港湾局,住宅局,南多摩

開発本部の合計で 822億 9千万円であり,これは東京都の一般会計予算 3兆

443百億円の 2.4%に あたり,区 0市・町における公園緑地関係予算は531億

円で,昭和57年 と比較すると8,7%の伸びとなっている。また,昭和58年 4月

1日 現在の 1人当り公園面積は,表-3の とおりで,都全域では 2.93平方メー

トルとなり,昭和57年 4月 1日 と比較すると 0.04平方メートルの増となってい

るが,緑の倍増計画の最終目標である 6.0平方メートルには程遠いものがある。

9

区   分 58年度 59年 度 60年度

名目国民総生産 5.6 6.0 6.0

実質国民総生産 3.4 4.0 4.0

消 費 者 物 価 2.0 2.0 2.0

卸 売 物 価 -2.5 1.0 1.0



表-2 3カ 年財政収支 (普通合計)の想定
(単位 :億円,%)( )内 は対前年度伸び率

区 分 58年 度 59年 度 60年 度 58～ 60年度計

都 税

法人三税

その他税

国庫 支 出金

都    債

そ の 他

A(歳 入 合 計 )

24,560 26,392( 7.5) 28,462 (7.8) 79、 414

12,137 13,059( 7.6) 14,051 (7.6) 39,247

12,423 13,333( 7.3) 14,411 (8.1) 40,167

3,796 3,791(-0.1) 3,850 (1.6) 11,437

2,668 2,520(-5.5) 2,645 (5.0) 7,833

3,876 3,725(-3.9) 3,840 (3.1) 11,441

34,900 36,428( 4.4) 38,797 (6.5) 110,125

B (ノ lヽ    言|)

12 856
<9>

13,400( 4.2)
<10>

13,981 (4.3)
<10>

40,237
<29>

3,607 3,731( 3.4) 3,940 (5.6) 11,278

3,371 3,587( 6.4) 3,909 (9 0) 10,867

19,834 20,718( 4.5) 21,830(5.4) 62,382

C(小   計 )

5,706 5,976( 4.7) 6,565 (9.9) 18,247

9,360 9,734( 4.0) 10,402 (6.9) 29,496

15,066 15,710( 4.3) 16,967 (8.0) 47,743

D=B+C
(歳 出合 計 )

34,900 36,428( 4.4) 38,797 (6.5) 110,125

1.都税「その他税」には滞納繰越分を含む。
2.58年度は当初予算
3.人件費欄の< >内 は,計画事業費に含まれている人件費分で外書き

また,道路緑化は,東京都の推進している緑の倍増計画には,重要な役割を

果たすものと思われ,予算でみる限りでは,昭和58年度は20.4%の伸びを示して
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いるが,諸外国の都市と比較すると,東京の道路緑化は極めて貧弱で,殺風景

な都市景観が構成されている。このような都市環境を改善して,美 しい都市景

観を創出するためには,先づ第一に都市の縁量をふやすことが必要である。こ

の緑量をふやす手段としても,歩道植樹帯,中央分離帯,交通島等の緑化をも

っと積極的に推進すべきであろう。

表-3 1人 当り公園面積 (各年 4月 1日 現在 )
(単位 :r)

地  域 54  年 55 年 56 1年 57 年 58 年

区  分 2.35 2.40 2.48 2.61 2.62

市  部 2.54 2.66 3.00 3.18 3.28

郡  部 2.94 3.03 2.92 3.19 3.23

島 部 40.27 40.48 40.09 44.20 44.48

都総計 2.51 2.85 2.73 2.89 2.93

さらに,23区内の緑比率をみると表-12の とおりで,約半数の区が緑比率調

査を行なっていないし,各区の調査対象も統一されていないので,一概に比較す

ることは出来ないが,昭和40年代後半から2回にわたって緑比率の調査を行な

った区は 6区だけで,いづれも減少の傾向を示している。これは自然がそれだ

け失われた証拠であり,環境のバロメーターともいうべき緑比率の減少は,東

京の都市環境が悪化 していることを示しており,これを改善するためにも,強

力な緑化行政の推進が望まれ,その意味からも,緑の倍増計画が単なる計画に

終らず,確実に具体的に実現することが各方面から期待されている。
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2.東 京都緑 の倍増計画

東京都は「マイタウン東京構想」を,21世紀にむけて着実に実現していくた

めに,昭和57年 12月 ,「東京都長期計画」を策定し,これを推進しているが,

その中で,東京に潤いやゆとりのある環境を創り出すために,「水と緑」を重

点施策としてとりあげ,それはまた,都市の防災上に重要な役割を担うだけで

なく,都市の美しさを創り出し,安全で快適な都民生活には,欠かすことので

きないものであるとしている。特にその長期目標で,東京の緑を現在の 2倍に

し,都民 1人当りの公園面積を 6平方メートル (現在 1人当り2.9平方メート

ル)にすることを目標としている。

東京都はこの目標を達成するために,「東京都緑の倍増計画」を策定し,学

識経験者,民間諸団体の代表,区市町村長等によって構成された「東京都緑の

倍増推進会議」を設置するなど,積極的な推進を図っているが,倍増計画の基

本的な考え方,及び計画の基本施策は次のとおりである。

11)計画の基本的考え方

本計画は,市街化の進展が著しい都市地域内と,良好な自然が残されている

都市地域外とに分けて施策の体系化を図るものとする。都市地域内においては,

都民が日常的に接することができる緑をはじめとする自然の大幅な回復を図り,

都市地域外においては,良好な自然環境を保全するとともに,これらを損わな

いよう配慮しながら,都民が自然と親じめるよう必要な施策の推進を図るもの

とする。

計画の策定にあたっては,以下の点について特に留意するものとする。

イ.「東京都緑の倍増推進会議」の提言をとり入れるなど,学識経験者や民

間諸団体等の意見の反映に努めるものとする。

口.既定事業について,上記の観点から,改めて検討を行ってその拡充を図

るとともに,新たな施策の展開により都民の期待に応えるものとする。さら

に,都の施策に併せて,区市町村,民間等の実施する事業についても,可能
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な限り計画化を図るものとする。

ハ.極力,緑の計量化に努めるよう配慮する。

(2)計画の基本施策

計画の基本施策は次のとおりとする。

イ.身近な緑の倍増………主として都市地域内

● 都市の基幹的緑である公園等の緑の倍増

● 家庭,街路,公共施設及び民間施設において,都民が日常的に接する

生活に密着した緑の飛躍的増量

口.良好な自然環境の保全と,都民が自然と親しむための施策の推進……主

として都市地域外

ハ.清流の復活等による水辺環境の回復

二.計画推進体制の充実

以上の基本的考え方にもとづいて,具体的な倍増計画を,昭和59年上期まで

に策定することにしている。なお,東京都における「緑の施策」体系図を示す

と次のとおりである。
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都 にお ける緑の施策体系図
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3.防 災 緑 地 等 の 整 備

東京は関東大地震からすでに60年が経過している。その間昭和 4年以来震度

5以上の地震は起きていないが,こ のことは逆にいえば地震のエネルギーが蓄

積されつつあることを意味するものであって,何時大地震が起こっても不思議

ではない状況にあるといっても過言ではないであろう。地震のメカニズムにつ

いてはいろいろな説があるが,現在ではプレートテクトニクス理論が有力であ

る。これは地球内部の地殻 (プ レー ト)が,マ ントル対流によって年間数セ

ンチという速度で移動しており,こ のプレートが他のプレートを引きずり込む。

その引き込まれたプレートに歪がたまり,あ る限界に達すると地殻が破壊され

て歪がもとにもどる。この時の衝激が地震になるといわれている。

また,故河角 広博士 (東京大学名誉教授)の関東大地震69年周期説がある。

これは過去の統計から「関東南部に震度 5以上の地震が起こる周期は69年であ

り,危険期は69年を中心に±13年である」というもので,この説によると,関

東大地震 (1923年 )の次の周期は1991年 (昭和66年)で,危険期は1978年 (昭

和53年)～ 2040年 (昭和79年)と なり,東京はもうすでに危険期に入っている

ことになる。

このような情勢の中で東京都防災会議は,昭和53年 に,関東大地震級の地震

(M7.9)が相模湾を震源地として発生した場合を想定して,東京の震度を 6

とし,東京都区部における被害想定を発表したが,それによると,木造建物全

壊 62.223棟 ,延焼火災件数 300,焼失面積 32.5%,焼失木造建物 473,269棟 ,

死傷者 98,701人という極めて大きな被害を予想している。

地震という自然現象は人為的には如何んともし難いが,それによって起こる

被害を最少限度にくい止めることは可能である。上記の被害想定による人的被

害は,その殆どが火災による被害であるが,火災から人命を守り,建物の延焼

防止に最も効果のあるのは,都市の不燃化もさることながら,関東大地震,東
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京空襲の経験から,樹木に囲まれたオープンスペースすなわち防災緑地を確保す

ることである。樹木が火災に対 して防火力をもっていることは,関東大地震の

際,本所陸軍被服廠跡は樹木の全くないオープンスペースであったために,こ

こに避難した殆ど全員が死亡したが,同 じ面積でありながら深川岩崎邸 (現清

澄庭園)に避難した人々は全員助かった例や,各種の実験等によって実証され

ている。したがって樹木に覆われている防災緑地は,避難場所として人命を守

ると同時に,延焼防止の機能を備えており,防災公園が十分確保されているか

いないかは,大地震時における被害の多寡に,重大な関係があるものであること

は明らかである。

建設大臣の諮問機関である都市計画中央審議会が,昭和53年に建設大臣に答

申した「今後の都市公園等の整備と管理のあり方について」の中でも,防災緑

地の緊急整備を,「早急に講ずべき施策」の第 1項にとりあげて,防災緑地の

整備は,人命にかかわる緊急の要務であり,都市公園行政上の最重点事項とし

て位置付け,一刻も早くその整備を完了すべきであるとしている。

ところで,東京都は大地震の際の避難場所を 134か所を指定しているが,その

すべてが樹木に囲まれた場所とは限られていないし,面積も狭小で避難場所と

して果たして適当であるかどうか疑間に思われる場所もみられる。

また,避難場所え到達するための巾員15米以上の避難路を指定しているが ,

これらの避難路も,周囲が密集地帯で安全とはいい難く,樹木による防火帯等

により,避難路の安全性を確保する必要のある個所もある。さらに第一次的に

一時避難場所とされている学校の校庭や,小公園等も樹木が少なかったり,全

く無い所もあり,災害に際して防火機能を発揮出来そうにもない所が数多く見

受けられる。

このような現状から当協会では独自の立場で,都内区部において,防災機能が十

分あると思われる面積 5ヘ クタール以上の公園,緑地,霊園,河川敷等を各区

毎にリストアップし, これらの公園,緑地等の防災緑地が,各区の避難人口を

完全に収容出来るかどうか,ま た防災緑地に到達出来る距離を 2キ ロメートル
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とした場合, 2キ ロメートル圏内に防災緑地が配置されているか等を検討して,

防災緑地の整備に関する調査をまとめてみた。それによると10の区が面積的に

不足をきたしており,不足合計面積は 306ヘ クタールとなる。また,到達距離

2キ ロメートルの圏外となって,いずれの防災緑地にも到達出来ないいわゆる

ポケット地域ともいうべき個所は 個所となっている。

このように東京は,大震火災の際の避難場所となるべき防災緑地は,面積的

にも配置的にも不十分であり,大地震の起こる危険性が予測される状況の下で,

被害を最少限度にするためには防災緑地を早急に計画的に整備する必要が痛感

される。このことは東京都が想定しているように膨大な人命に直接かかわるこ

とであり,行政としては緊急の要務であると考えられる。
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4.造 園建設業界 の動 向

昭和47年の建設業法の改正以来,早 くも10年の才月が経過した。この間官公

庁受注工事の指名を受けている造園建設業者によって構成されている当協会の

会員はもとより,造園建設業界では,紙パルプ業界,不動産業界をはじめとする

大手企業の造園建設業界への進出に刺激され,従来からの庭師としての個人経

営から脱皮するべ く,経営規模を拡大し,経営の近代化に取組み努力を重ねて

きたところである。とくに,造園はもちろんのこと土木 。建築分野にまでわた

る技術者を確保すること,各種の有資格者の増加をはかること,当然のことな

がら造園本来の技術の向上などに務めた結果,今日では建設業法で言うところ

の造園工事に関しては,他の関連業界では持ち得ない固有の技術を駆使して,

構造物をも含んだ,都民が自然に親しみ都市環境に適合した公園を創造し得る

までに成長した。

ところが, ここ数年来,造園建設業界も,他の建設業界と同様に,緊縮財政

の煽りを受けた公共事業の伸びなやみと,一方,景気の低迷による民需の減少の

両面から圧迫されて,受注量の拡大が思うにまかせず,加えて,過当競争によっ

て利益率が低下してきたため,企業としての建全な経営が困難になってきてい

る。

しかし,こ こ2～ 3年都市の緑化が,国民の健康で安らぎのある生活には必

要欠くべかざるものとされ,ま た有事の際における公園緑地の防火機能が重要

視されてきた。例えば,政府としては花と緑の運動を推進し,国民 1人当り 1

年間に苗木を 2本植えさせようとか,東京都においても「マイタウン東京」構

想の一環として緑の倍増計画が策定されるなど,造園建設業界にとっては,次

第に明るい材料が見られるようになりつつある。
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Ⅱ 東京都の緑化の動向

昭和58年度における公園緑地関係総予算額は.表-4,表 -8の とおり822

億 9千万円で=対前年度比 12.8%の増加となっている。これを構築費について

みると,表-4の とおり57年度が56年度に比べ 37.5%の増加であったのに対

し,58年度は57年度に比べ 43.0%の増加であり。また。維持費については.57

年度が56年度に比べ 20.6%の増加であったのに対し,58年度は57年度に比べ 5.6

%の増加にとどまっている。しかし表-4で みると公園緑地関係予算額は55年

度以降年々増加の一途をたどってきている。

道路関係総予算額は,表-5,表 -9の とおり46億円で,対前年度比 20.4%

の増加となっている。これを新設費についてみると.表-5の とおり57年度が

56年度に比べ 15.6%の減少であったのに対し,58年度は57年度に比べ 36.8%の

増加であり。また,維持費については,57年度が56年度に比べ 16.1%の増加で

あったのに対し。58年度は57年度に比べ 12.7%の増加となっている。表-5で

みるとおり道路関係予算額も55年度以降年々増加してきている。

学校等その他の公共施設関係総予算額は,表-6,表 -10の とおり8億 7千

万円で,対前年度比 1.1%の減少 となっている。表-6でみると新設費は年々

減少 し,維持費については56年度以降ほぼ横ばい状態を呈している。

苗木配布等普及事業総予算額は,表-7,表 -11の とおり2億 6千万円で対

前年度比 44.1%の減少となっている。表-7でみると55年度以降年々増加 して

いたが,58年度は大きく減少している。

緑化関係条例については,東京都をはじめ23区.市町村でそれぞれ制定公布

され,ま たこれを補完する要綱等も整備されている。緑化協定もこれら条例等

にもとづいて,地域住民の自主的な緑化の意志を尊重し.異なる価値観をもっ

た人々の集合体である各地域住民のコンセンサスを得ながら機能 している。

緑化思想の普及活動は,都市における緑化を総合的に推進する施策として .
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国をはじめ各地方公共団体において,緑化の普及とその啓蒙活動を積極的に行

なっている。

i.昭和58年度予算の概要

{1)公園緑地関係 (表-8)

イ・ 都及び公社

都立公園・海上公園・住宅建設に伴う公園等の設置及び管理を積極的に推

進するもので。構築費については1予算額95億 2千万円で。対前年度比 8.6

%の増加となっており,維持費については.予算額46億 9千万円で 5.8%の

増加となっている。

58年度以降に計画されているユニークな公園緑地としては,15号地海浜公

園 。大平公園 。小山公園等があげられる。(表 -28)

口・ 23区

各区が実施計画にもとづいて,区立公園 。児童遊園等の設置及び管理を行

なうもので・構築費については,予算額 127億 6千万円で対前年度比 85.3%

の増加となっているが, 8区では減少 しており,と くに中央 。新宿・杉並・

練馬区では40%以上の減少を示している。維持費については,予算額50億 1

千万円で対前年度比 9.7%の 増加となっているが,千代田・中央・品川・足

立 。葛飾区では40%以上の減少となっている。

近年各区とも緑化事業を重点施策として推進しており,表-16の とおり緑

に関する実態調査をはじめ,各種調査を実施して緑の現況を把握するととも

に,今後の緑化施策の策定に役立てようとしている。

ハ・ 三多摩市・町

各市町が実施計画にもづいて,市町立公園・児童遊園等の設置及び管理を

行なうもので,構築費については,予算額34億 7千万円で対前年度比 47.2%

の増加となっているが,14市町では減少 しており,と くに立川・東久留米 。
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青梅市では40%以上の減少となっている。維持費については=予算額10億 9

千万円で 10.7%の 減少となっているが,と くに日野・東大和・稲城 。青梅・

府中市では40%以上の減少となっている。

(2)道路関係 (表-9)

イ・都

都道並びに一般国道 (指定区間外で都知事の管理するもの)について設置

及び管理を行なうもので,新設費については.予算額 3億 2千万円で対前年

度比 43.7%の増加となっている。維持費については・ 予算額18億円で対前年

度比 9.9%の増加となっている。

口・ 23区

特別区道について設置及び管理を行なうもので,新設費については,予算額

12億 6千万円で対前年度比 102.1%の増加となっているが.文京・豊島・荒

川・板橋 。新宿・江東・杉並・練馬区では40%以上の減少となっている。維

持費については,予算額 9億 8千万円で 22.7%の増加となっているが,新宿・

台東 。練馬区では40%以上の減少となっている。

ハ.三多摩市・町

市町道について設置及び管理を行なうもので,新設費については,予算額

9千 5百万円で対前年度比 74.8%の 減少となっており。とくに青梅・府中・

八王子・ 武蔵野 。国立 0狛江 。国分寺市では40%以上の減少となっている。

維持費については,予算額 1億 5千万円で対前年度比 7.7%の減少となって

おり,と くに立川・武蔵野・三鷹・調布 。国分寺・町田市・ 瑞穂町では40%

以上の減少となっている。
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(3)学校等その他の公共施設 (表-10)

イ・ 23区

学校・庁舎・公民館・保育所等公共施設の緑化を行なうもので,新設費に

ついては,予算額 3億 6千万円で対前年度比 0.5%の増加となっている。 しか

し新宿・荒川・ 目黒・渋谷・北
。足立区では40%以上の減少となっている。

維持費については.予算額 2億 8千万円で対前年度比 19.1%の増加となって

いるが,品川・渋谷・中野 。中央・板橋区では40%以上の減少となっている。

日・ 三多摩市・ 町

新設費については.予算額 1億 8千万円で対前年度比 4.9%の 減少となっ

ているが,と くに昭島・多摩 。東大和・ 武蔵村山・秋川市・瑞穂町では40%

以上の減少となっている。維持費については,予算額 5千万円で対前年度比

49.2%の 減少となっており,と くに調布・ 日野
e東村山・稲城 。青梅・八王

寺・府中 。小平・東久留米・武蔵村山
。国分寺市では40%以上の減少となっ

ている。

(4)苗木配布等普及事業 (表-11)

樹木・草花 。土等の配布,緑の相談所,緑化普及に関する講演会,講習会等

を積極的に実施しているが,予算額 2億 2千万円で対前年度比 41.7%の 減少と

なっている。
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2.緑化行政の現状

(1)緑被率 (表-12)

23区内における緑被率は表 -12の とおりであるが,その調査年,定義,基準 .

測定下限面積等が各区で異なるため,一概に比較は出来ないが,そ れぞれの傾

向を表しているものと思われる。このように各区の緑被率の定義,基準がまち

まちであり,農地の取り扱いも不明確で,個人庭園,生垣,街路樹等はほとん

ど除外されているが,これらの取り扱いについて統一した基準を定める必要が

痛感される。

(2)緑化関係条例 (表 -13′ 14′ 15′ 16)

東京都においては,昭和47年 10月「東京における自然の保護と回復に関する

条例」並びに同施行規則を公布し昭和48年 4月 より施行しているが, これにな

らって各区 0市・ 町においても,それぞれの地域の特性をいかして,地域の自

然環境を保護し育成するための緑化関係条例・要綱が制定された。これによっ

て既存樹木・樹林の保護を重点に緑化協定,緑化基準,モデル地区の指定,生

垣造成,緑化知識の普及啓発,公共民間施設の緑化等が積極的に推進されて来

ている。

また, これらの自然の保護と育成回復に関する施策を推進するにあたり,各

行政機関においては,表-16に 示すような,緑化に関する実態調査を行なって

いる。

緑化関係条例及び要綱にもとづく緑化協定は表-15の とおりで,前年度調査

と大きな変化は見られないが,引き続き地域住民のコンセンサスを得ながら,

住民が主体的な立場に立って良好な環境確保のため努力している。
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(3)緑化思想の普及活動

イ.普及活動 (表-17,18)

各行政機関における普及活動は条例及び要綱にもとづいて,公共施設並び

に民間施設に対し緑化を義務づけ,緑化思想を指導するとともに,緑の相談

所の開設,講習会,講演会,観察会の開催,手引書,パ ンフレットの発行,

木・花 。鳥の指定,モ ニター制度の活用等によって都民の緑化思想の普及に

つとめている。

口.緑化に関する行事 (表-19)

建設省の提唱による「都市緑化月間」が毎年 10月 ,ま た,環境庁主唱に

よる「環境週間」が 6月 に行なわれ,緑化思想の普及高揚につとめているが

今回58年度から3箇年にわたり「緑化宝くじ」が発行されることになった。これ

は58年 3月 総理府に設置された「緑化推進連絡会」が別紙-1の とおり「緑

化推進運動の実施方針」を定め,各自治体に対し緑化の推進を要請するとと

もに,こ の財源として ,「緑化宝くじ」を発行することとなったものである。都

においては発行額80億円程度を予定し,その収益金をもって,公園,道路,

河川 (含親水),庁舎,学校等の公共施設の緑化事業を都及び区市町村で実

施することとなった。58年度における都事業費 432百万円,区市町村への補

助事業費 432百万円の予定である。

首都緑化推進委員会が緑化強調期間として 3月 1日 ～ 5月 15日 までの76日

間「緑の羽根」募金運動を強力に展開するため,区・市・ 町・村・公私立学

校・ ボーイスカウト・ ガールスカウト・官公署 。民間企業等の協力を得て実

施し,募金実績は 26,000千円に達した。そして,地元における緑化推進の機

運を盛り上げるため,募金の60%を還元 (官公署,企業その他を除く)し ,

それぞれの希望による公共施設,学校等の自主緑化を実施したほか,社会福

祉施設への植栽,開校記念樹贈呈等が行なわれた。また,山の植樹祭 (青梅

市),街の植樹祭 (目黒区)が行なわれたほか,緑化強調期間,緑の週間 (4月

1日 ～ 7日 ),都市緑化月間 (10月 1日～31日 )の行事として,苗木即売会及び

68



無料配布,緑化相談所の開設,都庁内緑化等が実施されている。

区・市・ 町においては,lo月 の都市緑化月間, 6月 の環境週間以外に,独

自の「みどりの月間」「みどりの旬間」等を決めて緑化行事を行っており,

苗木の無料配布及び即売会,園芸講習会,映画と講演会,緑化相談所の開設

等が行なわれ,緑化思想の普及高揚につとめている。

別紙-1 <緑 化推進連絡会の「緑化推進運動の実施方針」>

1 目 的

緑化推進は,国土及び環境の保全,水資源の涵養,生活環境の改善等の観

点から極めて重要であり,国においては,国土の緑化に関し総合的かつ効率

的な諸施策を推進するため,緑化推進連絡会議を設置したところであるが ,

その一層の推進を図るためには,地方公共団体特に地域住民に密着した市町

村 (特別区を含む。以下「市町村」という。)を中心とした施策の展開を図

るとともに,国民の自発的な理解と協力を得る必要がある。

このため,市町村を主体として国民が広く参加し得る緑化運動が,地域の

実情に即して全国に展開されるよう,地方公共団体に要請するとともに,国

は,所要の措置を講ずるものとする。

2 緑化運動の推進体制

(1)市町村が主体となり,議会,地域住民,緑化関係団体等の発意,賛同を

得て, 自主的に 3を内容とする緑化運動が推進されるようにする。

(2)都道府県及び民間団体においても,本運動の趣旨に基づき,積極的な対

応がなされるようにする。

3 緑化運動の内容

市町村に対し,次の事項に留意の上,緑化運動を実施するよう要請する。

(1)市町村は,既に別の緑化計画等を定めている場合を除き,次のような事

項を定めるか,差し当たって当面の具体的行動計画を定めるかにより,計
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画的に実施すること。

ア 緑化の基本的構想

イ 緑化の計画・ 目標

ウ 緑化の具体的行動計画

工 国,都道府県の緑化計画等との関係の調整

(2)市町村は,国が実施,主唱している次の事業を,国と協議の上,積極的

に活用すること。

ア 林野庁が実施する「緑と花で結ぶむらとまち運動」による森林づく

り

イ 建設省が実施する「まちの森」づくり,「並木のみち」づくり

ウ 環境庁が主唱する「小鳥がさえずる森」づくり

(3)市町村は,広く地域住民,民間団体等に本運動への参加・ 協力を呼び掛

けて本運動の実施に努めること。

4 国及び都道府県の助成等

(1)国は,本運動を実施する市町村に対し,必要な助言及び技術的援助を行

うものとする。

(2)国は,本運動を実施する市町村に対し,場所の提供,苗木種子のあっせ

んその他必要な協力を行うものとする。

(3)国は,都道府県に対し,本運動を実施する市町村に対する必要な助言等

を行うよう要請する。

5 財源措置

(1)地方公共団体における緑化事業の財源に供するため,昭和58年度からお

おむね 3箇年度にわたり宝くじを発売することについて具体策を検討する。

(2)緑の羽根募金運動を積極的に展開する。

また,都市緑化基金の拡充強化を推進する。

(3)その他緑化事業を推進する公益法人への民間拠出金の受入れを促進する。
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6 内閣総理大臣等の表彰

本運動の実施について顕著な功績のあった個人,団体に対し,内閣総理大

臣等の表彰を行う。

7 推進体制の整備

国及び都道府県は,市町村を主体とした全国的な緑化運動が組織,実践さ

れるよう,広 く関係機関,団体等に働き掛けるとともに,緑化運動の効率的

な推進に資するため緑化関連団体による連絡体制の整備を要請する。

8 国及び都道府県の緑化事業との関係

国及び都道府県は,その緑化事業を実施するに当たって,本運動を実施す

る市町村と緊密な連絡調整を図り,当該市町村の実施する緑化事業の効率的

促進が図られるよう努めるものとする。

9 国民の緑化意識の啓発′高揚

本運動に対する国民の理解が深まり, 自ら参加する気運が醸成されるよう,

民間諸団体の協力を求めるとともに,政府としても積極的な広報活動を行う

こととするほか,緑化に関する情報の提供や相談,各種行事の開催を推進す

る。

緑化推進のための宝くじの発売について

:.趣 旨

国土の緑化推進運動の一環として,地方公共団体が行う緑化事業の財源に

あてるため,新規に宝くじ (以下「緑化くじ」という。)を発売する。
2.発売額

昭和58年度からおおむね 3か年度で,収益額ペースで約 150億円を確保す

るものとし, 370～ 380億円の発売額を目途とする。

昭和58年度については,既存の発売計画額に 100億円程度の発売額の上乗

せをめざす ものとする。
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3.発売時期

昭和58年度については,第 4四半期の 3月 初旬(全国通常第 197回を吸収)

とする。

4.発売方式

昭和58年度における最高賞金は, ジャンボくじに準じた高額賞金とする。

但し,発売額は定額 (昭和58年度の場合, 100億円程度)と し,予約制は採

用しない。

なお,緑化くじの発売目標の達成を図るとともに,既存くじの発売額への

影響を極力避けるため,賞金,売場等の面でできるだけ工夫を行うものとす

る。

5.持寄額

各発売団体の持寄額は,前年度 1年間のジャンボくじ(昭和58年度の場合,

57ド リーム057サ マー 057年末)に係る各発売団体の消化実績の平均シェア

を緑化くじの発売額 (昭和58年度の場合, 100億円程度)に乗 じた額とする

(政令市とこれをその行政区域に含む道府県との相互調整を行 うことができ

るものとする。)。

なお,売残りが出た場合及び時効益金については,緑化くじと通常くじと

の間で比例案分とする。
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(4)公園・ 緑地・ 緑道・植樹帯の面積 (表-20,21)

各行政機関の公園・緑地・緑道・植樹帯 (街路樹を除く)の各面積は表―

20の とおりであり,その総面積は3197ヘ クタールで,56年 4月 に比べ 425ヘ ク

タールの増加となっており,調査外の町村のものを加えた総面積は表-21の と

おり3413ヘ クタールである。

(5)昭和57年度公園緑地植栽樹木 (表 -22′23)

57年度中に公園緑地に植栽された樹木のうち,都・ 区・市町毎に中高木上位
15種,低木 5種を調査したところ表-22,表 -23の 結果となった。未調査のと
ころも見受けられるが,都にあっては中高木の一位キンモクセイ,二位イヌツ

ゲ,三位サザンカ,23区にあっては一位サザンカ,二位ヒイラギモクセイ,三

位サンゴジュ,市にあっては一位雑木類,二位ツバキ類,三位キンモクセイと

なっている。低木についてはッッジ類が圧倒的に一位を占めている。

(6)昭和57年度末街路樹の現況 (株物を除く)(表 -24)
57年度末における街路樹のうち,都・ 区・市町毎に上位15種を調査したとこ

ろ,表-24の とおりで,イ チョウ,ス ズカケノキ, トウカェデ,サ クラ,エ ン

ジュ,ケ ヤキが上位を占めている。なお,昭和57年 4月 1日 現在における東京

都内街路樹等管理者別現況は表-25のとおりである。

{7)昭和57年度に新設された公園 。緑道 (表-26)

57年度に新設された公園・緑道は表-26の とおりである。植栽費率について

みると55・ 56年度には30%以上のものが 211地区中38地区で18%であったが,

57年度は 154地区中34地区で22%で ある。このことは公園造成工事が施設に重

点が置かれているためではないかと思われる。
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表-21 都市公園の現況
(昭和58年 4月 1日現在)

地 域 総  数 区  部 市  部 町村部

総 数

数 6.105 3,802 2,199 104

面積湖 34.127,534 21,813,452 10,462,710 1,851,372

都

立

公

園

都 直 轄
数 56 38 15

面積励 10,750,743 5,931,590 3,368,795 1,450,358

区長委任
数

面積瀕 38,455 38,455

区市町村立

公    園

数 3,016 1,892 1,060 64

面積(瀕 15,811,914 10,009,482 5,432,501 369,931

区市町村立

児 童 遊 園

数 2,759 1,700 1,023 36

面積(瀕 1,864.856 962.647 873,592 28,617

海 上 公 園
数 33 33

面積(″ 1,087.577 1,087.577

国民公園その
の他都市公園
に準ずるもの

数 240 138 101

面積(瀕 4.573,989 3,783,702 787,822 2.465
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表-22 昭和57年度公園・ 緑地植栽樹木 (中 0高木)
単位 :本

○印は数量不明

行 政 機 関

イ
ヌ
ツ
ゲ
ノ
キ

ン
ジ

カ
ナ
メ
モ
チ

キク
ヨト
ウウ
チ

キセ
ンイ
モ
ク

ク

ツ

ケ
ヤ
キ

サ
ザ
ン
カ

サ
ン

ジ

シ

カ
シ

東京都建 設局 2,504 381 1,268 487 473 398

東京都 港湾局 ○ ○ ○

東京 都住 宅局 1,225 949 5,280 3,417 1,814

東京 都南多摩

開 発 本 部
170 1,800 270 230

言十 3,729 170 381 2,749 1,268 5,280 487 743 3,417 2,212 230

行 政 機 関

不
ズ

モ

チ

ナ

ズ

キ

ヒモ
イク
ラセ
ギイ シ

イ

モ

ク

ム
ク
ゲ

ヤ
ブ
ツ

キ

雑
木
類

サ

ク

フ

ク
ス
ノ
キ

東京 都建 設局 505 446 377

東京 都港湾局 ○ ○ ○ ○ ○

東京 都住 宅局 1,596 653 1,290 1,639

東京 都南 多
部

270 170 3,000

計 1,596 923 505 446 1,290 1,639 547 3,000
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単位 :本

()印 は数貝不明

行 政 機 関

イ
ブ

キ

カ

イ
ズ

カ

カ

ナ

メ

モ

チ

セ
イ
キ

ン
モ

ク

サ

ク

ラ

サ
ザ
ン
カ

サ

ン
ゴ

ジ

ュ

シ

イ

ノ

キ

ツ
パ
＋
類

ト

ウ
ネ

ズ

ネ

ズ

ミ

モ

チ

ヒ
イ
ラ
ギ

マ
テ
バ
シ
イ

ヤ
ブ

ツ
パ
キ

ヤ

マ

モ

モ

雑

木
類

千 代 田 区

中  央  区

港    区

新  宿  区 22 18 10 29

文 京 区 12

台  東  区 29 19 30 33 33

墨  田 区 54 29 13 35 70 24 35 24 21

江  東  区 60 136 120 242 337 64 70 169

品  川1 区 108 46 19 39 81 35 44 196
"

目 黒  区 151 27 103 60 24 54 131 60

大  田 区 136 114 68 78 315 71 125 174 113 84

世 田 谷 区 40 67 32 494 56 91

渋  谷  区 〇 ○ ○ 〇 ○ O

1]野  区 16 13 131 120 20

杉  並  区 32 37 143 68 104 31

豊1 島  区

北    区 22 89 14 22

荒  "1 区 74 17 55 166 70

板  橋  区 20 12

練  馬  区 () ○ O ○

足  立  区 319 508 116 101 300 316 228 108

葛  飾  区 田 219 231 2(Xう 148 1(D 80

江 戸 川 区 444 227 88 759 345 100 270 408 663 236 232

言| 648 茨掲 1348 544 308 804 2338 1445 225 427 747 316 32Q 1698 800 387 341 235
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単 f、′:本

○印は数量不覇

行 政 機 関
イ
ヌ
ツ
ゲ

キ

ン

モ

ク

ケ
ヤ
キ

サ
ザ

ン
カ

サ

ジ

ン

ラ
カ

シ

ツ
パ
キ
類 ウ

ネ

ズ

ミ

モ

チ

モ
ク

セ
イ

ヒ
イ

ラ
ギ

マ
テ

パ

シ

イ

雑
木
知

八 王 子 市 159 96 120 259 176 206 145 105

立  り|1 市

武 蔵 野 市

○ ○ ○

34 68

鷹  市 ○ 〇 〇

青  海  市

府  中  市 ○ 〇 O

昭  島  市 15 25

調  布  市 54 247 21

EI II」 市

小 金 井 市

小 平 市

口 野  市 145 15 111

東 村 」I市 16

国 分 寺 市

国  立  市

rll 無  市

保  谷  市 ○ ○ ○ ○ O

福  生  市 22 10

狛  江  市 54

東 大 和 市

清  瀬  市

東久留 米市 125

武蔵村 111市

多  摩  市 61 151 278 255 247

稲  城  市 206 59 48 106

秋  り|1 市 15 14 10 29

羽  村  町 ○ O 〇 ○

瑞  穂  町 O ○ ○ ○

計 145 387 206 130 271 336 497 222 145 247 180 682
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表-23 昭和57年度公園・緑地植栽樹木 (低木) 単位 :本

○印は数量不明

行 政 機 関
ジ
類

ア

リ

ジウ
ンケ
´

チ
リ

サ

キ

ドツ
ウツ
ダジ

ヒナ
イン

ギン

イ

ゲ
リ

イ

カ

キ

ジ
サ
イ

キ
ヤ
ナ
ギ

東京都建設局 お,481 8,116 1%4

東京都港湾局 ○ ○

東京都住宅局 97.208 7.283 5,714 11.348 4872

東京都南多摩
開 発 本 部

20.4(Ю 13.400 l,300

計 156089 8.116 7.283 7698 13.400 11.348 4872 1.3(Ю

千 代 田 区

中  央  区

港    区

新  宿  区 4642 425

文  京  区 ∞ 20

台  東 区 2.264 1.230 230 20 390 234

墨| 口 区 984 1196 1∞ 48 65

江́  東  区 4529 366 598

liロ  リll 極K 3■ 00 53 308 55 55

日 黒  区 &,1 402 299 243

大  〔■ 区 10.111 1.247 1541 1.025 938

世 田 谷 区 1.観 1193 1,864

渋  谷 区 ○ ○ ○

中  野  区 l,576 400 200 110 110

杉  並  区 574 620 430 1107 1.439

豊  島 区

」ヒ   区 7897 839 754 200

荒  り11 区 816 104 74 82

板1 橋  区 1.115 230 1.179 270

練1 馬  区 O ○ ○ 〇

足  立 区 7.263 1.318 4353 1.533 1()24

葛  飾  区 7.381 440 1127 610

江 戸 川 区 5.∞ 2 3,729 844 3.804 840 791

計 58.205 4341 4624 ∞ 12.159 3347 5.186 5.956 2.557 2468 2.522 1499
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単位 :木株

○印は数量不明

行 政 機 関
ジ
サ
イ

リ

ウ

ガ

サ

キ ジ
類

ドッ
ウッ
ダジ

ハカ
マキ

サ

ヒナ
イン

ギン
ギ

ウ

八 王 子 市 477 465 845 1.337 543

立  り|1 市 ○ ○

武 蔵 野 市 2“ 796 401 1,224

三  鷹  市 ○ O ○

青 海  市 180 545 545

府  嗜: 市 ○ ○ ○

昭  島  市 700

調  布  市 6(X) 500

nJ 田  市

小 金 井 市 29

小  平  市

I]野  市 495 50

東 村 山 市 20

国 分 寺 市

国  立  市 ○ ○ ○

田 無  市

保  谷  市 ○ ○ 〇

福 生 t 50 120 315

狛  江  市 1588

東 大 和 市

清  瀬  市 80

東久 R米市 200

武蔵 村 山 市

多 摩  市 1,504 1.163 10.046 795 1.608

稲  城  市 ○ ○ ○

秋  川1 市 310 110 110

羽  村  町 ○ 〇

瑞  穂  町 ○

言1 813 2.945 1.163 2221 17150 610 795 1.708 622
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表-24 昭和57年度末街路樹 (株物を除く)

行 政 機 関

ア
オ
ギ
リ

イ
チ

ウ

ン

カイ
イブ
ズキ
カ

ク
ス
ノ

キ

ケ
ヤ
キ

サ
ク
フ

サ ス
ズ

カ
ケ
ノ

キ

ト
ウ
カ

デ

東京都建設局 3,547 25,663 9,271 3.254 5,320 1,830 29,572 14,547

東京都港湾局 120

東京都住宅局

東 京 都 市 多摩
隣」 発  本  音|; 280 490 470

計 3.547 25,943 9,271 3,254 5,320 1,950 30,062 15,017

千 代 田 区 157 1,017 391 309 627 787

中 央  区 524 687 254 84 141 53 3,050 416

i巷 区 52 535 104 14 259 10 777 151

新  宿  区 71 702 92 63 132 56 431

文  京 区 510 127 128

台 東  区 100 36 30 20 1,936 148

墨  田  区 196 56 1,817 1,336

江  東  区 279 755 240 45 1,256 106

品  川1 区 76 213 332 549 22 222 445

目 黒  区 38 301 592 170

大  田  区 160 370 114 1,419 279 17 674 125 164

世 田 谷 区 1,215 20 864 165 1,464 1,223 50 207

渋  谷  区 10 1,084 97 108 257 304

中 野  区 27 100 78 39

杉  並  区 208 127 31 38 102 111

豊  島 区 123 31 92 68 316 317 216

」し 区 22 468 63 787 66() 176

荒  り|1 区 204 709 49 218

板  橋  区 445 94 327 1,018 249 511

練  馬  区 23 49 181 638 44 25

足  立  区 1,883 125 341 770 566

高  飾  区 35 750 302

江 戸 川 区 279 1,778 230 886 854 325 512 170

JI 1,975 12,675 2,042 2,973 1,249 2,411 8,897 1.277 13,134 6,619
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単位::イヽ

セ
ア
カ

ア

ナ

ズ
キ

フ

ウ
ア

イ

ヤ
ナ
キ

ア
キ

レ

ト
チ
ノ
キ

フ

サ
ア

カ

ア

ング
ナル
サ ミ
ワ

そ
の
他

計

4,()81 4,384 1()1,469

1,276 1,187 355 101 74 3,113

490

4,081 5,660 1,187 490 355 101 74 1()6,372

48 86 86 554 4,062

122 395 294 6,020

68 71 765 230 3,041

72 23 294 332 2,268

43 75 399 116 171 1,571

735 40 3,047

126 136 114 440 4,221

138 359 876 464 213 166 4,897

254 175 97 966 519 3,871

15 104 45 108 24 86 128 1,626

298 192 155 323 1,021 5,311

18 905 115 102 1,751 8,101

184 178 2,222

35 227 25 84 615

42 13 50 722

31 165 185 472 2,016

234 229 57 76 2,772

61 51 1,295

171 418 516 33 2,377 6,177

80 83 175 1,298

222 26 455 1,064 354 437 6.251

106 502 976 2,679

128 238 674 133 813 7,020

1,381 1,961 2,332 3,086 7,186 835 237 10,833 81,103
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行 政 機 関

イ
チ

ウ

ン

ジ

カイ
イブ
ズキ
カ

ケ

ヤ

キ

ブ

サ
ク
フ

サ
ン
ゴ

フ

カ

ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ

八 王 子 市 372 1.569 1,392

立 川1 市 174 55 422 42 113 393

武 蔵 野 市 329 85 418 75

三 鷹 市 ○ 〇 ○ ○

青 梅 市 49 403 .11

府 中 市 768 350 525 263 1,165

昭 島 市 492 90 116 50

調 布 市 38

町 田 II 2,509 910 1,494 785 554

小 金 井 市 18 33 53

小 平 市 22 170 62

日  li  Fb‐ 554 88

東 村 山 市 13 108 11

国 分 寺 市 261 29 56

国 立 市 304 452

田 無 市 170 72 44

保 谷 市 42

福 生 市 268

狛 江 市 145 13 131

東 大 和 市 214 259 46

清 ,頼  市 189

束久留米市 150 409 457 18 93

武蔵村山市 92 128 186
g4

多 摩 市 396 170 718 464 1,954 583

稲 城 市 390 484 104

秋 川1 市

羽 村 町 2,431

瑞 穂 町 86 421 44

百十 9,847 3,956 597 6,539 931 5,664 477 631 1,117
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単位 :本

○印は数量不明

ト
ウ
カ

デ

ト
チ
ノ
キ

ト
′ヽミ

フ
セ
ア

カ

ア

ナ

ズ

キ

フ

ウ
ア

イ

ヤ
ナ
ギ

雑
木
短i `計

1,561 127 187 148 554 5,910

895 54 65 36 2,249

90 91 202 1,290

60 192 483 212 1,440

967 170 249 157 4,614

216 301 72 1,337

155 193

396 418 775 324 399 8,564

231 350

104 258 17 633

1,335 46 83 2,115

288 425

82 428

102 88 946

22 308

150 192

462 730

298

571 56 104 78 46 1,374

189

36 772 48 332 2,315

162 45 706

108 40 450 4,883

978

146 146

16 2,447

159 255 965

7,939 1,111 772 1,411 1,408 349 1,696 1,032 548 46,025
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(8)ユ ニークな公園・緑道 (表 -27′28)

昭和57年度末までに造成されたもの及び58年度以降に計画されているユ
ニー

クな公園 0緑道は表-27,表-28の とおりである。

(9)コ ミュニティ道路 (表-29)

現在行なわれている「コミュニティ道路」といわれるものは,表-29の とお

りであるが,共通していることは,歩行者の安全,快適性を高め,車道はスピ

ードを出しにくいように蛇行させたり, ブロック舗装したり,両側に緑地帯を

設けたり,各種街具を設置したり特色を出していることである。今後このよう

に生活道路が歩行者優先の道路として整備されることを望むものである。

(10 神社・寺院の緑の現況 (表-30)

今回はじめて神社 0寺院の緑の現況を調査 したところ,表-30の とおりの結

果を得た。この中には,境内にある樹木にまつわるエピソー ドや,天然記念物

指定,文化財指定にいたる経緯等について由緒あるものが,相当に見受けられ

る。
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3 緑化行政の課題

わが国の政治,経済文化の中心である首都東京は全国人口の一割強の人々が

轟めく巨大都市であり,特に都心部を含む23区は殆んど開発され尽し,成熟し

た都市というよりもむしろ爛熟し切った市街地により形成された超過密都市と

いっても過言ではない。僅かに残された周辺部の自然も,都内外からの人口流

入による無秩序な開発で貴重な緑は急激に減少しつつあり,前述の緑被率の変

化でもわかるとおり,都下における住民の生活環境は,各種の都市型公害が複

合して悪化の一途を辿っている現状である。この現状に鑑み,東京都が策定し

た「マイタウン東京構想」は快適で潤いのある東京,ふるさとと呼べる東京の

実現を指向したものとして,都民はその実現に大きな期待を寄せている。

また,51年都市計画中央審議会が答申した「緑のマスタープラン」によれば,

市街地の緑地は市街地面積の40%乃至50%が理想となっているが,少 くとも30

%以上の緑地は必要といわれており,こ のためには都市公園施設は人口1人当

り20平方メートルの面積を要することとなる。

建設省では環境保全, レクリエーション,防災の見地から系統的な緑地の配

置を計画し,こ れが実現のため,第一次,第二次都市公園整備 5ケ年計画を策

定して整備して来たが,その成果として,46年度人口 1人当り2.0平方メー ト

ルであったものが,10年後の56年度には4.34平方メー トルにと倍増した。

一方,東京都における都市公園等の整備は,内外諸都市と比較すると,依然

立ち遅れており,地域的にも偏っている。又都市の中小河川と用水路は,流域

の市街地や下水道の普及等に伴って,流量の減少と水質の悪化を招き,水辺の

生態系も劣化し自然性と親水機能は著しく低下している。

このため,東京都においてはそれぞれの生活圏に対応 して大小規模の様々の

公園緑地を体系的に配置するとともに,中小河川,用水路に清流を復活させ ,

臨海部では緑地,人工なぎさ,親水護岸等を備えた海上公園を整備するなど,

都民が親じめる水辺環境の回復を図っている。
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(1)事業量の拡大

昭和58年 4月 1日 現在の都における都市公園 (国民公園等を含む。)の現況

は表-21の とおりで 6,105か所,総面積 3,413ヘクタール,都民 1人当りの公園

面積は 2.93平方メートルである。これを56年 4月 1日 現在と比較すると,箇所

数では 513か所 (9.2%),面積で 258ヘ クタール (8.2%)の増加で,都民 1人

当りの公園面積は0.2平方メー トルの増加となっている。これを構築費の伸び

率 44.9%と 比較すると,公園面積の伸び率が少いが,新設費以外に改修費が相

当含まれていることと施設未供用のものがあることによるものと思われる。用

地費は一般会計予算計上分以外に,土地開発公社,用地基金等による費用が別

途に組まれており,実質的にはもっと多額の費用が投入されているのが実情で

ある。しかし,用地買収費の高騰は必然的に大面積の用地取得に支障を来して

おり,計画公園の用地取得に多大の年数を要することとなっている。一方土地

所有者は税制の優遇措置改善を要望しているが,未だ実現に至っていない。こ

れらの障害を取り除く方法を講ずることによって公園用地の早期取得に努めな

ければ,今後ますます都市化が進行する中での用地取得は困難となり,ひいて

は公園緑地等の増量は望めなくなるであろう。

(2)緑化行政機構の拡充強化

近年,各行政機関における公園緑地及び緑化に関する予算は年々増加し,事

業量も増大するとともに,その事業内容も高度の知識,技能を必要とするもの

となってきている。これに対して当然のことながら,こ の事業を担当する官公

庁の職員も幅広い専門知識を要求されるにもかかわらず,前年の調査でもわか

るとおり,業務が多数の部課に跨っており,必ずしも適性配置がなされていな

かったり,人員不足のため片手間に処理されているケースが見受けられること

は甚だ遺憾である。緑化行政の一元化をはかった組織機構の設置と優秀な造園

職の確保と増員によって,無駄をはぶき効率のよい緑化行政を推進することが

強く望まれる。
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(3)維持管理の質の向上

公園緑地は「主として屋外において休息,観賞,散歩,遊戯,運動その他の

レクリエーションの用に供して,住民の情繰の純化,健康の増進,教養の向上

をはかり,あわせて空地を確保して防災,避難等災害の防止に資する」ために

設置されるものであり,極めて広汎多彩な効用,役割を果している。したがっ

てその管理の基本は,その機能を如何にして十分発揮せしめるかにある。

もともと公園緑地は地域社会に密着 した形態のものが設置されなければなら

ないのであるが,現実には意外と画一的な,あ るいは場当り的なものとなり,

ここから管理の困難さが生れてくるのである。即ち,公園施設の設置に当って

は当初から管理を念頭において,地域住民の立場で計画,造成されるべきもの

で,その周辺利用者によって本質的な価値が与えられるものである。 そしてまた

地域社会に密着した価値ある公園緑地とするには,地域住民がもっと公園緑地

の設置目的を理解し,行政側に協力して積極的な建設的意見を述べる必要があ

るのであって,ややもすれば総論賛成,各論反対のいわゆる住民エゴが起り易

いため,管理運営にも支障を来す場合が多い。次に公園緑地は誰でも何時でも

自由に利用できる憩いの場であり,遊びの場でもあることを第一義として管理

運営さるべきであろう。例えば,公園施設に対するいたずらについても,必ず

しもその行為のみを責めるべきではなく,地域住民の協力度と施設管理者の保

守管理の不手ぎわによる誘発の反省も必要であろう。一つの破損された外灯が

次のいたずらを呼び,一つの紙 くずが次の投げ捨てをよび,汚れた便所は次の

汚れを呼び,草ぼうぼうにしておけば火災,犯罪のもとになるわけである。人

間は完壁な美しさには抵抗しないものである。したがって,造成にもまして維

持,管理運営には配慮し,十分な予算を計上して,その質的向上をはかるべき

である。

(4)東京都立都市造園緑化研究所 (仮称)の設立

東京都が「マイタウン東京構想」で提唱しているように,東京の一点集中型

の都市構造から起こる職と住の遠隔化,中心地域における人口の空洞化といっ
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た現象を改善するため,多核,多心型都市構造へ転換することは,防災の意味

からもコミュニティの形成発展のためにも重要である。この好機を捉えて良好

な都市環境づくりに主眼をおき,住環境としても,ま た仕事をする環境として

も,良好な環境で快適な東京にすべきである。

「東京砂漠」,「 コンクリートジャングル」,「ウサギ小屋」等々の悪評を解消

し,樹林 (緑)あふれるアメニティな都市づくりをするためには,各方面から

要望の強い「東京都立都市造園緑化研究所 (仮称)」 の設立を計り,世界中に向

けて東京の環境緑化の姿勢を示すべきである。

造園工事は基盤造成から植栽工事,各種施設工事まで広範囲にわたっており,

これら工事の歩掛,品質管理,施工管理等にも問題が多く,特に最近新規材料

による各種施設での トラブル等もあり,こ れらの技術上の品質の確保,安全性

の確認等が問題になっている。また最近生化学の進歩によるバイオマス技術の

確立に伴い,ク ーロン植物の生産も行なわれており,公害,病虫害に強く四季

に花が咲き,移植が何時でも可能な新規植物の開発や,都市緑化特に都市計画,

防災避難場所としての緑の適用基準の確立,公園の緑と水と環境の生態学的調

査,潤いのある公園の設計基準の作成,緑化思想普及活動,緑化相談,ラ ンド

スケープアーキテクト,造園建設業者の育成等都市緑化のための研究のテーマ

は多く,その成果は今後の緑化推進に大いに寄与するものと思われる。

今般,「東京都緑の倍増計画」が発表された時期でもあり,是非とも都立の

研究所の設立が強く望まれる。

15)緑の倍増計画に関する提言

東京都は,「マイタウン東京構想」を実現するための「東京都総合実施計画」

を策定し, この計画に基いて事業を執行 しているが,その中で,東京の緑を倍

増し, 1人当り公園面積を 6平方メートルにするという「東京都緑の倍増計画」

を推進している。

東京のまちは,緑豊かな潤いのある都市環境という点からいえば,決 して良

好な環境とはいい難い。ちなみに1人当り公園面積をとってみても,東京の 2.93
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平方メートルに比べて,諸外国の主要都市は,ワ シントン45.7平方メートル,

ニューヨーク19.2平方メートル,ロ ンドン30.4平方メートル,パ リ8.4平方メー

トルと公園の量は圧倒的に多い。そのうえ東京は街なみの緑の量も少なく,如

何にも貧弱な都市景観を呈している。こうしたなかで,東京都の「緑の倍増計

画」は,潤いのある都市環境づくりを目指している「マイタウン東京構想」の

実現には,最も重要で適切な施策といえよう。

この緑の少ない東京を,諸外国なみに緑あふれる都市にするにはどうすれば

よいか。それにはいろいろな手段や手法があり,それらを積極的に進めていか

なくてはならない。まず第一に,都民の緑化意識の高揚,即ち都民 1人 1人が

1本でも樹木を植えて緑をふやしていこうとする意識が必要であるが,それに

もまして重要なことは,行政機関が公共事業として,公園緑地の造成,道路の

緑化等あらゆる面で緑化を推進するという積極的な姿勢と実行が必要である。

公共投資による緑化の推進なくしては,緑の倍増計画の実現はむづかしいもの

と考える。

緑の倍増を進めるにあたっては,公園緑地の面積をふやすという平面的な量

の問題と同時に,我々の視覚にとらえられる緑量の多寡が重要であり,その意

味では緑をふやす方法や余地は多角的に幅広 く考えるべきである。

イ.公園の緑量増加

公園造成についてみると,大公園はともかく,小 。中公園及び運動公園等

は,施設面にウエイ トが多くかけられ,樹木が従的になっている公園が多い。

例えば,小公園あるいは児童遊園の設置は,周辺住民にとっては極めて利用

度の高い公園であるが,遊器具等に重点をおき過ぎて,さ ら地に遊器具を設

置しただけという殺風景な遊び場も多く見うけられる。子供の遊び場こそもっ

と緑をふやして,緑の中で遊べる環境をつくるべきである。またこのような

小公園は,災害時には一時避難場所としての役割をもっているのであるから,

樹木で囲まれているということが必要である。

予算的にみても現在の傾向は,施設費が植栽費を上回っているが,公園造
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成にあたっては,公園のもつ本来的な機能を生かすために,植栽費が施設費

を上回らなくてはならない。公園造成にあたっては,特に小・ 中公園は,緑

量をふやすという配慮のもとに,公園計画がなされるべきである。

口.道路の緑化

都市の緑量の増加には,まず道路緑化があげられる。現在国道,都道,そ

れに主要な区道には街路樹が植えられているが,東京の街なみが諸外国に比

べて緑が貧弱に見えるということは,こ れらの道路の緑が少ないからであり,

また,その植栽方式にも問題がある。すなわち,東京の道路緑化はその植栽

方式があまりにも平面的すぎるきらいがある。

たとえば,都道である環状八号線を例にあげるならば,その中央分離帯は

かなりの幅員があるにもかかわらず,株物が植えてあるのみである。その中

中分離帯に両側の街路樹と同様な高木を植え込めば,緑の中の自動車道路と

いうイメージになり,感覚的にも緑量がふえて ドライバー等にも潤いの気持

を与えることが出来る。また,ロ ータリーや交通島,橋台地等も平面的に処

理されており,場所によっては単に草地のみにしてある場所もある。ロータ

リーや交通島は草地にするという先入観があるようであるが,何本かの高木

を植え込むことによって,近代的な道路がいっそうひきたち,すばらしい都

市景観が構成されるということを知るべきであろう。これからの道路の緑化

は,発想の転換がなされるべきであって,立体的な植栽手法を用いることに

よって,潤いのある街の風景を演出するということを,緑化行政の実行面で

もっと重要視すべきであろう。

また,機能的には,道路の緑化を濃密にするということは,災害時におけ

る避難路としての利用に役立つという効果がある。このことは,道路緑化の

計画,植栽方式の決定には,重要な要素であるということを忘れてはならな

い。

ハ.ビル等の建物周辺の緑化

緑倍増の一つの手法として, ビル等の建物周辺の植栽及びその植栽方式の
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見直しをあげることができる。最近は銀行やオフィスビルその他の新しい大

規模な建築物の周辺に,植栽出来る余地を多く残すようになったことは喜ば

しいことであるが, しかし,こ れまた平面的な手法のものが多く,折角の植

栽地をとりながら,つつじ等の大刈込みが多いが,こ れは造園とか修景とか

いえるものではなく,む しろ建築物の延長ともいうべきで,そ こに使われて

いる素材の植物は,タ イル等と同じ建築材料にすぎない感であって,決して

植物本来の効用は満されていない。こうした場所にもっと本格的な植栽をす

れば,街の緑量も多 くなるし,高木を植えることによって,かえってその建

築物も映えてくるのである。

このことは,公共の建物の場合には,民間の建物以上にいえることであって ,

国や都の建物等は敷地いっぱいに建てられて植栽の余地すらない所が多く,

緑も非常に少ない。緑をふやそうという国の方針や,緑の倍増作戦を展開し

ている東京都の姿勢や,民間の建物の緑化を指導している立場からも,行政

側が公共の建物に対する緑化を, もっと積極的に推進して自ら範を垂れるべ

きであろう。

二.その他の緑化

学校の校庭なども,そ の周辺はもっと樹木を植えて緑で囲むべきである。

最近は万年塀やプロック塀等は,地震に対して危険ということから取り払ら

われて金網柵に取り替えられた所が多いが,ど うして金網柵の内側に植樹帯

を設けないのだろうか。周囲が緑に囲まれていれば,校庭を利用する児童た

ちにも快適な環境が与えられるし,校庭は災害時には一時避難場所として利

用されるのであるから,周辺の植樹帯が火災から人命を守る遮断林としての

機能を果すことになるのである。

そのほか,高速道路の橋脚やビルの壁面等には,蔓性樹木を植えて壁面を

緑で覆う工夫も必要であろう。それは緑量の増加につながり,コ ンクリー ト

ジャングルが緑のジャングルに変って,潤いある都市環境の創出に貢献する

ことになる。
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このように考えてくると,東京の街には容易に緑をふやす手法や余地が多

くあることがわかるのである。緑の倍増計画の主役は,都市公園 1人当りの

面積の増加であることは論をまたないが,上述のように,道路や建築物,学

校等の緑化を促進することも,緑倍増の重要な要件であり,東京を「みどり

溢れるまち」「みどりに囲まれたまち」にするための決め手であることを強調

し,緑倍増に対する提言とするものである。
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Ⅲ 防災と緑 (点・線 0面の緑のネットワーク)

東京では明治13年から昭和 4年までの50年間に,震度 5以上の地震が実に14

回も発生しているが,これは 3～ 4年に 1回の割合で発生したことになり,世

界の地震国の中でも,極めて高い発生率である。勿論この中には大正12年 9月

の関東大地震も含まれている。ところが,昭和 5年以降今日に至るまで,54年

も経過しているにもかかわらず,東京では震度 5以上の地震が一度も発生して

いない。(図-2参照)こ のことは,地震のエネルギーが遂次蓄積されているこ

とを意味しており,関 東大地震が起こってから今年ですでに60年を経過 し,し

かも関東大地震が安政 2年の江戸の大地震から68年目に起こった事を考えれば,

いわゆる大地震周期説の限界に近づいていることが予想され,東京はいつ大地

震が起きるかもわからない状況におかれているのではないかと思われる。

図-2 東京地区における震度 5以上の年譜表
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関東大地震は,死傷者25万人,家屋の被害は70万戸を超え,当時の大都会に

おける災害の恐怖は,い まだに語りつがれている程のすさまじいものであった。

当時の東京は人口 250万人であったのにこのような大きな災害となったが,60

年を経過した今日では,東京を中心とする首都圏は 2,500万人を抱えるマンモス

都市となり,関東大地震と同規模の地震が起これば,その被害は想像を絶する

ものがあろう。昭和53年 6月 に発表された「東京区部における地震被害の想定

に関する報告書」によれば,そ の被害想定は次のような膨大なものとなる。
1

焼失面積 23区の一ま 罹 災 者 350万人  死 傷 者 10万人

以上の算出数字の他に,超高層ビルや網の目状の地下街の被害等,あるいは

その時起こるであろうパニック状態に関しては,ま ったく未知の分野であって,

予測すら出来ないといわれている。

東京は今や,日本の政治経済の中心・ メトロポリスであるばかりでなく,世

界で有数の巨大都市となった。こうした巨大都市が,ひ とたび大地震の来襲を受

けた時の被害を,最少限度にとどめるための研究 0実験などが,行政サイドに於い

ても,研究機関に於いても,それぞれ真剣にとりあげられており,ま た災害に

対する諸施策も着々進められている。

東京都は「マイタウン東京構想」実現のための「東京都長期計画」を策定し,

昭和58年度から本格的な整備を進めているが,なかでも「マイタウン東京構想」

の三つの柱の一つである「安心して住めるまち」の建設を最重要課題としている。

その中で,市街地の不燃化と共に,延焼防止,避難場所のためのオープンスペー

スの確保が強調されている。

しかしながら,延焼防止にしろ,避難場所にしろ,これらはすべて防火機能

を有する樹木が主役とならなければ十分な効果は発揮出来ない。防災都市づく

りには「緑」は欠かすことの出来ない重要な要素であって,防災に対する点・線・

面の緑のネットワーク,すなわち,緑に囲まれた一時避難場所,避難路,防

災緑地 (避難場所)の確保が必要である。
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1.国 及び都 における防災対策

(1)都市計画中央審議会の答申

都市計画中央審議会は,昭和54年 8月 20日「今後の都市公園等の整備と管理

のあり方について」の報告をまとめ建設大臣に答申した。この答申は,安全な

都市づくり,良好な都市環境の形成,ス ポーツ・ レクリエーション需要への対

応等について重要施策をあげているが,なかでも都市公園の災害時における防

災機能を重視して,防災公園を緊急に整備することを強調している。報告書の

中の防災公園に関するものを抜率すると次のとおりである。

イ.今後の都市公園等の整備の方針

都市公園は,良好な都市環境を形成し,都市公害を緩和し,災害時の避難

場所を提供するばかりでなく,児童,青少年には健全なスポーツの場を,老

人には憩の場を,市民には文化とコミニケーションの場をといった,多様な機

能を果たすオープンスペースとして極めて重要な役割を果 している。今後

の都市公園の整備にあたっては,当面次の諸点に重点を置いて施策を進める

べきであるとして, 7項 目をあげているが,その第 1項で,「大震火災時にお

ける防災対策を充実させるため,避難地,避難路としての機能を有する都市

公園の整備を推進すべきである」としている。

口.早急に構ずべき施策

<防災公園の緊急整備>

既成の都市における大震火災としては,同時多発火災の発生した場合の被

害を,最少限度にとどめるための避難・救援に関する諸施策が実施される必

要がある。特に人命尊重の観点から,避難地,避難路を緊急に整備すること

が,国民の安全性に対する要求の高まりのなかで近年強く要請されている。

● 面積等の要件

防災公園の面積は,10ヘ クタール以上の公園又はこれに接続する幅員が

10メ ートル以上の緑道とし,施設要件としては,一般の公園施設を防災性
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の向上に配慮しつつ整備するほか,備蓄倉庫,貯水槽等の防災のために必

要な一定の施設を整備する。

● 用地取得に対する特別の助成措置

防災公園は,既成市街地内の地価が比較的高水準のところで,し かも大

規模な面積を確保 して整備されるものであり,地方公共団体の財政を大き

く圧迫する要因を有する。したがって,その整備を図るためには,これに

対して国が特別の助成措置を構じて,整備の促進を図ることが必要である。

このような観点から,現行の補助率 3分の1を 2分の1に引き上げるべきであ

る。なお防災公園に係る用地取得の困難性を克服するため,工場移転跡地 ,

国公有地等を優先的に防災公園として活用するほか,市街地開発事業等の手

法による都市公園整備に積極的に取り組むべきである。

● 整備にあたって配慮すべき事項

① 防災公園は,災害対策基本法に基づく地域防災計画,及び大規模地

震対策特別措置法に基づく地震防災強化計画との整合性が十分図られた

ものとすべきである。

② 防災公園の機能を効果的に発揮させるため,避難路の整備を推進す
る必要があるが,こ の場合,防災公園の整備とあわせて周辺の再開発を

行い,避難路の確保を図るほか,周辺街路との計画上の整合性に十分配

慮しつつ,避難路としての緑道及び街路の整備に努めるべきである。

③ 防災公園の外縁部には緑地帯を設け,火災による輻射熱を遮断する
こととするほか,周辺の建築物の不燃化措置をあわせて構ずることによ

り,十分な安全性を確保すべきである。

④ 当面の措置としては,広域避難地としての機能を有する防災公園
の緊急な整備を図ることとすべきであるが,長期的には一次避難地とし

ての機能を有する地区公園程度の都市公園の整備もあわせて推進し,

防災的機能を有する都市公園全体の体系的な整備を図るべきである。
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(2)東京都震災予防計画 (昭和58年度～62年度)

東京都は,マ イタウン東京構想の基本目標である「安心して住めるまち」の

実現をめざして,東京を災害に強いまちにつくりかえていくため,今後,東京

都が実施すべき震災対策の具体的目標と方向づけを行うために,東京都震災予

防条例に基づいて,「東京都震災予防計画」(昭和58～ 62年度)を策定し,昭和58

年 7月 に発表 した。この中の防災公園に関連のあるものを抜率すると次のとお

りである。

イ.防災都市づくり

<オ ープンスペースの確保>

震災時における火災の延焼防止と避難者の安全確保を図るため,市街地の

中にオープンスペースを確保することは,震災に強いまちづくりを進めるう

えで,極めて重要な課題である。このような機能を果たす空地としては,公

園・緑地等のほか,耐火建物群で囲まれた空地等が考えられる。このうち大

規模なものについては,避難場所として指定している。また,小規模なもの

については,一時集合場所や地域の防災活動の拠点として利用することが出

来る。

このため,都では,公園・緑地等公共空地の確保につとめており,昭和58

年 4月 現在,区部における区民 1人当りの公園・緑地面積は,2.62平方メー

トルとなっている。今後も,公園・緑地の整備,拡張を積極的に図っていく

とともに,工場等跡地の買収や基地跡地等の利用により,有効なオープンス

ペースの確保に努めていく。

表-31公 園の現況             (昭 和58年 4月 1日 現在 )

区 分 都立公園 区市町村
立

公   園
そ の 他
(国民公園等)

計 1人当り面積

都 全 域 1,078 ho
1,581 h° 753  h° 3,412 ha 2.93  nf

うち区部 597 1,001 583 2,181 2.62
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表-32「ォープンスペースの確保」の計画事業費    (昭 和58年度～60年度)

種 類 事 業    名 事業費 所管局

公 園 の 整 備

都市公園の整備 91,812 建  設

公園・緑地用地の先行買収 15,207 都市計画

海上公園の整備 8,900 港  湾

工場等跡地の買収 25,192

都市計画
跡地利用によるオープンスペースの確保

緑地・農地の保全
保全緑地の公有化 5,123 都市計画

農地の保全 労働経済

/」ヽ 計 146,234

● 公園の整備

① 都市公園の整備

都市公園は,良好な都市環境の形成,ス ポーツ・ レクリエーション等

の機能とともに,震災時における避難場所や,延焼を防止するオープン

スペースとして防災上果たす役割は極めて大きい。このため,防災都市

づくりの一環として,市街化区域内の都市公園を積極的に整備し,都市

の安全性の向上を図る。

表-33事 業目標

事 業 目 標
57年度末現況

58～ 62年 度計画

規   模 事業 費

(58～65年度)

区部及び多摩市街化区域

・整備面積

/区 部

に多 摩

261.4 hc

166.9 hc

94.5h(l

開園面積 819.4hc

〔
区 部 597Ю hc

多 摩 2224h。

整備面積 1483ho

〔
区 部 87.Oh。

多 摩 61.3 hc

百万円

91,812
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② 公園・緑地用地の先行買収

公園 0緑地整備を促進するため,都市計画決定された公園区域内の土

地について,防災都市づくりを進めるうえで必要性の高いものを重点的

に先行取得する。

表-34事業目標

③ 海上公園の整備

海上公園は,臨海部の自然の回復などのほかに,防災面においても震

災時における有効なオープンスペースとして重要な役割を果たしており,

既に,避難場所として大井ふ頭その 1,夢の島などを指定している。今

後も,避難場所や防災活動の拠点等防災上の利用を十分考慮しながら整

備の促進を図る。

表-35事 業目標

事 業 目 標
57年度末現況

58～ 62年 度計画

規   模 事業費

(42～ 75年度)

取得面積  20&6 hc

部

摩

区

多

イ
ー
ー
Ｉ
Ｌ

78.O ho

130.6 ho

140.O ho

〔
区 部 42 7 ho
多 摩  97.3 ho

17.Oh(1

区 部 8.7h(ι

8.3h(1多 摩

百万円

15,207

事 業 目 標
57年度末現況

58～ 62年 度計画

規    模 事業費

(47～ 75年度)

海浜公園  115.8 hc
(水域を除く)

ふ 頭 公園   78.O hc

緑道公園  109.4 hc

言十 303.2 hc

(整 備 面 積 )
25.4 hc

〔想言地,大井
ふ頭
34.2 hc

r晴海ふ頭,大井ふ
ヒ頭など

56.9 hc

〔唇
己,大井ふ頭な

116.5 hc

(整 備 面 積 )

23.5h(1

r15号地,大井その
L2な ど

11.9 hc

r大井ふ頭,13号地
Lその2など

32.9 hc

r大井ふ頭 ,14号地
になど

68.3 hc

百万円

8,900
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● 工場等跡地の買収

都は昭和39年以来,市街地の再開発用地は,公園,道路,住宅等の施設

整備の用地として,工場等跡地の先行買収を実施している。昭和57年度ま

での買収地の利用状況は表-35の とおりである。

今後も,防災都市づ くりを推進するうえで必要性の高いもの,あるいは

都市計画的見地から,将来の再開発の拠点として確保しておく必要性の高

いものを重点的に取得する。

表-36事 業目標

表-37工 場等跡地で取得した土地の利用状況    (昭 和58年 3月 末現在)

● 跡地利用によるオープンスペースの確保

① 基地返還跡地の利用

基地跡地の多くは市街地内にあり,都内に残された貴重なオープンス

ペースである。既に返還された跡地は,11か所約 1,116ヘ クタールであ

り,都はこのうちグランドハイッ住宅地区等 4か所約24ヘ クタールを避

難場所として指定している。

都はこれら跡地を長期的,広域的観点から,公園の確保等の生活環境

整備と合わせ,防災に役立つ跡地の利用計画を作成し,事業の推進に努
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事 業  目 標
57年度末現況

58～ 62年度計画

規  模 事業費

(39～ 62年度 )

取得面積

364.4 hc 344.5 ho 19.9.ho

百万 円

25,192

区 分
江東防災
拠点再開
発用地

再開発

用  地
公園緑地

用 地

都営住宅
用 地

その他の

施設用地
道路用地 その他 言十

面 積hc 80.2 51.4 36.5 43.5 124.5 31 5.3 3445

構成比% 23.3 14.9 10.6 126 36.2 0.9 1.5 100



返還基地名 所 在 地 面積hc 利 用 内 容 備 考

キ ャンプ王子 」ヒ 区 122 公園,心身障害児 (者)施
設など

避難場所

武蔵野住宅地区 武 蔵 野 市 13.3 公園,市庁舎,教育施設な
ど

キ ャンプ朝霞
練馬区 (埼玉県朝
霞 ,和光 ,新座各
市)

352 公園,小
。中学校,高校な

ど

グラントハイツ

住 宅 地 区
板橋区,練馬区 183.2 公園,住宅,小 。中学校な

ど

立 川 飛 行 場
立川,昭島,国分
寺,国立各市

5733 大規模公園
など

広域防災基地

関東村住宅地区
及び調布飛行場

三鷹
各市
府中,調布 198.1 利用計画策定中

その他大和空軍
施設など5か所

1009
「一部返
還区域」
を含む

言+ 1,116.2

めている。

表-38都 内返還基地一覧 (昭和58年 3月 末現在 )

(注う関東村住宅地区及び調布飛行場の 1か所を除き国有財産中央審議会の答申が示されている。

② 筑波移転跡地の利用

筑波研究学園都市への国の機関の移転は,昭和54年度に完了している。

都内の移転跡地は,39か所約 132ヘ クタールであり,都はこのうち東京

教育大学跡地等 7か所約24ヘ クタールを避難場所として指定している。

これらの跡地の大半は市街地にあるところから,都は防災面を考慮し

関係区市と協議して,公園・広場を中心とした地域の環境整備のための

利用計画を策定し国へ要望した。今後も,跡地を利用する施設の具体的

な整備内容について,防災上の利用効果を高めるよう,国及び関係区市
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に働きかけていく。

表-39筑 波移転跡地一覧 (昭和58年 3月 末現在)

(注)1.備考欄の避難場所 4か所 :東京教育大学光学研究所 (新宿区),建築研究所 (新宿区),電
子技術総合研究所 (千代田区),国土地理院 (目黒区)。 計37h。。
2.東京教育大学板橋宿舎(板橋区)1.8 hcを 除いて国有財産中央審議会の答申が示されている。

● 緑地・ 農地の保全

① 保全緑地の公有化

都市近郊の緑地は,住民の健全な生活環境を確保するばかりでなく,

大地震時の火災の延焼防止のための遮断地帯,緩衝地帯又は避難地帯と

して重要な役割を担っているものが多いが,これらの地域も放置すれば

無秩序な市街化が進行する可能性が大きい。このため,首都圏近郊緑地

保全区域等の緑地で,防災上からも維持 していくことが必要な緑地につ

いて先行取得する。
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移 転 機 関 名 所 在 地 面積hα 利用内容 備 考

東京教育大学  本   部 文  京  区 6.4 公園,体育館など 避難場所

農 学 部 目  黒  区 6.8 公園,高校など

祖師谷農場 世 田 谷 区 8.9 公園,高校など 避難場所

農 業 技 術 研 究 所 ゴヒ 区 3.1
公園,防災セン
ターなど

避難場所

蚕 糸 試 験 場 本 場 杉  並  区 4.2 公園,小学校など

林 業 試 験 場 本 場 目黒区 ,品川区 12.1 公園

機 械 技 術 研 究 所
東 村 山 分 室

東 村 山 市 21.2 公園,小学校など

公害資源研究所浮間分室 北 区,板橋区 11.1

下水処理場 (地
上は公園)な ど

その他東京教育大学体育学部
(渋谷区)な ど31か所

57.9
避難場所
4か 所

言| 131.7



事 業  目 標
57年度末現況

58～ 62年度計画

規  模 事業費

(46～ 75年度 )

首都圏近郊緑地保全区域等

取得面積   421.6 ha 181.4 ho 40.l ha

百万円

5,123

表-40事 業目標

*首都圏近郊緑地保全区域等 :首都圏近郊緑地保全区域 (滝山など3か所 1,477 hc),緑 地保全地区
(代々木など5か所 81.9h。 )及び,首都圏近郊緑地保全区域に準ずるもの (霞丘陵緑地系など3か
所)をいう。

② 農地の保全

市街化区域内における農地は,良好な環境の確保はもとより,防災上

においても火災の延焼防止,発生時の被災者への生鮮食料供給等重要な

役割を担っている。したがって,これらの生産機能や環境防災機能のす

ぐれた市街化区域内農地を計画的に保全するため,生産緑地地区の指定

や,一定規模以上の農用地には優良集団農地の指定を行い,市街地の

オープンスペースの確保と良好な都市環境の形成を図る。

表-41 農地等の指定状況

表 -42都 における耕地面積の推移 (各年8月 1日 現在 )

区 分 57年 度末指定状況 58～ 62年 度計画

(49年度～  )

生産緑地地区の指定
505h(1 〔

区部  69 hc
多摩 436 ha

農地所有者に対し申請を
するよう働きかけ,指定
の拡大を図る。

(46年～65年度)
優良集団農地の指定
(目 標)  1,638 ho

957h(1 〔
D【音|`  67h(1
多摩 890 ha

425 hc

(毎年85hcの 指定を行う ,

区 分 47 年 50  年 56 年

13,100 hc耕 地 総 面 積 19,299h(1 14.557h(1

うち市街化区域内のもの 14,772 hc 9,349h(1 8,856h(1
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<避難場所・避難道路>

震災時においては,まず行政と住民が一体となって,出火防止,初期消火

等被害の軽減のために全力を尽すことが重要である。しかしながら,地震火

災が拡大し,生命に危険がおよぶような場合には避難が必要となる。そのよ

うな事態に備えて,あ らかじめ安全な場所や道路を確保しておく必要がある。

このような考え方から都は,特別区の地域を対象に,現在までに 134か所

の避難場所を指定した。指定にあたっては,大震火災時における輻射熱から

の安全性を考慮し,市街地状況に応じた有効面積のとれる場所を対象とした。

また避難道路については,現在までに 195路線.総延長 285キ ロメー トルを

指定した。指定にあたっては,避難場所への距離が長い地域,又は火災の延

焼危険の高い地域で,道路の輻員は原則として15メ ー トル以上のものを対象

とした。今後,避難場所周辺の市街地の状況等の変化及び遠距離の解消など

の視点から,避難場所 0避難道路の改訂を行う必要がある。

● 避難場所・避難道路の見直し

現在指定している 134か所の避難場所のうち,避難場所までの距離が 3

キロメートル以上の「遠距離避難地域」が区部面積の 7.6%(約 4,400ヘ ク

タール)存在 していることや,避難場所周辺の市街地の状況の変化などか

ら,避難場所の見直しを行う必要がある。このため,昭和58年度に各避難

場所の現況調査及び安全性の検討に関する調査を実施する。この調査結果

に基づき,現行避難場所の安全性の検討,新規避難所の選定,避難圏域の

地区割当計画の変更など全体的な見直しを行う。

また,避難道路についても,現況調査等を行い,避難場所の改訂,沿道

の整備状況等を踏まえて全体的な見直しを行う。

<被害想定・地域危険度に関する調査研究>

地震による被害の発生態様や被害程度の予測並びに地震に対する地域ごと

の危険度を把握しておくことは,震災対策を効果的に推進するうえでも極め

て重要である。特に,震災時の救援・救護活動や,地震被害を軽減するた
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めの計画策定に当っては,想定される被害の定量化が必要である。このため

東京都防災会議地震部会は,昭和40年以来地震被害の想定に関する調査研究

を進めており,昭和53年に「東京区部における地震被害の想定に関する報告

書」として取りまとめ公表した。

また長期的な防災都市づくりの推進にあたっては,地域の特性を明らかにし,

それに応じた効果的な対策を講ずる必要があり,都においては,地域危険度の

測定調査を昭和47年度から実施し,昭和50年には区部,55年には多摩地域の

「地震に関する地域危険度測定調査報告書」を公表している。今後も震災対

策を総合的かつ効果的に進めるためには,東京の都市環境の変化に対応し,

被害想定及び地域危険度に関する調査研究を継続して実施していく必要があ

る。

● 被害想定調査研究

昭和53年 6月 公表の「東京区部における地震被害の想定に関する報告

書」は,関東地震 (1923年,M7.9)級 の地震を想定し,地震被害の様相に

ついて,計量化が可能なものをとりあげて報告したものである。しかし,

非木造建築物の損壊,ブロック塀の倒壊,落下物による被害等,1978年宮

城県沖地震の際に問題とされた項目が欠落しているなどの課題が残されて

いる。また,被害想定の基となっている市街地状況等も,昭和48年前後の

ものであり,よ り新しい時点の想定が必要である。

このため,区部についてはその後の市街地状況の変化や震災対策の実施状

況等を考慮 し,見直しのための調査に着手する。多摩地区については,現

在,同様の調査を実施中であるが(昭 和59年度公表予定),区部の被害想定

で残された課題もできる限り取り入れる方針で実施 していく。

〔事業費 1億 6千 7百万円〕

● 地域危険度測定調査

「地域危険度」とは,地震に関する地域ごとの危険度を科学的に測定す

るものであり,震災予防条例に基づき,おおむね 5年ごとに測定及び公表
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を行うことになっている。この調査の目的は,①防災都市づくりの指標と

する,②震災対策事業を優先的に実施する地域を選択する際の参考とする,

①震災に対する都民の認識を深めることにある。

これまで,昭和50年に区部,昭和55年に多摩地域の「地震に関する地域

危険度測定調査報告書」を取りまとめ公表してきた。また,昭和56,57年

度において,区部の 2回目の調査を行い,昭和58年度に公表の予定である。

今後は,多摩地域についても,区部と同様に第 2回 目の調査を行う。

表-43東 京区部における地震被害の想定  (昭和53年 6月 15日東京都防災会議公表)
プ

ロ

ッ
ク

区
木造建物全壊

(率%)

火 災 (N N W 300)
ク危険
の高い

箇 所

人 的 被 害

焼失面積
(率%)

焼 失

木造棟数
罹 災 者 罹災世帯 死者 負傷者

千代田

中 央
港

棟 (%)
499( 4.0)

757( 4.0)

1,606( 5.1)

晰 (%)
0.70( 6.1)

0.44( 4.4)

2.27(11.9)

棟

759

825

3,760

力所

0

0

0

人

9,048

11,377

45,694

世帯

2,685

3,448

15,977

人

132

172

469

人

249

322

854

小  計 2,862( 4.5) 341(84)

19,286

13,349

6,307

12,624

5,344・ 66.119 22,110 773 1,425

新 宿
文 京
渋 谷
豊 島

500( 0.9)

665( 18)
971( 2.4)

500( 0.9)

6.40(35.5)

435(36.1)

2m(135)
3.40(23.2)

0

0

0

1

134505

85,115

55,489

83,111

53,802

31,524

22,375

34,921

1,259

914

536

857

2,228

1,632

972

1,535

小  計 2,636( 1.4) 16.47(27.5) 51,566 358,220 142,622 3,566 6.367

品 川
目 黒
大 田
世田谷

中 野
杉 並
板 橋
練 馬

681( 1.4)

6.874( 5.7)

2,198( 1.8)

525( 0.9)

1,045( 1.1)

932( 1.2)

1,303( 1.3)

1,139( 1.7 7.54(38.6)

0.35( 2.4)

18.46(44.3)

26.23(45.7)

10.34(65.7)

13.98(41.7)

11.65(363)

31.20(60.0)

25,425

1,135

53,667

57,449

37,529

39,953

28,130

60.612

0

4

6

1

1

3

0

2

154,915

18,027

374,231

370,489

248,507

244,828

188,885

340.949

58,239

6.907

129,492

138,760

101,847

96.011

65,585

114,412

1,679

180

3,764

3,618

2,324

2,522

1,824

3,711

2,948

337

6.457

6.215

4,042

4,377

3,424

6.369

小  計 14,697( 2.1) 119,75(449) 303,900 17 1,940,831 711,253 19,622 34,169

台 東
墨 田
江 東
荒 川

2,794( 68)

6.671(13.0)

8,350(163)

5,720(12.9)

1.83(18.3)

2.34(16.9)

328(10.9)

2.00(19.4)

7,587

8,673

5,611

8,602

0

3

2

1

73,939

103,649

122,880

95,711

24,729

32,189

38,520

32,226

829

1,195

1,307

1,088

1,485

2,119

2,516

1,934

小  計 23,535(12.5) 9.45(14.7) 30,473 396.179 127.664 4,419 8,054

北

足 立
葛 飾
江戸川

2,522( 3.9)

5,595( 5.3)

5,152( 6.1)

5,224( 6.0)

436(21.2)

11.61(21.8)

1058(31.2)

10.86(24.0)

13,713

21,113

26,378

20.782

0

2

8

1

127,598

212,800

214,699

182.774

46,569

64,066

68,375

57.840

1,160

2,009

2,259

1,867

2,059

3,578

4,073

3.301

小  計 18,493( 5.6) 3741(24.5) 81,986 11 737,871 236.850 7,295 13,011

合  計 62,223( 4.3) 186.51(32.5) 473,269 35 3,499,220 1,240,499 35,675 63,026

-171-



2.防 災 に対す る緑 の効果

(1)過去の震災時における樹木の防火効果

関東大地震においては,公園の樹木が防火壁となって猛火を防いだことは数

多く報告されている。このような樹木の防火帯がなかったなら,前述の関東大

震災による被害はさらに大きくなったと思われる。当時の東京市の公園は,総

数僅か31ケ所,面積約 194ヘ クタールで,市民 1人当りの公園面積は約 0.7平

方メートルという世界の大都市中最低の公園面積であったが,このような貧弱

な公園数でありながら,火災に対して人命救助や避難場所としての果した役割

は絶大であったといえる。

例えば,浅草公園の周辺が猛火につつまれたにもかかわらず,浅草観音堂と

その附属物が類焼をまぬがれたのは,浅草公園および浅草寺本坊の伝法院庭園

の植樹帯が防火の役目を果たしたからであり,ま た,本所陸軍被服廠跡と深川

岩崎邸 (現清澄庭園)は ,共に面積約 4ヘ クタールと同面積でありながら,被

服廠跡は樹木の 1本 もない単なるオープンスペースであったために,約 3万人

の避難者が全員焼死し,一方岩崎邸の方は周囲を樹木で囲まれた庭園のため,

2万人全員が助かっている。この両者の決定的な差は樹木の存在であって,岩

崎邸に避難した人々が無事だったのは,庭園の周囲の樹木が防火帯を形成した

からである。このことは,避難場所は単にオープンスペースであればよいとい

うのではなく,相当量の樹木で囲まれていることが極めて重要であり,且つ必

須条件であることを立証するものである。

(2)樹木による焼止り効果

樹木の存在は,火 災の焼止 りにおいても大きな効果をもたらすものである。

関東大地震の際の樹木による焼止り線の地理的状態をみると,外部焼止り線

においては,上野公園,芝公園,後楽園,日 枝神社等の公園が存在する地域で

あり,内部焼止り線は,浅草公園,岩崎邸,松浦邸等公園,大邸宅で内部に樹

木が存在していたところで,樹木による焼止りの効果は大きく,多 くの人命を
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救っている。樹木が効果があったとみられる過去の代表的な大火を調べた報告

(51年度建築研究所年報「樹木の防災効果」岩河信文)に よると表-44の とお

りである。

表-44過去の大火事例と焼止り効果

大火の名称 備 考

関東大震火災

静 岡  ″

福 井  〃

鳥 取  〃

新 潟  ″

平  均

64,500m

3,880

5,400

8,400

4,650

21,500m

980

2,600

4,200

950

33.3%

25.4

48.1

50.0

20.4

35.4

福井地震

台風22号

以上の表に見られるように,樹木による焼止りが,焼止り総延長の 35.4%に

にのばり,かなりの効果のあることを示している。

樹木の防火機能についてみると,一般的に木片は 260℃程で引火危険となり,

約 490℃で自然発火するといわれているが,建設省建築研究所での実験結果で

は,木片 (杉板10cm× 10cm)は 5,000 kca1/ピ hで 5分 ほどで発火したが,樹木

では 10,000 kca1/ぽ hの 熱では 1時間経過しても発火せず,変形および変色が

見られただけである。また樹木全体の焼え方は,前面 (熱に対している部分)

に着火してもすぐに立消え,樹木全体が連続して燃えることは稀である。この

ように発火に要する熱量が高いこと,それ故に発火する迄に時間がかかり,しかも

火がついても次々と立消えるという自消性があるという特性が,樹木の防火機

能を高めている要素と思われる。

(3)熱気流を阻止する効果

大火災の場合,避難広場の安全性を確保するためには,輻射熱以上に火流の

もたらす熱気流を阻止しなくてはならない。大火の際は,火の粉,熱風,煙な

どが熱気流として数百メートルの範囲を覆うのが普通である。このように避難
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広場に火流が直撃した場合,その熱気流及び火流を上空に跳ね上げて分流させ

ることが,その避難広場を火災から守るために最も必要なことであるが,樹木

の存在は,このような熱気流を上空へ跳ね上げる機能を持っていることが,過

去の大震火災によって実証されている。即ち,樹木は自らがたわむと同時に,

多数の木の葉で熱気流及び火流を受けとめるので,樹林の背後ではその勢いが

弱められ,その上火の粉,熱風,煙は樹木に吸収される。酒田大火の際,酒田

市相生町が無傷だったのは,火焔に対して立ちならんだ10か所の寺院の樹木数

百本が,火の粉に覆われるたびに孤を描いてたわみ,火の粉を上空へそらせた

事が大きな理由であった。
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3.「 点」 0「線」・ 「 面」災害避難
時における緑のネ ッ トワークの実状

(1)都の計画概要

避難場所 (広域避難地)は大地震時の市街地大火からの輻射熱に対し安全な

不燃空間を大規模公園等として確保しようとするもので,こ れは,「東京都震
※

災予防条例」 (昭和46年 10月 23日条例第 121号)第37条に基づ く避難場所に相

当するものである。

※東京都震災予防条例第37条

1.知事は,震災の発生時に都民を安全に保護するため必要な避難場所の確

保に努めなければならない。

2.知事は避難場所を指定 したときは,救援活動を円滑に行なうため必要な

給水施設及び備蓄のための施設の整備に努めなければならない。

3.知事は公営住宅 (改良住宅を含む)を建設するときは,広場の確保に留

意し,その防災機能の充実に努めなければならない。

同施行規則第 6条

条例37条第 1項に規定する避難場所は,次に掲げる条件に満たしていなければ

ならない。

1.周辺の市街地構成の状況から大震火災時のふく射熱に対 して安全な面積

を有すること。

2.避難場所の内部において震災時に避難者の安全性を著るしくそこなうお

それのある施設が存在 しないこと。

と記されてあり,これに基いて計画の目標として区部全体の市街地状況を勘案

のうえ次のとおり定められている。

① 広域避難地は,原則として10ヘクタール以上の公園等とし,大地震時

の市街地大火からの輻射熱に対し安全な面積 (これを有効面積という)を

有すること。

② 収容人口は避難有効面積に対して, 1人当り1痛ないし2痛を確保し
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て算定 し,地区割当てには,町丁目境,町内会,自治会境を考慮する。

③ 避難圏域は,お おむね周辺 2筋圏の地域であること。

現在 134か所の避難場所が指定されているが,避難場所が 3km以上の「遠距

離避難地域」が区部面積の約 7.6%(約 4.400 h a)存在 している。

次に避難道路 (避難路)は前述の避難場所と同じく「東京都震災予防条例第

38条」に

① 知事は震災の発生時に都民を避難場所に安全に避難させるために必

要な道路の確保に努めなければならない。

とあり,計画の目標として次のようなことを掲げている。

① 避難路は,広域避難地に通じる道路または緑道であること。

② 避難路の幅員は,道路にあっては15れ以上,緑道にあっては10π以

上とする。 (但し該当する道路がない場合は幅員 7.5π 以上)

③ 避難路の広域避難地からの延長は,原則として,おおむね 3肺以内

とする。

避難場所への避難方法は,任意の通路を利用して避難することを原則とするが,

上記の計画目標③に該当し得ない 3 km以上の地域,または,火災による延焼の

危険性が著るしい地域には,避難道路を指定している。これは主要な避難経路

をあらかじめ明らかにすることによつて,円滑で安全な避難を誘導するためで

あり,現在37避難場所について避難道路55系統, 195路線,総延長 285キ ロメ

ートルの指定をしている。現在,都が指定している避難道路は,避難路の一部

に相当するものであり,計画としては避難路として,主要幹線道路を主体に,

おおむね 2～ 3キ ロメートル間隔に配置されることになっている。

以上は建設省所管に係る防災対策緊急事業計画として東京都が作成した避難

場所,避難路の整備を主体とした10か年の事業計画としてのあらましである。

これ等の計画のとりまとめとして,東京都が中間的に示した昭和58年 6月 の

概要報告に集録されている避難場所,避難道路をみると,前述のように都内23区内
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の指定避難広場 134か所の図-3,表 -45の如く,地域住民 (夜間人口)の人
口比で最低 1人当り8.84平方メートル最高 53.9平方メー トルの面積が確保さ

れるようにプロットされ,こ れによれば区内全域がほぼ完全にフォローされ,

区民の非常時の安全は一応確保されているように思われる。指定された避難場

所には表示看板が立ち,利用区域と場所内の明細の案内図が記されている。ま

たこれらに至る指定避難路網も大体において確保されつつあり,計画は着実に

実行されているもののようである。

(2)実態調査はなぜ行 ったのか

ところが今回,当 協会の防災緑地特別委員会の作成による, 5んα以上の都

内の公園,緑地約90か所のみによる 2キ ロ圏のプロット図によると,都指定の

避難場所 134か所のプロット図との間に可成りの差異が生 じ,ど うしてもフォ
ローし得ない空自の地域が出てくることがわかった。もっともこの双方ともに

それぞれに問題を包含 していることはいなめない。例えば災害は昼夜を問わず

生ずる可能性があるにもかかわらず,都の指定は,夜間人口による居住人口を

収容面積に見合うように割り振り,最遠の地点を 3キ ロメー トル位としてプロ

ットしているため,図上においては自宅の日と鼻の先に指定避難地がありなが

ら,自 己の指定された避難場所は 1キ ロも2キ ロも先となっており, しかもそ

の途中には橋あり,広幅員の危険な国道等があるというような不都合が生じてい

る。一方特別委員会の図においても,各拠点よりの 2キ ロ圏の円を画きその中の

人口密度を余り考慮に入れていないため,場所によってはその拠点の収容可能

人口をはるかにオーバーしてしまうようなこともあり得るのである。

しかしいずれにせよ,都民にとっては避難路は「任意の判断によってえらべ」

とされる以上,有時の際とっさに任意の判断を下せるいわゆる土地カンを持ち得

る行動範囲は,自宅を中心とする小学校の通学圏とでもいえる,せいぜい数百

メー トルの範囲と考えられる。とりあえず自宅から数百メー トル内の一時安全

と判断される場所へ退避 し,次の判断行動へと移るのが通常である。この一時

避難地,或は一時集合地を我々は「点」と呼び,こ の点か ら避難路すなわち

-177-



「線」をたどって「面」である指定された広域避難地へたどりつくわけである。

この一連のネットの安全が確保されてこそ,防災施策が万全といい得るわけであ

る。

そこでわれわれはこの二枚の図面を仔細に検討した結果,い くつかの疑間点,

不都合を感 じたので,これ等の現状,実状を自らたしかめて見るべく,一班 3

名づつの三班を編成し,現地踏査を行った。

次に特に両図において差異の生 じた空自の部分の中,城北,城南,城西の三

地区の調査結果の報告をすることにする。
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図-3 避難場所 。避難連絡先概況図

凡   例

番号

避難場所

避難道路

避難場所番号

地区割当線

区境線

tt)tt
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表-45 避難場所一覧表
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{3)実態調査の現状報告

③ 個所名の前の番号は表-45(図 -3)による都指定の避難か所の通番である。

(□)東京水産大学・ 港南団地 (24.7ha有 効面積 8.7ha)

1.避難場所

状 況

区域は東京水産大学と港南団地,港南小・ 中学校であるが,中央を巾

員20メ ートル道路で南北に分断されている。東側は首都高速道路 1号線

に接し,その先は陸上自衛隊芝浦分屯地,運輸会社等の敷地となってい

る。南側,北側は巾員90メ ートルの高浜運河に接し,北側は巾員 30メ

ートルの道路に接 している。

A.東京水産大学

東側にあるグランドが避難地として利用出来るが,面績は約 1.6カα外

周に高木がちらほらある程度で,遮断林が必要であり,植栽する余地は

充分にある。 しかしながら面積が少ないため,か りに避難地として利用

出来ても少数の人員しか収容出来ない。校舎間には若千の空地があるが,

樹木は少なく狭少で避難地として不可。進入路は正門入日のみで,周囲は

万年塀と金網柵によって囲まれている。

B.港南団地

居住棟間は約24メ ートルあって低木,中本が密生 している。団地西側

は約20メ ートルの道路をへだてて,不燃化倉庫群が並び,東側,南側 ,

水産大学案内図

181-

水産大学グランド

学内案内囲  ■

■ ‐ _‐ 落.‐‐|
‐―‐|口●・



北側は道路で囲まれている。避難地として利用出来るところは棟間のみ

で,せいぜい団地住民を収容する程度である。

C.港南小,中学校

港南団地の東側に位置し,周囲を道路で囲まれ,校舎の南側に約0.6

んαのグランドがあり,避難地として利用するとすればこのグランドのみ

であるが,周囲に樹木は全くなく,遮断林が必要。特にグランド南側は

木造家屋が若千あるので樹林帯が必要であるが,面積が狭少なので有効

な利用は期待出来ない。

避 難 路

都指定の避難路は設けられていないが,本避難場所は不燃化倉庫群,運

河に囲まれ,周辺からの避難場所への進入路の状況は緑量は少ないが不

燃化建築物及び交通量は中程度であるため可能である。しかしながら水産大

学南西部方面の 500メ ートル以遠は,住宅密集地で良好な避難路はない。ま

た水路にかかっている橋梁が地震により破壊されれば到達不可能となる。

総 合 考 察

本避難場所の周辺は倉庫群地帯で昼間人口,夜間人口共に少ないと思わ

れ, したがって避難人口も少ないであろうが,避難場所に予定されてい

る水産大学校,港南小・ 中学校のグランドは面積も狭少で樹木は殆んど

なく,かりに周辺に遮断林を植栽したとしても,果たして火災時に火勢

を防ぎ得るか規模が小さいだけに疑間である。また避難路は都の指定避

港南団地棟間のスペース
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難路はなく,周辺にある運河の橋梁が地震により破壊されれば避難場所

への到達は不能となる。

⑫ 高輸三丁目周辺 (17.O ha有 効面積 3.5 ha)

1.避 難 場 所

状 況

区域はホテルパシフィック,高輪プリンスホテル等の周辺区域 (高輪三

丁目)と ,約 400メ ートル離れている関東閣区域 (高輪四丁目)と に分

かれており,いづれも国道第一京浜に接している。南側,西側,北側は

巾員約 7メ ートルの道路に接し,南側は不燃化構造の建物が若千あるも

西側,北側は住宅地である。

A.ホ テル群周辺 (高輪三丁目)

区域内にはホテルパシフィック,高輪プリンスホテル,新高輪プリン

スホテル等があり,こ れらの庭園及港区立「森の遊び場」等がオープン

スペースとなっている。ホテル群の庭

園は 3ホ テル合計約 1.O λα程度と思わ

れるが,緑量は○程度である。また区

立「森の遊び場」は 0.3 λαで,全域低

木,中木,高本が密生 し緑量はOであ

るが,区域の半分は急斜面である。

高輸三丁目港区立の遊び場
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いづれにしても本避難場所は周辺からの火勢を防止得たとしても,面積

僅か 1.3 λα程度では,ホ テル宿泊者及び至近住民を収容するのが限度で

他区域からの収容は不可能である。

B.関東閣 (高輪四丁目)

区域内の立入りを拒否されたので外周より観察を行なったが,周辺は

「しい」「かし」等の相当年数のたった高木で覆われ,緑量はQで避難

場所としては可であるが,面積が約 2.2たαで狭少であることと,進入路

が正面一カ所で,おそらく夜間は閉めてあるものと思われるので,避難

場所として適切であるとは思われない。

2.避 難 路

ホテル群周辺地区,関東閣地区共,都指定の避難路 (第一京浜,品川～

五反田いづれも巾員30π)に接 しているが,緑量①,交通量Oである。

3.総 合 考 察

ホテル群周辺 (高輪三丁目)関東閣 (高輪四丁目)共面積が狭少で,都

の避難計画人口33.800人 を収容することは困難であろう。

O 国鉄大井工場 (9.2 ha有効面積 3.7 ha)

1.避 難 場 所

状 況

区域の南側,西側は片道一車線の道路に接 し,東側,北側は国鉄大井

工場が隣接している。区域内には品川区総合庁舎,国鉄大井高層アパー

ト,国鉄大井工場が占有 し,避難場所として利用出来るのは中心部にあ

るグランド及び団地の棟間の空地のみである。グランド面積約 1.0んαで

樹木は全くなく,三方を工場建物で囲まれ,南側が団地に接している。

また団地の棟間は約30メ ー トルで延長約 100メ ー トル,遊器具が点在し

緑量は極①である。グランド,団地棟間共面積が狭少で,周囲を工場建

物で囲まれ,緑量に乏ぼしく, しかも低地にあるため,火災の際の火焔

及び輻射熱を防止することは不可能である。
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避難場所案内板 常時施錠してある国鉄大井工場入□

また進入路はニカ所しかなく,一カ所

は避難場所区域外の国鉄大井工場の裏

門で,工場内を通らなくてはグランド

に達することは出来ない。しかもこの

裏門は常時施錠してある。

国鉄大井工場グランド

2.避 難 路

本避難地への進入口を有する南側にある巾員約 10メ ーメルの道路は,

都指定の避難路になっているが,両側は密集した商店街で,地震により

倒壊すれば火の トンネルと化す恐れがあり,避難路としての利用は不可

能である。

また西側道路にもう一カ所の進入路があるが,こ の道路は避難路に指

定されていない。しかも片側は密集住宅街で,火災時にはこの道路も通

行不能となるであろう。勿論両道路とも緑量⑤で交通量Oである。

3.総 合 考 察

本避難場所はグランド及び団地棟間共に面積狭少,緑量極②であり,

しかもこれらの避難場所への進入口は2カ 所しかなく且つ極めてわかり

にくい上に,周辺の道路は巾員も狭く交通量は大で密集商店街,住宅地
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に接し,火災時には通行不能となるものと思考される。以上の状況から

本避難場所は適当とは思われない。

① 鷺の宮西公社住宅 (3.7 ha有 効面積 1.5 ha)

古い都営住宅団地で,妙正寺川をはさんで19棟の五階建住宅が並んでいる。

棟間隔は比較的ゆったりととってあり,緑量も植栽後の年数が長いため多く見

える。但し植栽樹種にはケヤキ,イ チョウ,ナ ラなど落葉樹が多いので問題で

ある。北側西武線沿いにはフェンスとサンゴジュの高垣があり,立派な防止帯

を形成している。シイなどの常緑樹も植栽されているが,日照関係からか極端

な枝すかしが行われているので防火効果は殆んどないだろう。

団地南側の境界には 1.8メ ー トル高の万代塀がまわされており,容易に進入
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できないと思われる。また,万代塀に沿ってサワラが植栽されているが,こ れ

も枝すかしされており防火効果は期待できない。

団地中央を流れる妙正寺川 (巾員約15m)は , コンクリートブロックで護岸

工がなされており,ま た,パイプ柵で囲まれている。 3カ 所に橋が架けられて

いるが,簡易な構造であり,も し地震時に落橋した場合には団地は分断されるだ

ろう。

団地周辺の商店街や住宅地 も避難場所として指定されているが,木造家屋が

密集しており危険である。その中にはオープンスペースも在るが,その殆んど

のものは駐車場として利用されているので,主旨から考えても好ましくはない

であろう。

古い都営住宅団地 落葉樹が多い植栽 容易に進入できない万年塀

妙正寺川の周辺は木造家屋が密集している
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オープンスペースも駐車場として利用されている

避難場所の表示看板

この避難場所には 13.800人 を避難させることとなっているが,大いに問題が

あると思われる。

また,避難場所の表示看板が周辺に設置されているが,全て北を上にして画

かれており,場所によってはとまどうこともあるだろう。

一時集合場所

区指定の一時集合場所には区立の小・ 中学校が指定されているが,その周囲

は木造住宅の密集地であったり,入口が狭かったり,ま た,プロック塀,万代

塀,高いフェンスなどで囲まれているものが多いので,非常時の進入に問題が

ある。一般に緑量も少なく防火効果は望めそうにない。

避 難 路

幹線である新青梅街道,早稲田通り,中杉通りも道路沿いの建築物は殆ん

どが木造住宅で,不燃化建築物は少なくしかも連担していないので防火効果は
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少ない。街路樹も新青梅街道にアメリカフゥ,早稲田通りにトウカエデが植栽
されているのみである。歩道巾員は新青梅街道,早稲田通りが 2.5メ ートルで,

中杉通りは 1.0メ ーメルである。

また,一時集合場所周辺の道路は 5.5メ ートル巾員のものが殆んどで,街路

新青梅街道                  早稲田通り

樹,緑地帯はみられないうえ,沿道にはブロック塀,万代塀がかなり見受けら

れ,火災発生時の避難路とは考えられないものばかりである。

以上が④鷺の宮西公社住宅及びその避難区域内の概要である。広域避難場所

またそこへの避難路としてはかなり問題点が多いので,近い指定避難場所とし

て下記の三避難場所も踏査した。

②  上井草総合運動場周辺 (7.O ha有 効面積 0.6 ha)

オープンスペースとしては広く,計画されている 6.600人をはるかに越える

収容力があるように思われる。 しか し,四面の野球場,テニスコート及び三井

信託銀行グランドとも緑量は少なく,僅かに中木が見 られる程度である。

上井草運動場の周囲は一部正面入口附近を除いてオーバーハング型の擁壁で

囲まれており,入回は 2か所 しかなく,普段は施錠されているようである。三

井のグランドもネットフェンス及びブロック塀で囲まれている。フェンスは上

井草運動場の擁壁の上にもあり,場所の性質上高い (H=3.Oπ )もので簡単
には入れないので非常時には問題である。
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避難路も塀で囲まれている           上井草総合運動場周辺
④  阿佐ケ谷住宅′杉並高校周辺 (8.5 ha有 効面積 0.9 ha)

低層ブロック積 2階建と中層の 5階建住宅団地で,中にオープンスペースと

して児童遊園地が 2カ 所見られた。古い住宅団地で植栽木は大きく成長 してい

るので,住宅団地としての緑量は多いが,落葉樹が多 く防火効果はあまり期待

できない。

周囲は万代塀で囲まれており入回は少ないが施錠はされていない。

杉並高校のオープンスペースはグランドだけであるが,校舎は不燃化構造物

であり防災効果は大きいと思われるが,やはり周囲にはフェンスがまわされて

おり,緑量は零に近い。

当避難場所の周辺は,道路も狭 く,住宅が密集 しており, しかもその住宅は

殆んどが木造で不燃化されていない。したがって当然のこととして緑も無く,

避難路としては不適当である。
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②  公団荻窪団地 (5.7 ha有効面積 0.6 ha)

4～ 5階建の中層住宅団地で棟間隔も広く団地内の道路も広い。植栽樹木も

多いが高木は少なく,しかも落葉樹 (イ チョウ,ケ ヤキ)が多い。周囲はフェン

スで囲っているが,高 さは1.5メ ー トルで簡単に乗り越えられるだろう。

団地の隣接地は南側を除いて道路は狭い。 しかも住宅密集地,商店街で不燃

化対策は実施されていない。一部の古い住宅街は敷地にもゆとりがあり緑量も

多いが,密集地は緑は殆んどなく,他の避難路と同様である。

都営清水町アパート              避難場所案内板

①  桐ケ丘′赤羽台団地′自衛隊′サッカー場周辺 (1 1 3ha有効面積 42ha)

1.避難場所

状況,環七通り,国道17号,赤羽線,新河岸川に囲まれた 100んαを超える広

大な指定地であり有効面積も42んαといわれ,特 に国立西ケ丘競技場周辺等の

この地域内にたどりつけば正に安全そのもので最高の条件ではないかと思われ

る。 しかし,都営団地を除いては 3メ ー トルのフェンス或はパイプ柵で囲まれ

ており,婦女子の進入は困難と思われる。稲付西山公園等を除いては全般的に

-191-
交通量の多い板橋本町 道路巾員 6～ 8mの商店街

覇 纂 ;轟 訂
餞衛難藩羽鐵屯峰.・
鶴立サツカー嬌鶏露

・
1

・‥
‥

■
■
１
‥
‥

一

・

ヽ

静彗
一
驚



緑量は少ない。

2.避 難 路

指定地の有効面積が広大のため,収容人口

の計算上からか数キロメートル先までが含ま

れ, しかもこの間,国道17号線,環状 7号線

等を横断しての避難になるわけであるが,こ

れ等の道路は常に交通量は大である。特に板

橋本町は頗る多く,清水陸橋は危険である。

環状 7号線の双葉町附近約 200メ ー トルの植

樹帯は見事に整備され緑の質,量共にモデル   環状7号線の植栽の一部

的と云えるが全般としては緑量は少い。環状 7号線,中仙道が指定避難路であ

るがこれすら甚だ心もとないうえに,これに到達する迄の道路は,いずれも狭

小であり,商店,住宅地域共に不燃化は著しくおくれている。

3.一次避難場所

大山保育園,板橋八小,氷川神社等一時避難場所としての利用可能な場所は各

所に見受けられるが,緑の問題となると落葉広葉樹が多く,防火樹としての効

果は期待出来ない。常緑広葉樹への転換或は補植が急務である。双葉町,

栄町,大山東町,大山金井町,熊野町は⑩,仲町,大山町は ◎ が指定避難場所

になっているが,有事の際は到達不可能と考えられる。栄町には大山公園,養育
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院附属病院,保育園等約14んα,有効面積 3たα位のスペースがある。この地域には

緑量,特に常緑樹を植栽整備すれば一時避難地としては有効であり,風向きそ

の他の状況では指定避難地としての利用も可能と思われる。指定番号⑩,⑩,①

の中央に位置するこの場所は,当協会のプロットした地図では空白地域の重

点地内となるが,検討次第では新しい指定避難場所としての再検討に値するも
のと思われる。

①  家政大,加賀中周辺 (24 ha′  有効面積 1.8 ha)

1.避難場所

加賀中,帝京大,帝京大病院,各種研究所,家政大,朝鮮大・高。中校等々

.  :・: |■
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石神井川 向原公社住宅周辺の避難場所

建造物は一応不燃化はされているもののそれ等は密集状態であり,そのすべて

が厳重な囲障が張りめぐらされて進入は不可能に近 く,仮 りに進入したとして

も,オ ープンスペースとしての面積は加賀中グランドの約 1.5 λα程度のみであ

り, しかも緑量においては極めて小量で,指定避難地としては対象人口がわず

か 1万 3千人程度としても甚だ不適当な個所である。

2.避難路及び一次避難場所

指定避難路はこの①の地域にはなく,すべて任意の通路でと云うことになる

が,住宅,商店地区共に道路両側の不燃化は殆んど見られない。交通量は一般

に少ないが,この地域全般において緑量は殆んどないにひとしい。石神井川の

緑道は良 く整備されており,避難路としての使用に充分耐えうるが,護岸擁壁

が高く絶壁状であり危険な状態に見うけられる。点としての一次避難地はこの

肝
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擁壁が重なる向原公社住宅周辺の避難場所      一時避難場所も落葉樹が多い

地域が狭小であるので特に必要とも思われないが,この指定地そのものがせい

ぜい一次避難場所程度のものである。

① 向原公社住宅周辺 (14.4 ha有 効面積 2.6 ha)

1.避難場所

住宅公社の団地及び医療療育センター,_上板橋三中等よりなるこの指定地は,

有効面積 2.6んα,避難計画人口約 2万 4千人とされ,小茂根,向原,大谷回の

住宅密集地の中にある。かなり古い団地で棟間も狭く,緑量はある程度の成木

はあるが,落葉広葉樹が多く防災に対しては疑間である。医療センターと団地

の間に図上では若千の空地があるように見えるが,かなりの斜面で擁壁が重な

り,到底 2万数千人を収容するスペースとは思われない。

2.避難路及び一時避難場所

指定地域は比較的狭く,当該指定場所へ避難するにはいずれも任意の 6～ 8

メー トルの道路によって辿りつかねばならず,そ の道路両側の不燃化は殆んど

見られない。街路樹のある路線も殆んどなく地域全域の緑量は極めて少ない。

交通量は中程度であり,一時避難地としては大谷回公園,板橋高校,中小学

校,神社等が散在しているが,そのいずれも他の地区と同じく,サ クラ,ケヤ

キ等の落葉樹が見られる程度で緑量は少ない。

全般としてこの指定地は,公社住宅の住民の一時避難地程度のスペースであ

り,分譲団地のため団地内にも私有地などあって,一般住民の避難の際にはト

ラブルも考えられ,すべてにおいて不適当の判断を下さざるを得ない。
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◎ 城北中央公園 (46.3 ha 有効面積 16.4 ha)

1.避難場所

豊島,板橋,練馬の三区にまたがる広大な地域の人口約 16.5万人を対象にす

る指定地であり,城北公園及び苗圃,大山高,北園学園,及び板橋自動車教習

所周辺からなっている。城北公園及び苗圃は避難地としては,緑量,進入の状

況,公園内の利用度等すべてにおいて理想的な指定地と思われる。しかしなが

ら,それ以外の指定地域は人家が密集している私有地と思われる部分も含まれて

おり見直しを必要とする。

2.避難路及び一時避難場所

避難場所の有効面積の関係上,対象人口の範囲を遠 く豊島要町,中丸町附近

まで指定しているが,有時の際の利用は可成り無理と思われる。指定地域の割

り振りの見直しが痛感される。
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不燃化の進んでいない

環状 7号線,川越街道の不燃化は逐次進行 しているが,指定されたこれら避

難路に到達するまでの道路は殆んど6メ ー トル道路であり,両側の不燃化は進

んでいない。指定避難路の緑量は中程度ではあるが,交通量が過大であり通行

上問題がある。

一時避難地としてこの広大な◎ の区域内には相当の場所を必要とするが,

環状 7号線の外側には有効的なものを散見するが,環状 7号線の内側地域は,

大学病院位のもので適当なものが少なく,こ の ① の地域の見直しは急務と思

われる。      
「

14)実態調査のまとめ

以上は都区内 134カ所中11指定個所の現況調査の報告であるが, そのいずれに

おいても,点 0線・面 。緑のネットワークにはほど遠いものといわなければな

らない。対策,提案は他の章にゆずるとして,踏査の結論は,点・線・面,す

べてにおいて緑量の不足,若 しくは緑の質の問題である。

これまで一般に都市の防火対策は,不燃化すなわち街を硬構造物化すること

に主眼がおかれてきているが,それ自体極めて効果の高い対策ではあろうが,

その実現には莫大な費用と時間を要することは言をまたない。しかもそれだけ

で都市の防火対策が万全とはいえないのであって,明 日にもおそってくるかも

知れない災害に対 し,最 も現実的で実現可能な緑の施策こそ緊急の要務として

急がれなくてはならない。
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4.防災と緑 (点・ 線・面の緑のネッ トワーク)に対する提言

大震火災が発生 した場合の避難場所として,東京都は 134か所を指定してい

るが,これらの避難場所 (広域避難地)はその名の通り有事の際の避難地として

面積の点から見ても,防火効果の点から見ても,必 らずしも適当であるとはいい

難い。安全な避難場所として機能を発揮できる防災緑地の条件としては,前述

のように建設省の基準によると,第一に面積が10ヘクタール以上であることと

されている。このような防災緑地は,平常時においては地域住民のレクリエー

ションの場として活用され,一旦非常事態が発生した場合は安全な避難場所と

なって,貴重な人命を守る砦となるのである。

東京都の公園調書によると昭和58年 4月 1日現在,23区内に於ける「都直轄

公園・ 区立公園・児童遊園・海上公園・ 国民公園 。その他都市公園に準ずるも

の」は3,802か所 (2区以上にまたがるものは 1か所とする。)であるが これら

のうち面積が10ヘ クタール以上のものはわずか39か所しかない現状であり, こ

れだけの数では,都内は災害時においては甚だ危険であると思われる。

しかしながら関東大震災時の旧岩崎邸の例をはじめ,東京空襲,酒田大火等

の経験や建設省の耐火実験などによると,オ ープンスペースの周囲が樹木類で

囲まれている場合には,面積 5ヘクタールでも十分防火機能を発揮できると言

われているので, 5ヘ クタール以上の公園 0緑地をリス トアップしてみると,

83か所になる。そしてさらに都内の都営霊園・諸施設移転跡地及び都で指定し

た避難場所のうちで有効面積が 5ヘ クタール以上のものを含めると,表-46・

配置図 (図-4)の とおりで合計 108か所,面積 1,891ヘ クタールとなる。

そこで当協会では,以上の資料をもとにして,これらの避難場所としての防

災緑地が避難人口を十分収容し得るかどうか,量的な面にメスを入れ,今後の

防災緑地 (防災公園)の整備について検討を加えてみた。
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表-4623区 内 5ヘクタール以上の防災緑地一覧表

区 別 公  園  名 面積 管理区分 摘    要

千代田

計

日比谷公園

皇居東御苑

皇居外苑

北の丸公園

国会前庭

16h(1

21

96

19

6

158

都

宮内庁

環境庁

衆議院

国民公園

中 央

計

浜離宮恩賜庭園 25

25

都

港

計

芝 公 園

有栖川記念公園

国立記念科学博物館
附属自然教育園

明治神宮外苑

青山霊園

慶応大学

東京水産大学

12

7

20

7

28

6

9

89

都

区

文部省

明治神宮

都

私

文部省

(+新宿区十渋谷区)

新 宿

計

明治公園

戸山公園

新宿中央公園

新宿御苑

明治神宮外苑

3

9

9

38

20

79

都

区

環境庁

明治神宮

(+渋谷区)

国民公園(十渋谷区)

(十港区十渋谷区)
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区  別 公   園   名 面積 管理区分 摘    要

文 京

計

小石川後楽園

六 義 園

東京大学理学部附属植物園

東京大学

お茶の水女子大学

7h(1

9

16

15

5

52

都

文部省

台 東

計

上野恩賜公園

隅田公園

谷中霊園

53

9

11

73

都

区

都

墨  田

計

隅田公園

荒川四ツ木橋緑地

錦糸公園

8

9

6

23

区

江 東 猿江恩賜公園

清澄庭園

十三号地公園

夢の島公園

仙台堀川公園

辰己緑道公園

辰己の森緑道公園

13号地海浜公園

13号地第二ふ頭公園

夢の島湾岸道路際緑道公園

14

8

15

38

8

5

9

7

5

6

都

区

都 海上公園
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区  別 公  園  名 面積 管理区分 摘    要

計

東京商船大学 6h°

121

文部省

品  川

言十

大井ふ頭勝島緑道公園

大井第四ふ頭公園

大井湾岸道路際緑道公園

大井ふ頭中央海浜公園

大井競馬場

林業試験場跡地

5

5

3

19

41

7

80

都

東京都
競馬腑

大蔵省

目 黒

計

駒沢オリンピック公園

林業試験場跡地

東京大学教養学部

6

5

7

18

都

大蔵省

文部省

(十世田谷区)

(+品川区)

大  田 洗足公園

平和島公園

多摩川台公園

萩中公園

多摩川六郷橋公園

多摩川公園

多摩川ガス橋公園

多摩川大師橋公園

多摩川河川敷(B)の一部

7

7

5

6

13

34

12

5

16

都

区

都指定地区

海上公園

(+大田区)

(十大田区 )

(十 日黒区 )
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区 別 公  園  名 面積 管理区分 摘    要

計

大井湾岸道路際緑道公園

大井ふ頭中央海浜公園

h(1

2

5

112

都 海上公園 (十品川区)

(+品川区)

世田谷

言十

董花恒春園

砧 公 園

駒沢オリンピック公園

多摩川二子橋公園

羽根木公園

世田ケ谷公園

大蔵運動公園

多摩川遊園

烏山川緑道

馬事公苑

日本大学文理学部

昭和女子大学

多摩川河川敷(C)の一部

6

36

36

19

7

8

11

9

5

18

6

6

60

227

都

区

日本競馬会

私

区

(十 日黒区)

都指定地区

渋 谷 代々木公園

明治公園

新宿御苑

54

5

20

都

環境庁

渋谷区分(+新宿区)

国民公園 (十新宿区)
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区  別 公  園  名 面積 管理区分 摘    要

計

明治神宮内苑 ?0ho

149

明治神宮

※ほかに 0.2 ho6D

外苑がある。

中 野

言十

哲学堂公園 5

5

区

杉 並

計

善福寺公園

善福寺川緑地

和田堀公園

8

14

10

32

都

豊  島

計

染井霊園

雑司ケ谷霊園

学習院大学

7

10

10

27

都

私

」ヒ

計

浮間公園

飛鳥山公園

新荒川大橋緑地

中央公園

荒川赤羽緑地

荒川河川敷(B)の一部

荒川河川敷D南岸の一部

4

6

6

6

5

23

11

61

都

区

(十板橋区)

都指定地区

″ (+足立区)

荒 川

計

0

0
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区  別 公   園  名 面積 1 管理区分 摘 要

(十練馬区)

(+北区)

都指定地区

板 橋

計

城北中央公園

赤塚公園

浮間公園

荒川戸田橋公園

小豆沢公園

高島平緑地

高島平団地 (遊園)

荒川河川敷国の一部

h(1

10

18

7

60

6

8

5

11

125

都

区

住都公団

区

練 馬

計

石神井公園

城北中央公園

光が丘公園

武蔵関公園

16

10

35

5

66

都

区

(十板橋区)

足  立

計

東綾瀬公園

荒川江北橋緑地

荒川日の出町緑地

荒川鹿浜橋緑地

荒川河川敷(C)北岸

荒川河川敷D)南岸の一部

16

14

9

9

24

9

81

都

区

都指定地区

〃  (十」ヒ区:)
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区  別 公   園   名 面積 1 管理区分 摘    要

葛 飾

言十

水元公園

新四ツ木橋地区東岸

江戸川河川敷国の一部

江戸川河川敷 (B)

52ho

20

39

17

128

都

区 都指定地区

江戸川

計

篠崎公園

小岩緑地

篠崎緑地

小松川運動公園

江戸川南部一帯

16

41

28

5

70

160

都

区

都指定地区

合 計 1′891

註 1 公園・緑地は東京都建設局公園緑地部「公園調書」(昭和58年 4月 1日現在うによる。
2 霊園は都営の墓地のみ計上。
3 大学は,国立。私立大学のうち5ヘ クタール以上の有効面積を有するものを計上。
4 河川敷緑地は,都指定避難場所のうち,有効面積を計上。(但 し,公園 。緑地として既計上
済みのものを除く)

この試算では,最低限必要な避難場所である防災緑地の量,すなわち面積は,

大震火災が23区全域にわたって,同時に平均的に発生するものと仮定して,各

区ごとに避難人口及び既存の防災緑地 (5ヘ クタール以上),及 びその防災緑

地の収容可能人員を算出し,避難人口が収容可能人員を上廻る場合は,その収

容不可能人員分だけ,避難場所すなわち防災緑地が不足していることになり,

その不足分が今後確保整備すべき防災緑地の量となるわけである。いま各区の

避難人口と,避難場所である防災緑地の収容能力との関係を試算してみると表

-47の とおりである。
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特別区 人口因 避難人口(B)
既設防
災緑地
(C)

収容可
能面積
D

収容可
能人員
(E)

収容不
可能人
員 (F)

今後整備
すべき防
災緑地a

千 代 田

中  央
港

新  宿
文  京
台  東
墨  田
江  東
品  川
目  黒
大  田
世田ケ谷

渋  谷
中  野
杉  並
豊  島
」ヒ

荒  川
板  橋
練  馬
足  立
葛  飾
江 戸 川

千人

(934) 53

(661) 81

(675)198

337

199

181

228

360

343

271

653

790

243

341

539

284

384

194

495

568

626

414

502

千人

(747) 42

(529) 65

(540)158

270

159

145

182

288

274

217

522

632

194

273

431

227

307

155

396

454

501

331

402

h(1

158

25

89

79

52

73

23

121

80

18

112

227

149

5

32

27

61

0

125

66

81

128

160

hc

l19

19

67

59

39

55

17

91

60

14

84

170

112

4

24

20

46

0

94

50

61

96

120

千人

833

133

469

413

273

385

119

637

420

98

588

1,190

784

28

168

140

322

0

658

350

420

672

840

千人

(396)

(71)

63

119

245

263

87

155

104

81

h(1

(76)

(14)

12

23

47

51

17

20

16

30

計
(10,222)
8,284

(8,176)
6,625

1,891 1,421 9,947
(1,584)

1,117

(306)
216

表-47避 難人口と防災緑地との関係

人口は東京都行政指標 (昭和57年版)よ り昭和55年の実績値と昭和60年の予測値の平均を採
用した。なお,千代田,中央,港の 3区については昼間人口を避難人日の基礎とした。 ( )
は昼間人口を示す。

避難人口は避難率を∞%と して算出した。B=A× 0.8
既設防災緑地は公園調書 (昭和8年版東京都公園緑地部発行)よ り5ヘクタール以上 (端数
四捨五入)の公園緑地をリストアップした。

収容可能面積は防災緑地を実際に収容できる面積即ち収容率を75%と した。D=C× 0.75
収容可能人員は 1ヘ クタール当り7,000人 とした。 E=D× 7人
収容不可能人員 F =B― E

今後整備すべき防災緑地G=覆7｀可75=5:最万

註 :1.

2.

3

4.

5

6.
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以上の表によると,10区で避難場所としての防災緑地が不足しており,今後

整備しなくてはならない防災緑地の総面積は 216ヘクタール (306ヘ クタール)

である。これらの不足している防災緑地が確保されなければ,最悪の場合,震災

時における都民の生命の安全を確保することは出来ないといえるであろう。大

地震の起こる危険性がいわれている折から,防災緑地の整備を早急に行わなく

てはならないとするゆえんである。

次に震災時における避難行動は,周囲の条件が著しく制約を受けることは必

至で,過去の関東大地震,東京空襲の例からも,避難場所まで到達出来る距離

はせいぜい 2キ ロメートルといわれている。ゅえに,たとえ防災緑地が量的に確

保されたとしても,その配置が平均的になされていないと,到達距離が 2キ ロ

メートル以上となり,避難場所としての利用が不可能となる。すなわち,各隣接

防災緑地との間隔が 4キ ロメー トル以上離れていると,そ こに出来たポケット

状の区域の住民は,どちらの防災緑地 (避難場所)へも避難出来ないという悲惨

な結果になるわけである。(図 -5参 照)こ れは安全なまちづくりにとっては致

命的な欠陥で,こ と人命にかかわる問題であるだけに,こ うした場所が生じな

いように万難を排して防災緑地の平均的な確保に努めなくてはならない。

また,これらの避難場所に到達する避難路や,一時避難場所等についても,

既述のように必ずしも安全が確保されておらず,避難路として指定されている

道路も樹木が極めて少なく,災害時に果たして十分な安全性が得られるかどう

か甚だ疑問視されるところである。これらもあわせて防災的見地から,その配

置の見直しと整備を早急に行うべきである。
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Ⅳ 東京の造園建設業の現状 と課題

1.造園建設業の現状

社団法人東京都造園緑化業協会の会員は造園工事業を専業として,建設業法

による造園工事業の許可を受け,東京都内に本社又は支店,営業所のある会社

又は事業所,個人経営者よりなり,主 として官公庁の公共造園を施工するもの

が多い。

今回は会員 152社に対して,実態調査を実施し,会員の現況を分析し,今後

の緑化事業の拡大と発展のための基礎資料を得ることを目的とした調査を行っ

た。

(1)企業概要

調査した企業の内訳は資本金別に見ると図-6の とおりであり資本金 1,000

万～ 3,000万 円未満の企業が回答者の50%を しめ, 1,000万 円未満 14.3%,

3,000万円以上 35,7%で大規模企業の回答率が良かった。

図-6は創業と許可の年代別変化を表らわしており,終戦前の創業が32%,

昭和21年～25年 8.3%,昭和26年～40年 39.3%,昭和46年～50年 13.1%である

が許可 (又は登録)では登録から切替時期即ち昭和46年まで58社62%と 割合古

くから登録している業者が多い。

表-48は全国の造園工事業者の推移であるが,都の場合昭和49年のような烈

しい増加 (前年比 253%増 し)はなく,前年比58社が80社へ約38%の伸びにす

ぎないが,こ の時期に旧来の造園専門業者以外に,(1)紙 0パルプ製造業の緑化

部,(2)不動産,商事会社の造園緑化部。(3)農薬関係,(4)土木,建設業者等の参

入が見られ,昭和50年 4月 の当協会発足時には,これらの大企業の緑化造園部

門と旧来の造園施工業者の組合せによる形態となった。

-208-



図-6 創業と許可 (登録)の年代

創  業

202%

11.9
155

8.3

16.7

許 可
終

表-48 全国造園工事業者の推移

107

49

71

建
設
業
法

の
改
正

東

京

戦

‐―
「
―
―
―
↓
オ
リ

ン
ピ

ツ
ク

4.8

26.2

昭和47年建設業法
改正,造園工事許可
制となる。

各年は3月現在。
但し47年は12月末現
在。

建設大臣許可 都道府県知事許可 合 計 伸び率

「召千日47 34 1,057 1,091 %

48 71 1,732 1,803 65.3

49 406 5,971 6,377 253.7

50 674 9,409 10,083 581

51 831 12,218 13,049 29.4

52 968 15,082 16,050 230

53 1,092 17,434 18,526 15.4

54 1,188 18,626 19,814 7.0

55 1,229 20,379 21,608 9.1

56 1,273 20,712 21,985 17

57 1,325 21,086 22,411 19
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(2)会社の経営形態

個人 1社,有限 2社 (資本金 500万 円未満)他の 96.4%は株式会社であり,同

族61社 72.3%,非同族23社 27.7%と 同族組織が多く,資本金の高くなるに従っ

て同族率は落ちるが,資本金 5,000万 円以上でも45%,1億以上のものでも40%,

10社 中 4社が同族である。これは前身事業が植木生産,昔よりの庭園業か

ら出発 している企業も多く,会社の資産というより個人の資産を利用して,生

産苗圃,作業場,植木溜等にしているため,非同族的経営が困難なためである。

図-7 資本金別会社と同族率
N=84社

%

100% 100%
100

同族率
66.7%

80

42社
50%

５０

４０

３０

２０

‐０

45%
40%

9社
10.7%

11社
13■ %

10社
11.9%6社

7.1%

12社

91.7%

同族

9社
78%
同族

21社

43%
同族

社

％社
形

%

社

％
族

４２

８３

同

個

人
500万
未満

500万
以上

”
万

万

０

・

α

Ю

・

００

γ

1

未満

3000万～
5000フ ]

未満

”
円
満

万
億
未

００
１

1億円
以上

-210-



又創業者がこれらの企業で技術を習得し,担当の不動産をもって始めている

ケースも多く,造園業自体が樹木を一時保管する植木溜や作業場が市内又は近

郊の少なくとも会社より 1時間以内にないと成立しない職業であるため同族組

織が多いと考えられる。

(3)建設業許可と支店,営業所

表-49,50は資本金別の造園許可及びその他の建設業の許可の保有状況である。

表-49建 設業の許可取得状況

-211‐―

1,000万未満 1,000万 ～1,000万未満 3,000万 以上 言十 *1

数 % 数 % 数 % 数 %

造

　
園

特
大臣 16 28 45 53.4

知事 12 13 15.5

般
大臣 6.0

知事 10 10 25.0

と

　

び

特
大臣 18 23 27.4

知事 6.0

般
大臣 12 14.3

知事 8.3

石

　

工

特
大 臣 7.1

知事 1.2

般
大臣 2.4

知事 2.4

土
　
木

特
大 臣 21 25 29.8

知事 3.6

10_7
般
大 臣

知事 3.6

建

　
設

特
大 臣 7.1

知事

般
大臣

知事

そ
の
他

特
大臣 9.5

知事 12

般
大臣 1.2

知事 2.4

※ 1.全社数84社に対する%



3,000万円以上の資本金は30社中28社が特定の大臣許可で,一般で大1臣,知

事が一社づつ見られたが,これらは総合建設業者で,造園を兼業している企業と

見られる。造園の許可で特定の知事許可のものは約 15.5%あ り,これらは兼業

として造園業を営むものと考えられる。又,大臣許可の場合は他の都道府県に

営業所又は支店を必要とするが,東京に本店又は支店営業所をもつ大臣許可者

は50社約60%を占めている。

なお建築をもっている企業が 7社 8.3%で ,資本金 3,000万円以上の企業で 2

社, 5,000万 円以上で 1社, 1億以上で 4社を占めている。

表-50 資本金別許可取得状況
金別

許可

1,000万

未満
1,000万～
3,000万未満

3,000万～
5,000万未満

5,000万～
1億未満

1億以上 合 計

造園工事のみ
9

(750%リ

19

(45.2%)
2

(22.2%リ

2

(18.2%)
1

(10.0%)

33

39.3%

造園 。とび 。上工

土木

2

(16.7%)

8

(19.0%)

2

(22.2%)
6

(54.5%)

4

(0.0%)
22

26.2%

造 園・ 土 木
1

( 8.3%)
3

(7■ %)
1

(11.1%)
2

(18.2%)

7

8.3%

造園。とび。土工
5

(1■ 9%)
1

(11.1%)

6

7.0%

造園 。とび。土工

石工 。土木

3

(7.1%)
1

(11.1%)

4

4.8%

造園 。とび・土工

土木 。その他

2

(4.8%)
2

2.4%

造園 。とび・土工

その他

1

(2.4%)
1

1.2%

造園 。とび・土工

石工・土木。その他

1

(2.4%)
1

(10.0%)

2

2.4%

造園 。とび 。土工

土木・建築

2

(22.2タイ)

2

2.4%

造園 。とび・土工

土木・建築。その他

1

(10.0%)

1

1.2%

造園 。とび 。土工

石工・建築。その他

1

(10.0%) 1.2%

造園・ とび・ 上■1・ 石

工・土木・建築・そ0也 (9.1%)
2

(20.0%)

3

3.6%

合  計
12

(100%) (100%)
42 9

(100%)
11

(100%)
10

(100%)
84

100%
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表-51 本店 。支店 。営業所

〔数字は会社数〕

(4)売上高

売上高については,全店,東京店に於ける造園工事,維持管理,その他の工

事,事業について調査を行つた。 (昭和58年 10月 1日現在直前決算年度)

売上高は官需と民需別に総売上高,造園工事,維持管理に分けてとりまとめ

てみた。

また売上高は会社の規模によって異なるため,社員数及び資本金によって区

別することにし,特に社員数については 1人当りの売上高をとりあげた。

500万
以下
1,0001万

以上

3,000万以上
5,000万以下

5,000万

以上～
1億以上 言十

本 店 の み 18 24 28.6%

支店 1ケ所

2 〃

3 〃

4 〃

5 〃

6 〃

その他

2 10

2

1

3

1

2

3

2

0

2

1

1

③⑪⑩
⑩

17

8

1

2

1

1

4

営業所 1

2

3

4

その他

3 1

1

1

4

1

1

1

2

1

1

⑤⑥⑦
⑦⑦③

⑬④④
〇

19

5

3

2

11
1合
計
84社中
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図-8 総売上高・造園・維持管理
50%

官  需

50%45 40 35

官 需 9.6
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50% 40 35 30 25 20

官 需

30 25 20 15  10 総売上高

14.4
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喬

20億～25億

15億～20億

10億～15億

7億～10億

5億

3億

2億

1億
5∞0万～
1億未満
5000万 未満14.4

50%

売上高(全

30億以上

民 需

25.0

民 需

1.2

1.2

1.2

1.2

95
9.5

7.2

7.2

7.2

25億～30億喬
20億 ～25億

15億～20億

10億～15億

7億～10億

5億～ 7億

3億～ 5億

2億～ 3億

1億～ 2億
5000万～
1億未満
5000万 未満

維持管理売上高(全 )

13.3

15 20 25

民 需

2.1

2.1

15億～20億

10億～15億

7億～10億

5億～ 7億

3億～ 5億

2億～ 3億

1億～ 2億
50∞万～
1億未満
5000万未満

10.5

10.5

総売上高では官需で30億円をこす企業が 5社,民需で 3社見られるが,こ れら

はゼネコン又は不動産関連業者であり,ほ とんどの企業は,官需で 5億円未満59

社 71.1%,民需で 5億未満59社 71.1%と 同率を示している。
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又造園工事では官需年間 5億円以下 75.3%,民需 5億円以下 77.2%で造園

工事の占める割合が大きい。

維持管理では 2億未満の売上の企業が官民とも90%以上を占めており,官需

では 5,000万円未満が53%,民需で71%を 占めている。 これは維持管理は小企業

で地元業者が施工する例が多いためである。

資本金別総売上高は図-81の如く,資本金 1,000万～ 3,000万 円未満の企業で

はばらつきが少ないが,小企業 1,000万円未満及び3,000万円以上の企業ではばら

つきが多く統計的処理が困難である。3,000万 円以上の企業では会社の特性によっ

て,即ち総合建設業であったり造園工事の売上げの占める割合が低かったり,

工事よりその他の事業が多かったりでばらつきが多くなる。

東京店売上高については総売上高,造園工事売上高はばらつきが少ない。維

持管理売上高については官,民需とも年間 1億未満の企業が多い。特定の企業 ,

メンテ専門の業者に10～ 15億 というのが,官需で 2社,民需で 1社見られる。

1社当り平均造園工事及び維持管理の売上高 (図-9)に よると資本金 1,000

万円未満の企業では造園工事,維持管理とも民需の方が多く,資本金1,000万円以

上～5,000万 円未満の企業では官需が多く,資本金 5,000万 円以上の企業になると又

民需が多くなる。これは現在の地元優先の発注方式では,ある程度以上の官需

を伸ばしてゆくのは困難で,平均 5～ 6億で頭打ちになる事を示している。そ

れ以上の受注を拡大するには民需を伸ばすか,あ るいは官需が造園の専門業者

ヘストレー トに発注されるようなんらかの打開策を考えなければ伸び悩むもの

と考えられる。
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図-9 資本金別東京店総売上高
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図-10 東京店、売 上 高
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図-11 1社当り平均造園工事施工高
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図-12 1社 当り平均維持管理
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売上げの伸び (表-52)は過去 3ケ年を比較した売上げの伸びについて,ほ

とんどの企業が非常に厳しいデータを示めしている。

3000:万

民 需

万

7000万

l

1 
個人

500万

未 満
500万
以 上

1000万

以 上
3000万

以 上

5000フ :テ

以 上
1億
以 上

―
一ｍ

―
∃

Ｗ

ЭUt

´ ″
´ ″
″ ~l

<ミ、ヽ 1個人
500万

未 満

500万

以 上
1000万

以 上

3000万

以 上
5000万

以 上

億

え

‐

２ 上

一
１０ｒ

Ｉ

Ｊ
ｍ
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資本金に関係なく, 3ケ年で30%以下しか伸びがない,既ち 1年に平均10%

以下しか伸びてない企業が80%近 くを占め, 3年で10%以下しか伸びてないと

答えた企業が約50%と 半数を示している。 3ケ年で50%伸 びた企業は新規に造

園工事を始めた会社や,従来造園工事を兼業として行っており,地元に優先の

受注の好影響を受けている企業に見られる。

表-52過 去 3ケ年間売上げの伸び率

種  別
1,000:万

未満
1,000万以上～
3,000万 未満

3,000万

以上 計

造 園 工 事 官 民 官 民 官 民 官 民 官 民

-20%～ -10%
-9%～  0%
0%～ 10%
11%～ "%
21%～  30%
31%～  4%
41%～  "%
51%以上

1

6

2

1

3

1

5

1

1

3

5

4

15

6

3

1

1

5

9

6

9

4

2

4

2

3

3

2

6

6

3

2

2

5

6

7

6

1

3

3

4

9′ %
8.5%
329%
1■ 0%
8.5%
3.6%
3.6%
158%

20.0%
7.5%
26.2%
137%
5.0%
8.7%
6.2%
12.5%

計 13 11 40 39 29 30 82 100% 80 100%

種   別
1,000:万

未満
1,000万以上～
3,000万 未満

3,0001万

以上
計

維 事 管 理 官 民 官 民 官 民 官 民 官 民

-20%～ -10%
-9%～  0%
0%～  10%
11%～ 20%
21%～ 3030%

31%～Ю40%
41%～  50%
51%以上

5

2

1

1

3

2

1

2

5

5

4

1

2

3

3

7

4

1

1

2

7

3

3

2

6

4

2

1

9.5%
11.9%

405%
21.5%
9.5%
2.%
2.4%
4.8%

14.3%
7■ %
38.1%
24.0%
4.8%
2.4%
4.8%
4.8%

計 19 20 15 15 42 100% 42 100%

種  別 1,000万 未
未満

1,000万以上～
3,000万 未満

3,000万

以上
計

総 売 上 高 官 民 官 民 官 民 官 民 官 民

-20%～ -10%
-9%～  0%
0%～  10%
11%～ "%
21%～  30%
31%～ 40%
41%～  50%
51%以 上

6

2

1

3

1

3

2

2

10

7

2

16

2

4

2

5

11

3

11

6

2

3

3

4

2

5

6

4

4

2

5

8

6

2

1

3

4

１ｌ

ｍ

ａ

９

８

４

６

７

143%
130%
300%
11.7%

104%
5.2%
65%
9■ %

′

６

”

珀

３

３

８

７

22.0%
7.8%
26.0%
16.9%
3.9%
3.9%
10.4%
9■ %

計 12 38 38 27 29 77 100% 77 100%
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1件当りの官需の平均受注高 (表-53)は会社の規模として資本金別による

造園工事,維持管理について,官需 1件当りの工事受注高を調査したところ

造園工事では規模にあまり関係がなく,資本金1,000万円未満で約800万/1件,

1,000万円以上になると1億円未満の会社まで 1,200万～ 1,300万 /1件であり, 1

億円以上で平均2,000万 /1件に近くなる。 これは現在官需の発注がランク別に

なっているが,Aラ ンクは工事額 2,000万以上,Bラ ンクは500万以上 2,000万

未満,Cラ ンクは 500万未満となっており,Bは A及びCの双方に参加可能で

あり,又各ランクの金額の巾がないため 1件当りの受注金額が低いと考えられ

る。このため会社の規模が1,000万円から 1億未満の大部分の企業が, 2,000万

未満の工事で厳しい競争をしいられている。

又維持管理費については1,000万円未満の資本金は平均 125万/1件 ,それ以上

ではばらつきが多く会社の大小に全く関係なく平均 400万/1件位と見られる。

Aラ ンクについて 1件当りの工事額を 5,000万以上,Bランクで 2,000万以上,C

ランクはそれ以下とし,AoBは 相互乗入れ,A・ Cは不可,BOCは 相互可

とすれば,ややこの傾向は防止できると考えられる。

表-53 1件当りの官需の平均受注高

No

資本金

造園工事

1,000万

未 満

1,000万 以上
3,000万未満

3,000万以上
5,000万未満

5,000万 以上
1億未満

1億
以 上

計

100万未満

100万～ 300万

300万～ 500万

500万 ´ヽ́ 1,000万

1,000万 ～ 3,000万

3,000,テ ^‐ 5,000万

5,000:万～ 10,000万

1

5

6

15

10

4

3

2

2

1

1

2

5

6

2

5

1

4

8

14

25

26

5

1

平均 1件金額

維持管理

100,Fラ 1ヽ1崎

100万～ 300万

300万～ 500万

500万～ 1,000万

1,000万 ～ 3,000万

809万

4

3

1,237

6

10

10

2

5

1,325万

3

2

1,273万 1,950万

1

2

3

1

3

2

4

83

1,274万

11

21

17

7

5

平均 1件金額 125万 543万 280万 488万 345万

443フラ
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最高の工事額及び維持管理費は資本金 1,000万円未満で,1,000万～2,000万位

の工事が最高の例が多く,それ以上の資本金では4,000万円前後,資本金 1億円以

上で 8,000万 前後の工事が最高の例が多い。資本金3,000万円未満クラスの会社

でも1億 6.000万 の受注例もあり, 1億円以下の資本金でもあまり変化がない。

資本金 1億円以上の企業で38億 8,400万 の例が報告された最高額であった。維持

管理では資本金 1,000万円以上のクラスではほとんど差がなく最高でも2,000万/

1件の受注である。

社員 1人当りの売上高 (表-54)は 1人 2,000万～ 3,000万 位の年間売上高

が中央値で,資本金が 1,000万 円以上の経営規模になるとあまりかわらない。中

央値を表-55「適切なる建設業の経営規模」(建設省建政課)に 当てはめて見

ると年間 3億位社員12名位の建設業に相当し,いかに経営が非能率かを知る事

ができる。

又,東京に営業所があり,営業だけを行い,工事は他の県の本店で施工する

ケースや土木,建築を主体とする企業では 1人当りの売上高が多い。なお年間

1人当り3,000万 未満の売上高の企業が64%を示している。

表-54 社員 1人当り売上高 (資本金別)

資本金別

1人当

万
満

１
，未

1,0001万 ～
3,000万 未満

3,000万～
5,000万未滴

5,000万 ～
1億未満

1億円
以 上

計

%
1,000万以下

1,000万～ 2,000:万

2,001:万 ^‐ 3,000万

3,001万～ 4000万
4,001万 ^‐ 5,000万

5,001万～ 6、 000万

6.001万 ‐́7,000万

7,001万～ 8,000万

8,0011万 ～ 9,000:万

1

3

4

1

1

4

11

16

6

1

2

2

2

4

2

1

1

3

3

2

※ 2

1

3

2

1

2

7.4%
21.0

37.0

16.0

2.5

7.4

6.2

2.5

平   均 2,070万 2.410万 2,720万

※ 土木建築業者 8,150 人
人
／
／
万
万8,100
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表-55適切なる建設業の経営規模
建設省建政課

(5)払込資本金と自己資本金 (資本金 1億以上除外)

自己資本金 /払込資本金の値は,企業の内部留保の累績をあらわしており,

払込資本金より自己資本金の高いのは企業自体に底力があり,不況に強いと云

われている。表-56は 資本金別の自己資本 /払込資本の倍率であり, 1～ 3倍

以下が全企業の48%を しめており,最高 7倍の企業もある。

表-56 資本金別 自己資金/払込資本金倍率表

資本金
1000万 未満

1000万～
3000万未満

3000万～
5000万未満

5000万 ～
1億未満 計

1倍 未 満 15 26

1～ 2倍未満 17 26

2～ 3倍未満

3～ 4倍未満

4～ 5倍未満

5～ 6倍未満

6～ 7倍未満

7～ 8倍未満

工事社員内訳

完成工事高 3億 6億 10億 完成工事高 3億 6億 10億

社 長 1人 1人 1人 総 括 者 1人 2人 2人
営 業 0人 1人 2人 主任技術者 5人 9人 13人

工 事 9人 17人 26人 技 術補 佐 1人 2人 4人

事 務 2人 3人 4人 工 務 係 0人 1人 2人

言十 12人 22人 33人 機 械 係 2人 3人 5人
1人当り工事高 2,500,万 2,7001万 3,000万 言十 9人 17人 26人
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(6)経営比率

表-57は各種経営比率の分布の状況である。

建設業法による審査規準にあわせて分類してあるが,会員の各比率の分布は

図-13の とおりである。流動比率と自己資本固定比率は一般的に経営上 100%

以上あれば良いとされている。流動比率及び自己資本固定比率が,図-13の基

準A・ Bにおさまっている会社は,それぞれ63社 (87.5%),59社 (80.8%)

でほとんどの会社は良好であるが,総資本純利益率になると基準AOB内 にお

さまっているのが33社 (46.4%),C・ Dで 37社 (52.1%),Eで 1社 (1.4%)

とC・ D・ Eの悪い基準が38社 (53.6%),と 過半数ある。これは造園工事の

採算性の悪さと工事原価が高く,小工事,多工種で 1人当りの売上げの低さ,

受注競争の烈しさ等を物語っているものとみられる。

表-57 経営比率の基準

種  別 基準A 基準 B 基準 C 基準 D 基準 E

建設業法による

客観的経営事項

審査基準

流 動 比 率
115%
以上

100以_上
～ 115
以下

85～
100
70～
85
70%
未満

自己資本固定比率
90%
以上

45
～ 90

20
～ 45

0
～ 20
0%
未満

総資本純利益率
4.0%
以上
1.5
～ 4.0

0.5
～ 1.5

0

0. 5

0%
未満

(7}造園工事の原価率

維持管理を含む造園工事の原価率について調査 したところ,次のような数字
となって現われ,後述する利益の悪い理由の調査結果と相侯って造園工事の収
益性の低い実態を示している。

に)完成工事の原価率

回答57社中56%32社が原価率76～ 85%ラ ンクに入って居り総体的に造園工

事の原価率の高いことを示している。
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↑
社
50 %)

図-13 各経営比率の分布

流 動 比 率

40

”
　
　
Ю 811.1%

1.4%

A
115以上 115未満

^‐ 100

C
85～
100未満

70～
85未満

75未満

↑
社
50 自己資本固定比率

.8%)

0%)

11 15.1%)

(4.1%)

A
90%以上

B
45～
90未満

C
20～
45未満 満

＞

　

●
ヽ

Ｉ

”
∝

E
0%未満

↑
社
50

総資本純利益率

(28.2%)
(23.9%) (22.5%)

7 9%)

1.4%

B
1.5～

40
0.5～

1.5

）

５

Ｄ
”

０

E
0%未満4.0%以上
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図-14 原  価  率

%
60～65

66～ 70

71～ 75

76^‐ 80

81～ 85

86～90

3社

10社

8社

15社

7社

4社

原価

社数% 10 20 30 40

(口)現場管理費′一般管理費

両管理費共, 6～ 10%が最も多 く,ついで±5%の範囲に集中しているが,

外的因子に大きく影響される工事原価より,事務経費,現場管理費の合理化
が即収益性の向上に資する事になると思われる。

図-15 現場管理費
%

1～ 5

6～ 10

11～ 15

16～20

21～ 25

26～ 30

31～ 35

15社

20

23社

7社

2社

2社

1社

1社

社数% 10
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図-16 -般管理費

%
1～ 5

6～ 10

11～ 15

16～ 20

23社

19社

3社

社数% 10% 20 30 40

い)純利益 (税引後利益)

工事原価,現場管理費,一般管理費と若干のその他の諸経費を控除した純

利益率は調査対象63社中利益のない企業が10%6社あり,純利益 0.1～ 1%が

30社,1.1～ 2%が 15社で両ランクで 71.4%を 占めている。これらの数値は

造園工事の低収益性を如実に示 している。

図-17純   利  益

7社

%
-1～-3

0

0.1～ 1

1.1～2

2.1～ 3

3.1～ 4

4.1～ 5

5以上

2社

2社

4社

社

15社

30社

20

社

10%
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(81 経営の現況

経営の現況については,平均では「まあまあ」と「くるしい」が夫々45%と

なっているが,企業規模別に見ると「良い」,「まあまあ」が小規模程多く,

逆に「 くるしい」,「非常にくるしい」が大規模程多くなっている。

図-18
資本金
(円 )

1000万
未満

く る し い

1000万～

平  均

又「 くるしい」「非常にくるしい」と答えた42社が挙げた理由は次の通り

造園工事の利益が悪い   51.2%

売上高が伸びない     40.7

兼業業種の業績が悪い    2.3

その他           5.8

{9)造園工事の利益が悪い理由

1位 外注費,材料費等の直接工事費が高い

2位 造園工事は多工種,小工事等の特殊性のためである。

3位 受注の波が一定していないので一年のうちで遊ぶ期間が多い。

4位 直接工事以外の工事の経費がかかりすぎる。

5位 ダンピングが激しく,無理して受注する。

6位 受注のための営業の経費がかかりすぎる。

7位 社員に優秀な人材が得られないので営業施工効率が悪い。人件費がか

かりすぎる。

8位 金利負担が多く利益を圧迫している。

良   い ま あ ま あ 非常にくるしい

7.8% 692 23.0

4.8 42.8 47.6 4.8

6.7 366 6.750.0

59 44.7 44.7
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9位 施工技術の向上が見られない。

10位 その他

(10造園建設業の売上高の将来

図-19

綱1)将来の経営方針

1位 営業力を強化する。

2位 協会の活動が分離発注,専門業者への発注に期待する。

〃 緑の倍増計画等緑化に関する予算の拡大のために協会に協力する。

4位 ダンピング競争に勝つために企業体質の改善をはかる。

5位 地元でスクラムを組んで地元優先を推進する。

〃 J.V.を ふやして大型工事にも進出する。

7位 造園工事の売上げを伸ばすのは現在 ピークと思われるので,他の工事,

とび,土木,一般土木等への進出をはかる。

8位 造園工事は従来からの家業であり現状をなんとか維持 して行きたい。

9位 造園工事の売上げはこれ以上伸ばしても採算にあわないので兼業に力

を入れる。

10位 その他

{12 従業員持株制

造園施工業では同族経営の会社が多く,内部的に難かしい問題点があると云

われているが,同族は同族経営の長所もあり,要は会社の経営の方針で,同族

非同族にかかわらず運営の実をあげることである。社員の持株制は同族,非同

族にかかわらず,社員のやる気をおこさせると共に,定着率を高め,会社の近

代化の手段の 1つ と考えられる。表-58は ,社員の持株制の実態で同族で「し

てない」「将来もしない」と答えた企業は 35.5%,非 同族で62%である。
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表-58 社 員 持 株 制

「 している」「今後持株制」を考えていると答えた企業は同族で64.5%,非同

族で38%を示しており,同族会社の経営者の意識の変化が見られる。

(10 就業規則その他諸規則′規定

就業規則,給与規程,旅費, 日当規程等労働条件を定める諸規程の制定はず
べての企業で必要なことであり,特に就業規則は労働規準法で定められた使用

者の義務である。調査の結果でも 100%の企業が制定していた。これは従業員

の労働者としての権利を確保すると同時に事務事業の責任体制を確立するため

に必要であって,造園工事の多工種化と地方化がすすみ益々事業分野が拡大して

ゆく時代にあって社員の職務内容をはっきりさせ.る ことは今後重要な経営の近代

化の一環となるものである。資本金 3000万以上の企業では30社中16社,約 53.3

%の企業が制定している。その他の規定として制定されているものは退職年金
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資本金 1000万未満
1000万
～3000万未満

3000万以上 言十 計  %

種 別 同 族 非同族 同  族 非同族 同 族 非同族 同 族 非同族 同 族 非同族

し

て

な

い

将来
しな
も
い 5 1 14 2 3 10 22 13

%
35.5
%
61.9

今 後
考える 3 1 15 4 1 22 3 35.5 14.3

言|
8 2 29 3 7 11 44 16 71.0 76.2

し

て

い

る

10%
以内 1 5 1 6 2 11 4 17.7 19.0

20%
以内 1 3 1 4 1 6.5 4.8

30%
以内 3 3 4.8

言十
1 9 1 9 3 18 5 29 23.8

8 3 38 4 16 14 62 21 100 100

1



規程,入寮規程,厚生資金貸付規程,稟議規程,慶弔規程などが見られる。

(14)社 員 数

資本金別の社員数は表一 のとおりであるが,造園専業者で資本金1000万未

満では役員 2～ 3人,資本金 1000万～3000万未満の企業では役員3～ 4人,資

本金3000万以上の企業で役員4～ 5人, 1億以上になると大手ゼネコンも入る

ので会社によってまちまちである。表-59と ,前出の表-55建設省の適切な建

設業の経営規模と比較すると営業が 2～ 3倍と多く,技術者が不足していると

見られる。これは会社間の受注競争が他の建設業と比較して烈しいためと考え

られる。

表-59 資本金別従業員数

資
本
金

種

男Il

全 店 東  京  店
範   囲 平 均 範  囲 平  均

1000

万

未

満

事務 1～ 14人 3.8人 1～ 9人 3人

営業 2.4 1～ 7 2.7

技術 4～ 19 9.2 1～ 9 4.6

計 2～ 35 15.4 2～ 20 10.3

1000
万
S

3000
万
夭

満

事務 1～ 13 4.3 1～ 11 1.7

営 業 1～ 8 3.1 1～ 5 2.5

技術 2～ 62 15.4 2～ 55 15.0

計 4～ 83 22.8 2～ 71 19.2

3000

万

以

上

事務 2～ 30 8.4 1～ 11 4.5

営業 3～ 13 5.3 1～ 14 4.8

技術 6～72 24.7 4～ 48 20.0

計 11～ 115 48.4 4～65 29.3

(19 社員の年令構成

社員の年令を20才未満から60才以上の 6ラ ンクに分け,構成比率を調査 し,

各ランクの平均年令を夫々18才 ,25才,35才 ,45才 ,55才,62才 と想定して平

均年令を算出した。
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図-20 年 令 構 成
資本金
(円 )

1000万
未満

1000万～
3000

3000万
以上

平  均

図-21 平 均 年 令

1000万 42.4

1000万～ 39.7

3000

3000万

以上

370

平  均

20 30 40 50

年 令

年令構成は会社規模に比例し,20才から39才 までの青壮年は規模が大きい程

多く,逆に40才以上の中高年層は規模が小さい程多い結果になっている。従っ

て平均年令も,42.4才 ,39.7才,37.0才と規模が大きくなる程若くなっている。

なお建設省,農林水産省,運輸省三省の58年 6月 の共同調査では,建設労働者

の平均年令は44.5才 で前年比0.4才高令化 しており,年令階層では39才以下の

労働者の全体に占める割合は33%で建設労働者の主力は40才～50才で占められ

ている傾向がさらに強まっている。これに比較すると造園労務者は平均38.2才

であり,39才以下では60%台で,他業種建設労務者に比し若年層が多いという

ことができる。

未満

38.2

10才
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{16)社 員の入退社数

5年間の従業員の入れ替りと退職者の在職年数は図-22の通りである。

図-22

退  社
%

1000万未満
%

62

33.1 000万～ 413

29 40.6

70 60 50 40 10 30 40 50 60

入社率,退社率共に企業規模が小さい程高いのは,職場としての魅力に欠け

るところがあるとともに,就業当初から見習いとして数年間を研修 して,家業

を継いだり,独立したりするケースの者が多いのではないかと思われる。また

一方雇傭条件,待遇等の労働条件の良否も考えられ,有能な技術者の確保のた

めの抜本的対策が必要であろう。

(11 退職者の在職年数

図-23

1000万未満

1000万～
3000:万 :

3000:万

入  社

23.2

平  均

退職者の在職年数は 1年目, 3年 目, 5年目と奇数年が多い。特に 5年目が

多いのが注目される。
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1年 目 2年 目 3年 目 4年 目 5年 目

15.4 28.9173% 77 308

16.6 16.6 12.4 29.325.1

18.7 17.0 166 112 365

21.7 15.9 17.9 12.2 32.3

3000万以上
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(18)従業員数の適否

従業員数の適否については,多すぎる2.2%,適当57.1%,少 ないが40.7%

となっているが,特に技術者については少ないが,60.3%に なっているのが目

立ち,ついで現場労務者が47.3%が少ないと答えている。

図-24

50 73

(191 残業時間数

現場代理人等工事部の技術者の 1人当り残業時間数は次表の通りであるが,

季節による業務の繁閑が数値に現われている。

図-25
31.36

22.24 2230 2206
20.ft 21.24 20.12

1818 18.18
16.18 17.06

1742
14.24

少  な  い

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 平均
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(20 資格を有する技術者数

造園工事施工に関する各種技術者の有資格者の数を81社について調査 し,資

本金別 1社の平均値を図示すると次の通りである。

造園施工管理技士の I級は504名 , Ⅱ級は 556名で 1社平均夫々 6.2名 , 6.

9名,土木施工管理技士は I級 286名 Ⅱ級 583名で 1社平均夫々 3.5名 , 7.2

名となっている。いずれも企業規模に比例して急増 しているが,こ の傾向は他

の技術者についても同様である。

建設機械施工技士, I級 3名 , Ⅱ級20名で極端に少い。造園技能士 は I級

144名 Ⅱ級 227名で 1社平均は夫々 1.8名 ,2.8名 となっている。

建築士 I級23名,Ⅱ 級11名,平均は夫々 0.3名, 0.1名,技術士は15名平均

0.2名測量士は98名,測量士補 153名で平均は夫々 1.2名 , 1.9名 となってい

る。

図-26造 園、土木施工管理技士
1000万未満 1000万～ 3000万

未満
3000万以上 平  均

14
12.4

12.8

12

造園施工

管理技士

6.2

I級  Ⅱ級
3.2

2人 1.0     1.0

12

土木施工

管理技士
I級  Ⅱ級

8

6

4

73 7.2

3.9
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建設機械

施工技士
I級  Ⅱ級

0.2

3000万以上

0.4

0.1

3.3

3000万以上

平  均

02

0.04

2.8

1.8

平  均

図-27 建設機械施工技士、造園技能士

1000万未満 1000万～ 3000万

未満

0.4

0.3

0.2

0.1

0

0.2

0

1000万～ 3000万
未満

I級  Ⅱ級

0.1

.4

3人

造園技能士

0.7

建築士

0

技術士

I級  Ⅱ級

1.5

図-28 建築士、技術士、測量士
1000万未満

04

ｍ
人

測量士

人
　
４

３

２

１
人

士  補
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(21)初任給′手当

表-60

学校別
57年度採用分 58年度採用分 59年度採用見込

男  子 女  子 男  子 女  子 男  子 女  子

高
　
校
　
率

本

　

給

範 囲
60,700～
130,000
60,000～
103,300
60,700～
120,000
60,700～
110,000
60,700～
135,000
60,700～
110,000

平 均 94,800 85,700 98,500 88,500 102,300 91,100

手

　

当

範 囲
2,000 ～
39,800

2,000 ～
39,800

2,000 ～
42,300

2,000 ～
34,750

3,500 ～
45,000

3,000 ～
45,000

平 均
16,800 16,600 18,000 17,500 18,700 17,700

短
　
大
　
卒

本

　

給

範 囲
69,000 ～
135,000
70,000～
114,600

71,000～
138,000

73,000～
114,600

73,000～
140,000
76,000～
117,000

平 均 96,900 92,100 105,100 99,800 106,300 99,100

手

　

当

範 囲
6,000～
44,000
6,000～
44,000

6,000～
40,000
2,000～
42,000

6,000～
42,000
6,900～
42,000

平 均
18,200 18,200 19,000 16,000 21,200 21,100

大
　
学
　
卒

本

　

給

範 囲
73,000^‐
150,000
77,000～
123,200
70,000～
135,300

80,000^‐
126,500

77,000～
160,000

83,000～
125,000

平 均 109,800 102,300 114,800 110,300 118,500 112,300

手

　

当

範 囲
2,000～
47,000
6,000～
47,000

2,000 ～
44,000

2,000^‐
44,000

5,000～
65,000

7,500^‐

46,000

平 均 19,200 19,200 21,500 16,900 23,000 20,300

57年度,58年度採用及び59年度採用見込について初任給,手当の変動状況は,

表-60のとおりであつて,伸びは鈍化してきている。57年度,58年度の本給の伸び

は 4,000～ 5,000円 ,前年比 5%前後の伸びであったが,58年度から59年度

採用見込分については 3,000～ 4,000円 ,前年比 4.0%未満へと伸びが鈍化

した。

表-61は 58年 12月 15日労働省発表の58年 3月 ,10人以上の社員を採用した

全国 19,000社 の初任給の額で,通勤手当を除外した諸手当を含めた初任給で

ある。
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表-61 学歴及び企業規模別初任給 (58年 3月 採用 )

表-62 58年 3月 採用全国初任給平均

男 子 女 子

高  卒 短 大 卒 大  卒 高  卒 短 大 卒 大  卒

116,500 124,100 136,300 106,000 115,800 127,200

調査対象企業の手当を含めた初任給の額は表-62の とおりである。これを見

ると,全国平均の初任給より,男子では高卒約 10,300,短 大 7,300, 大卒で

4,300と多く,女子では高卒で約 6,000,大卒で 6,700多 い。 これは小企業

でよりよい人材を高卒,短大卒より求めようとする経営者の意識のあらわれで

ある。

企業規模
男    子 女    子

中 卒 高 卒 短大卒 大 学 中 卒 高 卒 短大卒 大 卒

平   均
1,000人以上

300～ 999人

100～ 299人

10～ 99人

93.0

83.2

93.7

93.3

93.3

106.2

109.3

106.6

105.3

103.6

116.8

118.7

115.0

117.0

116.6

132.2

134.7

130.8

131.4

129.1

86

86

87

87

84

3

5

3

2

6

100.7

103.4

101.6

99.3

94.7

109.7

112.4

110.6

109.3

106.7

124.1

126.8

124.4

123.1

120.5
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表-63 59年 度採用見込給与表 (男子)

給与額

高校卒本給

会   社
60'0乳ЪO杉魏毀2
701跳
300M聰 12

80,1∞ ～
∞ ,0()()

90,100～
100.000 10

100,100～
110,000

10

110'肥品OM鰊多3
120,100～ 杉ク 1

130_0∞ 形夕 '

給与額

短大卒本給

会   社   数
70,100～
80,000

80,100～
90,000

90,100～
100,000

100,lα )～
110.000

110,1∞ ～
120,000

120,100～ r夕11
130,000%4

130,100´ ‐

140,000

給与額

大学卒本給

会   社
70,000～
80,000

80,100～
9().000

90,100～
1(】).000

100.100～
110,000

110,100～
120.000

120,100～
130,000

130,100～
140,000

140,100～ 杉ク .
150,∞0影多

1

i55,100～ 影多.
160,000レケ11

2,∞0～
5,000

5,100～
10,000

10,100～
20,0∞

11

20,100～
30,000

30.100～
40,000

40,100～
50.000

50,100～
60,000 尚1

数

数

給与額

給与額

給与額

高校卒手当

会   社

短大卒手当

大学卒手当

会   社

数

数

2.000ξ
000M蒻%魏多4

5,100島
00M⑫愉4

10,100～
20,000

20,1%、
00M笏麒笏

'

30,100～
40,000

40,1跳、00M蒻錮鏃||
50.1%LOmll l

2,000～
5,0(Ю

5,100～
10,000

10,100～
20,000

20,1∞ ～
30,000

30.100～
40,000

40,1∞ ～
50,000
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(22)現有施設と今後必要とする施設

会社の経営上必要な各種の施設についてその社有,賃借について調査したと

ころ,資本金 1,000万～ 3,000万 円未満で事務所,倉庫5,000万円以上の企業にあ

ってはすべての施設に自社所有が多い。また賃借のうち代表者よりの賃借が多い

のは資本金 3,000万以上～ 5,000万円未満の企業にわたって事務所,作業場が多

い。又全般に駐車場については他人賃借が多い。

会社の経営を同族的経営から自社資産をふやそうとする内部体質の改善の努

力がみられる。表-64は,回答者84社の内訳であるが,自社所有,賃借両方に

重復するものがある。表-64の数字は資本金別回答者数で割った比である。

また今後必要と思う施設については,倉庫資材置場,社宅,処理場への要望が

多い。
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表-64 現在施設と今後必要 とする施設

施設名 資本金区別 自社所有
賃   借 今後必要と

見 る施 設代表者 その他の者

事務所

L000万以上 47.6 % 4.8%   66 7 %
22.2 ″ 55.6′′   33.3 〃 9〃

,000 50 0 ″ 40.5″   19.0 ″ 42 ″

25.0 ″ 41.7″     33.3 ″ 12 〃

ノ
lヽ      言| 42 9 〃 33.3〃   34.5 ″ 8.3 84 〃

作業場

38.1 ″ 0  〃   28.6 ″ 21 〃

万～ 22.2 33.3″    0   ″ 9〃

1,000死 71″ 23.8〃    11.9 ″ 42 ″

16.7 33.3″    16.7 ″ 12 ″

17.9 19.0〃   15.5 8.3 84 ″

倉庫及
び資材

置場

85.7 ″ 66.7″     66.7 〃 21″

～ 5 33.3 〃 33.3″    22.2 ′′ 9″

42.9 〃 33.3″     33.3 ″ 42 ″

25.0 〃 33.3〃    25.6 12″

50 0 41.7″     39.3 ″ 155 84 ″

圃 場

5,000 テ以上 38.1 〃 4.8″    23.8 ″ 21″

～ 5,000 22.2 ″ 22 2″     33.3 ′′ 9〃

21.4 〃 19.0″    28.6 〃 42 ″

1,000 0.   ″ 33.3″    22.2 ″ 12 〃

4ヽ      言ヤ 22.6 〃 17.9″    27 4 ″ 9.5 84 〃

駐車場

テ以上 57.1 ″ 9 5″    47.6 21 〃

～ 5,000 22.2 〃 22.2″    44.4 ″ 9″

33.3 ″ 35.7″     47.6 ′′ 42 ″

16.7 〃 41.7″   41.7 12″

小 言十 35.7 ″ 28.6″    46.4 〃 10.7 84 〃

社 宅

5,000万以上 52.4 ″ 9.5〃    47.6 21〃

22.2 ″ 111〃   111″ 9″

1 000 26.2 〃 14.3″    19.0 〃 42 〃

25.0 〃 41.7″   41.7 ″ 12 〃

32.1 ″ 11.9〃    20.2 ″ ・ 15.5 84 ″

処理場
(焼処

所含 )

テ以上 33.3 ″ 4.8″    99.6 ″ 21 〃

11.1 11.1″   0 9″

～ 3,000 7.1 ″ 14.3″    19.0 ″ 42 〃

万 167 25.0″      8.3 ″ 12 ″

15.5 ″ 8.3〃   8.3〃 11.9 84 〃

言十

以上 50.3 〃 12.9″    38.1

庁～ 5,000万未満 22.2 27.0〃     20.6 〃

～ 3,000 26.9 ″ 24 2″    24.1

1,000万未満 17.9 33.3〃    23.8 ″

言| 31.0 〃 23.1 ″   27.2 ″
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1000万釆満
′|ヽ      言十

5.000万以上
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1.000万～ 3,000

1000フラヽ未7商

3000万 ～ 5.000万木:満

1000万未満~~不
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3000万～ 5Ю00万未
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(20使用機械

造園工事は多工種であるうえ,各作業が点在するのでなかなか機械化に応じ

にくい。また大木の植樹工に限って使用されることが多 く,使用材料もバック

ホウ,や レッカー又はクレーン車である。根切り根巻は機械化が不可能で,枝

下 し幹巻支柱取付に至っては完全に人力に頼らぎるを得ない。また造園土木にお

いては工種の多い割に量が少ないので,材料の使用は,園内の小運搬,残土の

場外搬出に使われていることが多いが,かえって割高となっている。使用頻度に

ついて 1番目～ 5番目まで調査した結果は表-65の とおりである。

表-65 使用機種

1番 目 2番 目 3番 目 4番 目 5番 目

レ  ッ  カ 車 22社 11社 13社 2社

バ ッ ク ホ ウ 15社 23社 8社 6社 3社

ブル D20, D30, D50 17社 14社 14社 14社 9社

ダ ン プ ト ラ ・ッ ク 2社 3社 2社 4社 3社

消 毒 機 (含 噴 霧 機 ) 10社 8社 8社 9社 9社

この表以外よく使用されるものとして,シ ャベルローダー,ラ ンマー (含タ

ンバー)等の転圧機及びタイガーシャベル,ク レーン等の大型機種があげられ

ている。
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14 各種保険の加入状況

雇傭保険,健康保険等各種保険の加入状況について調査した結果は図-29の

通りである。

図-29                          _

雇備保険

健康保険

厚生年金

保 険

15.4

上乗せ

労災保険 500

40.0

15.4

厚生年金

基 金
482

23.8

障害保険 40.0

294

7.7

そ の 他
14.3

40.5

53.3

第二者

40.0

10%    20     3o     40     50 60     70     80     90

雇傭保険については98%の企業が加入しており,ついで健康保険の92%,厚

生年金85%,厚生年金基金48%,上乗せ労災40%,第二者障害29%,その他22

資 本 金 1000万未満   因   10(
1001000～ 3000万未満 {B

3000万以上   (C) 93.3
97.7

76.2

(B)   95.2

(C)   93.3

385

0  9■8

(B) 92.8
tC)  93.3
(D) 84.7

(B)

(C)

四

IB)

(C)

n
(B)

(C)

(B)

(C)

0)
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%の順になっている。

IJ O.A.の利用状況

オフイス・ オー トメーションの利用状況は図-30の通り。

図-30

1000万未満 9.6

1000・

3000 28.6

3000万
以上 51.6

平  均 34.5

10 20 30 40 50

調査対象84社中,利用しているのは29社 34.5%と なって居り,企業規模別で

は規模の大きい程利用度が高く資本金 3000万以上では過半数 51.6%が利用し

ている。

図-31

資本金
.-.-.-.-.:

■
======

1000万
未満

3000

平

3000万
以上

均

利用目的で会計処理,原価管理とも30%で最も多く,次いでヮープロのみ利

用,積算処理,在庫管理と続いている。これから入れたいが企業規模が大きい

程多く,「入れたいが人材も経費も不足 している」が小規模企業程多いのが注

目される。企業の近代化には0.Aは必要と意識しているのが読みとれる。

会計処理 積算処理 原価管理 在庫管理 そ の 他

50% 50

389 11.1 33.3 6.6 6.6 6.6

23.5 11.8 265 11.8 235

11.1 29.6 9.5 16.729.6
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図-32 利用していない企業の考え方

資本金

1000万未満

1000万
3000万

3000万 以上

平  均

像6)政府′東京都の資金の利用状況

図-33

1000万
未満

75.9

3000万
以上

19

平
62.6

20

利用しているのが62.6%で,資本金 3000万以上の企業が41.9%と 少 ないの

は,銀行その他の金融機関を利用 しているからと推定される。

利用先の内訳は図-34の 通りである。

図-34

国民金融公庫 農林中央金庫
中小企業
金融公庫

商工組合
中央金庫

東京都中小企

業近代化資金

東京都 中小企

業振興資金

均

―
●

‐

７０

‐

６０

‐

５０

‐

４０
―
∞
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2.造 園 建 設 業 の課 題

現在造園建設業界に求められている最要課題は経営基盤の安定であろう。す

べて企業は事業の展開の中で適正な利潤を追求し,確保することにより,社員

の賃金福利厚生面の充実が計られ,優秀な人材の確保が可能になり,経営の基

盤が安定し,次への発展に連鎖して行く。かくして初めて社会への利益の還元

と奉仕が実現出来ることになる。造園建設業においてもこの市場原理に従うべ

きであるから,こ のために今回の実態調査の結果から問題と思われる事項を取

り上げ解決すべき課題として提起することとした。

建設省では先般「土木工事積算基準」を公表し,適切な一般管理費率を定め,

「工事請負費」の中に附加利益として導入している。

地方自治体にあっても当然国の基準に準拠して積算されているものと思うが

調査の結果は,一般的に云われている適正利潤 3～ 4%を下廻る2%以下の企

業が 71.4%も見られる。この実態は企業自身の内部的要因も皆無とは断言出来

ないが,依ってくる不採算因子の大なるものは,外的因子即ち歩掛,積算に起

因すると考えられる。それは造園工事の収益性の低い理由として「外注費,材

料費等の直接工事費が高い」「造園工事の多工種,小工事の特殊性」「現場経費

間接経費の増大」等が指摘されていることに表現されてると思うのである。

(1)設計′施工′受注の課題

イ.工事設計の適正化

現在官公庁の造園工事の設計は殆んど外注に依存し,行政事務の効率化を

計っているといわれているが,施工段階で種々の問題が発生している。例え

ば,埋立て地の施工では構造物が沈下 したり塵芥から発生するガスのため植

物が枯死する等地盤造成の不備による直接間接の被害が生 じ,ま た新規材料

による二次製品が据付けた後,種々の欠陥が現われ瑕疵補償として工事施工

者の責任に嫁される場合もある。設計変更の場合も数量の変更は認めるが技

術上の変更例えば堀削の場合土質が脆弱で崩壊し易く,土留支持工等の安全
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対策を要するのに,設計になく,ま た安定仰角で施工可能の場合,垂直掘削

の設計になっていて,安定仰角のための堀削土量の増量分は認めない等の不

合理がある。これらは設計時点の調査不足に起因するものであるが,すべて

施工者が責めを負わされる矛盾が生じている。

また設計に採用する樹木については,設計者が,施工までの期間を考慮に

入れ,その存在を確認の上設計すべきで,ま た施工業者も入札の際材料の実

在を確認することが必要である。

概して造園工事の設計変更は少額であり,変更に伴う図面の作成,事務処

理等現場管理費が変更金額を上廻る場合もあり,年度末においては工事の集

中と工期の関係で,設計変更の手続は物理的に不可能であり,サービスエ事

を余儀なくされる実情にある。これらの不合理を改善するには行政側に適確

な対応を強く求めるとともに,施工側においても現場説明の際,充分な質問

により納得のゆくまで説明を聞き必ず現地を調査する等の手順を踏んで積算

をすることが必要である。また基本的対策として工事設計についての技術的

諸問題について,造園人としての立場から,設計コンサルタント業界との研

究の場を設け,共同で研修,研讃する努力をすることも必要であろう。

口.工事歩掛単価の適正化

工事積算には発注官庁が予め定めている歩掛の基準があり,単価では「建

設物価」「積算資料」による他,適時地元で見積りを採って決定していると

考えられる。ここで重要なのは積算に伴う数量と単価の関係で,造園工事は

多工種,小工事量のため工事金額の割合に材料の種類は多く数量が少ないの

が通常である。

ししたがって単価を決定する場合造園工事については歩掛も含めて小工事の

基準を別に考慮すべきであろう。

例をあげれば現場に小型車輌しか進入出来ないのに,大型車輌使用の場合

の「生コン,骨材単価」を採用したり, 0.1立方メートル程度の極く少量の

生コン使用量にもかかわらず現場練りを認めない設計仕様になっていたり,
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工事現場が道路から遠距離で運搬車輌の進入が不可能にもかかわらず小運搬

費の費用が計上されていない等の不合理な事例もある。これは植栽工事以外

の造園工事の歩掛りに一般土木工事の歩掛りを準用しているからであって,

造園工事の特殊性を考慮した造園工事用の独自の歩掛りを制定する必要があ

る。そのためには現場の作業を考慮に入れ,ア ールがある構造物や施設に対

する施工能率,左官工,石工,ペ ンキエ等の小量工事の歩掛り,使用材料の

規格寸法の標準化等,実際の施工について充分な調査を行って権威ある機関

による基準化を考慮すべきである。

ハ.発注の適正化

造園工事の発注は原則として専門業者である造園建設業者に発注されて然

るべきであるが,未だに造園工事についての理解と認識に乏しいためか,他

の分野の業者に発注されることが屡々ある。特に区,市の一部に造園工事を

植栽工事と土木工事に分けて植栽工事のみを造園建設業者に発注 している例

が多く見られるが, これらは発注者側に造園の専門職が配置されていないか

指名権限を有する発注担当者が建設業法上の「造園工事」についてその実体

を正確に認識把握 していない結果であると疑わぎるを得ない。また建設省で

は業者の格付けを実施して,業者をA・ B・ Cの 3ラ ンクに分けAは工事額

2,000万 円以上,Bは 500万円以上 2,000万 円未満,Cは 500万円以下の工

事に指名する原則になっており,Aと B, Bと Cの如くBは A,C双 方に参

加出来るが工事の大型化に伴い各ランクの工事額を引き上げることも考慮さ

れなければならない。

また建設省では「建設市場競争問題研究会」を設け,現行の入札制度,積

算基準等について検討中といわれるが,合理的で適正な入札制度の確立が望

まれている。予定価格及び最低価格制度,歩切り,設計金抜き図書の不交付

等問題も多く,業者と発注者側の対等の双務契約とはいえない問題点も多い。

また発注時期が年度末に集中する傾向が依然として強いが,特に植栽時期に

ついては配慮して適時発注を心がけるべきである。
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二・委託監督員の資質の向上

公共造園工事は委託監督員が施工監理する例が多いが,監督員が造園工事

に充分な経験と学識を有し所謂専門家であれば,施工はスムースに進捗する

が,土木工事は専門家であっても造園工事の経験が少ないと,現場に於いて,

電気,給排水,外築工事等との調整に難行し,施行方法の承認の遅延等によっ

て, 工事の進行に支障が生じ,工期の遅延,枯損の原因,手戻りにもなり,

予期しない原価高になることがある。これらの対策としては,委託監督員の

資格の認定をより厳しくし,少 くとも造園工事の現場を 5年以上経験し,一

定の資格基準に達した者に,国家試験等を課して考課認定する等の方法を考

えるべきである。

ホ・共通仮設費の適切な積算

造園工事は多工種に亘るので他の単純な土木工事と異なり,営繕材料,準

備費,仮設費,安全費,技術管理費等の共通仮設費が相当の経費負担になる

ので,設計,積算に当っては充分な検討が必要である。特に安全費等につい

ては,公園が住宅地,市街地に建設される場合,子供の侵入防止,交通誘導

等のガードマンの使用,ま たは完全な侵入防止棚の設置等は当然必要なので,

積上げ方式で安全費率に上乗せ して積算しなければならない。

へ・ 維持管理の施工業者への発注

公園,道路等の緑化工事が完工 しても維持管理の予算がない故に管理を放

置している例があるが,新設に伴う維持管理の予算は必ず計上 して設置目

的が完全に達成されるようにすべきである。また折角維持管理の予算を計上

しても管理工事が全く別の業種の業者に発注される場合も多い。特に植栽に

ついては完工後 1乃至 2年の枯補償を義務付けられているが,当該工事の施

工者が管理を行えば,枯損の発生を未然に防止することが出来,更に事前に

構造物,埋設物の瑕疵の発見も可能で臨機応変に対応することが出来るわけ

である。維持管理を施工業者に発注することは,最少限の経費で管理目的を

達成することになリメリットは大きいものと考えられる。
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(2)造園業者自身の課題

以上造園建設業界が当面する外的因子による問題点を発堀して対応策を提起

して見たがわれわれ企業自体の経営の合理化,近代化を進めることによって間

題を解決し,利益の向上をもたらすことが可能な内的因子も多く存在すること

を知る必要がある。

造園建設業は歴史は古いが,家業的色彩も強く,経営の合理化を進めにく

いと思われる因子が多いが,事務能率の向上,外注,材料購入の合理化,共同

化,工事施工管理,工事原価管理のシステム化,T・ QoCの 応用の研究,施

工技術の向上,機械化の推進等々多くの課題を内蔵している。そしてこれらの

問題点の中には,公益法人である当協会の事業活動の中で解決に当らなければ

ならない事項も多く存すると思われる。

優秀な人材は各々社内において諸種の問題を検討し解決することが出来るが

一般的に造園技術者は技術面を偏重 し勝ちで,経営管理等の課題については比

較的関心が薄いことを否めない。社員が 5～ 6名程度の企業であれば人事管理

もそれほど困難ではないが,10人～20人になると職場を組識化 し,事務,事業

の分掌を明確に区分して,職務上の責任と権限を確定することが必要になる。

そのためには社員の資質の向上を図り企業体としての実体を名実共に確立する

必要が生じて来るわけである。

造園建設業は他の建設業と同様の手法で工事施工,原価管理を実施して良い

のか,会計事務,発注事務等の経理システムの在り方等を検討 し最適の道を選

択しなければならない。

イ・工事施工の能率化と外注,購入価格の見直し

造園工事の特殊性として小工事,多工種が挙げられ,これが施工の能率を

低下せしめる当然の原因のように考えられている。しかし例えば現場代理人

1人当りの施工管理の金額が小額なので, 2乃至 3人で, 2～ 3の工事を相

互に管理する等効率化を図る工夫は出来ないものか。また責任施工の場合は

現場代理人の責任が加重され,そ の業務が現場作業等の他,写真の撮影,提
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出書類の作成等複雑多岐にわたり,作業効率が阻害されることが甚大である

が,多工種,小工事の施工が宿命である造園建設業については効率の良い施

工管理方法を考える必要がある。また小工事であるための外注,資材購入価

格が割高になり,収益性の低下に連動 しているので,同種工事をまとめて発

注するとか,週間,月間の作業計画に基く年間契約を採用する等,外注の効

率化,購入価格の低減も考えなければならない。

口・ 工事原価管理のシステム化

工事原価管理は工事の進度管理と合せて行うべきで,特に作業手順のミス,

材料調達計画の組橋は工事進度に大きな悪影響を与え,不採算を招く要因に

なる。これを避けるためには予算管理制度を採用し,出来高,支払の適正化

を図ることも必要である。造園工事の原価管理,進度管理は多工種であるた

め複雑となり,現場代理人と経理担当者の緊密な連携が肝要で,適正な利益

を確保するためにシステム化を図る必要がある。最近00Aを 会計,原価管

理に導入する傾向があるが,それらのソフトを含めた近代的な管理システム

の確立が必要である。

ハ・ 社 員 の 研 修

社員の資質向上のための技術研修は東京都造園職業高等訓練学校の例に見

られるように,着実に効果を挙げてきているが,個々の企業内での現場訓練

の不足が指摘されている。過去においてはいわゆる職人の親方が,ス コップ

や剪定鋏をもって,社員に植栽の基本,剪定の基本を現場で習得させて来た

が現在は現場の技術者は現場監督とはいっても写真の撮影や測量等の業務 ,

工事図書の作成に追われているのが実状である。したがって技術社員が現場

代理人補助の時期に技術者として体で技術を修得する訓練の場を設けること

も必要である。また幹部社員については将来経営に参加するため技術研修に

併せて,経営者として必要な法人税法,株式会社法,商法,労働法等々の一

般的経営知識を習得させることが求められる。
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二。技術開発と新規事業の推進

現在の厳しい経済情勢の中で造園工事の売上高は伸び悩みの状態を余儀な

くされているが,一方国及び都では「花と緑の国民運動」「東京都緑の倍増

計画」等の緑化推進計画を提唱し, これの具体的施策が着々と進行している

ことは,緑化事業の将来に明るい陽射しがさすものと期待される次第である。

造園建設業界としてはこのような機運を鋭敏に感得し,国や都の諸事業計画

に積極的に協力参加する態勢を整えるべきであろう。このためには従来の業

界の殻を打ち破り新しい発想のもとに,新技術の開発,緑化推進のアイデア

の提供等新しい事業を展開して行くことが必要である。 新しい造園材料の開発 ,

公園施設の改善等々,造園事業に関連する新技術は日進月歩で変化しつつあ

る中で徒らに手を供いていては造園建設業のテリトリーは他の分野の業界に

侵蝕されていくことを覚悟しなければならないであろう。

ホ・ 造園工事業の近代化計画

造園建設業は昭和57年 10月 中小企業近代化促進法による指定業種に指定さ

れ,建設省では中小企業近代化計画の作成のための業界の実態調査を実施中

である。指定業種には助成措置として金融上の優遇措置が附与されているが ,

更に将来構造改善計画を作成して承認されると特定業種に指定される道も拓

かれている。特定業種には金融上の優遇措置の他に税制上の優遇措置も附与

され,ま た業界の課題とされている諸問題の解決に強力なバックアップとな

るので,こ れについて対応を充分に検討する必要があると思う。
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1.東京都総合実施計画

東京都は,昭和57年 12月 に発表された「東京都長期計画」の着実な実行を推進

する目的で,「東京都総合実施計画」を策定した。これは昭和58年度から昭和

60年度までの 3か年計画で,都の行財政運営の基本となる計画であり,ま た予

算編成の指針ともなるもので,都政の主要課題を示し,施設建設などのハー ド

な事業のみならず,人的サービスなどのいわゆるソフトな事業をも取り込んだ

総合計画である。

この「東京都総合実施計画」の中で,緑の施策については,「マイタウン東

京構想」の 3つの柱の 1つである「ふるさとと呼べるまち」づくりに位置づけ

されており, 6つ の重要課題の中で「水と緑」の項目で述べられている。その

緑化関係の内容は次のとおりである。

(1)計画の基本的な考え方

都市化の進展に伴い,東京の緑は大幅に減少し,公園面積をみても内外諸都

市と比べて低い水準にある。公園・ 緑地や河川・水路は,防災機能はもとより

都市の美観創出やスポーツ・ レクリエーションの場として果たす役割が大きく

都市生活には欠かせないものである。また,美 しい水辺は,都市に住む人びと

にうるおいと安らぎを与えるオアシスとなっており,水辺と緑の保全と創出に

対する都民の関心はとみに高まっている。

今後とも,樹林地など自然が豊かに残された地域における開発規制を行い,

保全地域の指定や公有化を進めるとともに,都民が自然観察や野外レクリエー

ションにも利用できる自然公園などを整備する。

都市の緑を現在の 2倍にすることを長期目標に,拠点施設である都市公園を

中心に整備を進める。その一環として,武蔵野台地に広がる野川系緑地群や基

地跡地等を結んで一体として整備する武蔵野の森構想を推進する。また,海上

公園の整備や清流の復活などを進め, うるおいと親しみのある水辺環境をつく
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る。

こうした水辺と緑を結ぶ緑道や武蔵野の路を整備し,地域特性を生かした水

と緑のネットヮークを形成していく。

(2)21世紀へ向けた長期目標

イ,都市と自然の共存をめざして,自然環境の保全を進める。

口.都市の緑を現在の 2倍にすることを目標に,都民 1人当りの公園面積を

6平方メートルとするよう公園を整備するとともに,水辺環境の回復を進め

水と緑のネットワークを形成する。

(3)課   題

都市の水辺や緑は,都民が憩い,ス ポーツやレクリエーションを楽しむ場と

して,ま た,都市に美観を添え,防災に役立つ公共空間として,安全,快適で

うるおいのある都市生活に欠かせないものであり,これに対する都民の関心も

最近とみに高まってきている。

しかし,東京の現状をみると,河川の水量も減り,その水質もなお改善の余

地があるほか,都市の緑は少なく,都民 1人当り公園面積も昭和57年度で 2.9

平方メー トルと,内外の大都市と比べて低い水準にある。残された貴重な自然

を守るとともに,失われた水辺や緑を回復して,水 と緑の豊かな東京を実現す

ることが強く求められている。

このため,地域の特性に応じて,自然地の開発の規制や公有化を進め,残さ

れた自然の保全に努めなければならない。また,都市の水と緑の拠点である都

市公園や海上公園の整備を進めるとともに,武蔵野台地に広がる野川系緑地

群を一体として整備する「武蔵野の森」構想を積極的に推進する必要がある。

さらに野火止用水をはじめとする清流の復活や,水辺に親じめる緩傾斜型の提

防をつくるなど,水辺の復権をはかるほか,街路樹などによる道路の緑化や,

公共施設,住宅などの緑化を進め,東京の都市の緑の倍増をはかることが課題

である。
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ふるさと, の

路」の

(4)施策の体系

自然環境の保全と活用

「緑の倍増計画」の策定

保全地域の指定

保 全 化

生産緑地の指定

自然公園の整備

「首都圏自然歩道」の整備

開発行為の規制

区市町村立公園整備の促進

「武蔵野の森」構想の推進

海上公園の整備

水族園 。自然教育センターの建設

緑道の整備

道路の緑化

家庭 。事業所等の緑化,緑化協定

清流の復活

に一公園

1 地の
・緑
確保

うるおいのある一
環境づくり

――
纏
辺の復
¬
流域貯留・浸透事業

河川 しゅんせつ

〔3か年事業計画〕

① 保全緑地の公有化

樹林地など貴重な自然が残されている地域を保全するため,近郊緑地

や自然保護地などの公有化を進める (75年度目標 700 ho取得)。

ァの整備

策の推進
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65年度事業目標 58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

取得面積   450 hα
r多摩の丘陵地などの

1奥多摩,島 しょなど
|の 自然公園内の緑地

1野火止用水周辺など
にの自然保護地

既取得地
365 hc

取得面積
25 ha

8 ha 8h(1 9 hα

事 業 費 (百万円) 3,272 1,000 1,090 1,182

② 自然公園の整備

自然の保護と都民のレクリエーションの場の確保のため,海中公園や

熱帯植物生態園など,自然公園内の施設整備を進める。

(備考)「 57年度末現況」欄の ( )内は,57年度末の整備規模

65年度事業目標 58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

〔56～ 65年度計画〕

自然公園内の園路,休
憩所などの施設整備・

海中公園の開設

三宅島 1か所 (10
hc)一部開園

小笠原 3か所 (6
hc)完成

八丈島の熱帯植物生態
園の整備

4 ha造成

〔56
57年度〕

′八丈植物ヽ
ι公園12hαノ

自然公園内の
施設整備

海中公園の整
備
r==
|~

L小

熱帯植物生態
園の整備

宅島

笠原

園地,
歩道整
備等

調 査

浸」』暑・
設計,
園路改
良

同  左

調 査

基本計
画

園内改
築

同 左
奥多摩
ビジタ
ーセ ン

ター完
成

設 計

園内改
築,広
場造成

事 業 費 (百万円) 949 130 292 527
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③ ふるさと村の建設

東京の海と山の自然に都民が親じめるよう大島町に「海のふるさと村」,奥

多摩町に「山のふるさと村」を建設する。

65年度事業目標
57年度末現況

58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

「海のふるさと村」を建
設
大島町  320 hc

「山のふるさと村」を建
設

奥多摩町 35hc

自然動物園 ,
園路,取付道
路の整備

休憩所 1か所
取付道路の整
備

野営場完成

基盤施設完成

探勝歩

道,園
路の整

備

園路整

備

炊事舎
便所 ,
給排水
施設の

整備

園路,
駐車場
の整備

自然研

究路,
ロッジ

の整備

給排水
施設 ,
園路の

整備

事 業 費 (百万円) 1,298 141 484 673

④  「首都圏自然歩道」の整備

首都圏の山岳,景勝地,史跡などを一周する自然歩道のうち都域分を整備する。

65年度事業目標
57年度末現況

58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

都域分75kmを 完成
梅の木平(八王子市)
～御岳～棒の嶺 (奥
多摩町)

11.6 1αn コース整備49肺

休憩地 2か所
コース

整備

22b
休憩地
1か所

コース

整備

14km

コース

整備
13b
休憩地
1か所

事 業 費 (百万円) 116 60 37 19

(備考)「首都圏自然歩道」のルート:梅の木平～奥武蔵～妙義山～日光～那須高原
～筑波山～水郷～南房総～鎌倉～梅の木平, 1都 6県 ,総延長 1,665h
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⑤ 都市公園の整備

都市に緑を回復するとともに,都民のスポーツ・ レクリエーション・文化活

動の拠点及び防災機能を果たす施設として,地域の特性をふまえた,広域的な

都市公園を整備する (75年度目標 開園面積 1,680 ho)。

65年度事業目標
57年度末現況

58～ 60年度計画
年 度 別 言十 画

58年度 59年度 60年度

開園面積   1,209 hc
木場,舎人,光が丘 ,
神代,小金井,桜ケ
丘,滝山など53公園

開園面積
932 hc

整備面積 99hc

夢の島,木場 ,
光が丘,小金
井,桜ケ丘 ,
滝山,秋留台
(仮称)公園
など28か所

公園用地の取得

20.9 hc

木場 ,舎人 ,
善福寺川,光
が丘 ,大神山
公園など

39h(1

20か所

6.2h(1

30hc

21か所

7.3h(ι

30hc

24か所

7.4 hc

事 業 費 (百万円) 62,128 18,641 20,617 22,870

⑥  「武蔵野の路」の整備
地域の自然,歴史,文化などにふれながら東京を周回できる遊歩道を「武蔵

野の路」として整備する。

65年度事業目標
57年度末現況

58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

遊歩道の整備完成 180肺

滝山丘陵～多摩川～海上

公園～江戸川～光が丘公

園～狭山・境緑道～草花

丘陵

調査 。設計
コース整備30km

調査 調査 実施設
言十
野川 ,
江戸川
狭山,
境緑道
湾岸道
路の一
部を整
備30輸

事 業 費 (百万円) 335 20 310
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⑦ 海上公園の整備

臨海部に,自然を回復するとともに,ス ポーツ・ レクリエーションの場や防

災空間を確保するため,海上公園を整備する (75年度目標 開園面積 894 hc)

65年度事業目標
57年度末現況

58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

開園面積 730 hc

海浜公園   553
(陸域)    70
(水域)   483
葛西人工なぎさ,ヨ ッ
ト訓練セゾターなど
ふ頭公園     69
大井ふ頭,13号地その
2な ど

緑道公園    108
大井ふ頭,14号地など

r

|

[

開園面積
117.O hc

30.3 hα

r25.4
に 4.9

33.2

53.5

整備面積
25.7 hc

r
i

|

t

海浜公園 44
公園造成 44

葛西人口なぎ
さ,15号地つり
施設整備など

ふ頭公園 12.7

緑道公園 &6

3.5h(1

「暫L人
|口 なぎ
|さ整備
115号地
|つ り施
設ヽ整備

0.2

3.3

8.4 hc

2.2
r2.2

1同左

に同左

4.5

1.7

13.8 ha

2.2
r2.2

1同左

同`左

8.0

3.6

事 業 費 (百万円) 7,941 2,368 2,503 3.070

③ 水族園・ 自然教育センターの建設

海の自然に都民が親じめる場として,臨海部に水族園を建設する。また,自

然観察やレクリエーションなどの場となる自然教育センターを多摩の丘陵地に

建設する。

65年度事業目標
57年度末現況

58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

水族園の建設
臨海部    8 ha
自然教育センターの建設
に着手
多摩の丘陵地 30ho

計画調査 水族園の建設

自然教育センタ
ーの建設

基本計

画
実施計

画
本館建

設工事
調査

事 業 費 (百万円) 1,614 45 88 1.481
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① 緑道の整備

都市に緑を増やし, レクリエーション活動の場を拡大するため,公園や緑地

など緑の拠点を結ぶ緑道を整備する。

65年度事業目標
57年度末現況

58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

玉川上水緑道

狭山・境緑道

18.7 hn

8.9

10.7 km

89
3.6 hn

l.3

(59年度完成)

0.6 hn

O.8

1.O km

O.5

(完成)

2.O km

事 業 費 (百万円) 505 130 146 229

⑩ 道路の緑化

都市景観の向上,環境の保全,道路交通の安全などをはかるため,道路の緑

化を進める。

65年度事業目標
57年度末現況

58～ 60年度計画
年 度 別 言十 画

58年度 59年度 60年度

歩道植樹帯新設
222,826 コf

緑地整備   90,222ピ
街路樹植栽  31,400本
緑化案内板などの設置

8501b

壁面緑化   5,000ぱ

176,862rご

76,849 1`

28,3531本

110 km

14,450 ■f

4,150ピ
410本
204揃

1,000 ■f

緑化道路
9,740■f

4,550■ lf

1,200■f

60本
44km

1,020■ f

4,900ピ

1,400ピ

150本

80km

500■ f

5,080ピ

5,000■f

1,550 nf

200本

80km

500■f

3,640■ f

事 業 費 (百万円) 1,072 221 420 431
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① 清流の復活

水辺環境を回復するため,河川や水路に清流を復活するとともに,公園や庭

園内の池を浄化する。

65年度事業目標
57年度末現況

58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

河川・水路の清流の復活

野火止用水,玉川。千
川上水,神田川,善福
寺川

しゅんせつなどによる公
園内の池の水質浄化
上野,石神井,井の頭
など18公園

野火止用水
導水管布設

3公園 (浜離
宮,上野,六
義園)

野火止用水

玉川上水

千川上水

9公園

水路補
修等

基礎調
査

上野 ,
後楽園

導水管
布設等
(通水)

水路補
修設計
等

上野 ,
清澄 ,
日比谷
旧芝離
宮

水路補
修等

水路補
修設計

日比谷.
向島百
花園,
旧古河.
井の頭 ,
石神井

事 業 費 (百万円) 6,139 3,380 1.373 1,386

⑫ 緩傾斜型提防の整備

地震に対する提防の安全性を高めるとともに,水辺に親じめる環境をつくり

出すため,緩傾斜型提防を整備する。

65年度事業目標 58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

整備延長
r隅田川

1旧江戸川

t東京港

6 9km
4.4

1.0

1.5

整備 0.5姉
用地買収
工  事

工  事

工事 0.5
(完了)

整 備 0.4h
r隅田川

1 大川端。白
1 毅,旭電化
1 跡地地区
1旧江戸川

t東京港 0.4

整備
0.l km

工事

工事

工事
0.1

(完了)

整備
0.2 km
用地買
収
工事

工事

工事
0.2

(完了)

整備
0.l im

用地買
収
工事

工事

工事
0.1

(完了)

事 業 費 (百万円) 3,387 1,170 1,318
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⑩ 富栄養化対策の推進
東京湾の富栄養化や悪臭の発生などを防止するため,窒素,燐の削減を進め

るとともに,堆積した汚泥をしゅんせつする。 また,奥多摩湖の富栄養化を未然
に防ぐために水質保全対策を確立する。

65年度事業目標
57年度末現況

58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

窒素・燐削減対策
昭和59年度を目標に窒

素,燐の54年度排出量
のそれぞれ6%,21%
を削減するよう指導

富栄養化の発生原因

解明と対策の確立

汚泥のしゅんせつ

97万 r

窒素・燐削減

可能量調査
二次汚濁の実
態調査

藻類培養実験

37万 ぜ

窒素 。燐削減対
策
r東京湾

k奥多摩湖

調査研究

汚泥のしゅん

せつ

51万 ピ

発生源

指導

環境測

定

藻類培

養実験

等

21万

同左

同左

奥多摩

湖水質
調査等

同左

lτげご

同左  |
|

|
同左

同左

同左

13万ピ

事 業 費 (百万円) 2,160 779 791 590

⑭ 流域貯留・浸透事業
近年,頻発している都市型水害を防止するためには,河川,下水道の整備に
あわせて,雨水の河川への流出量を抑制する必要がある。このため,当面,都
所管の道路,公園,住宅,学校などで,透水性舗装,浸透ます,雨水貯留施設
などの整備をすすめる。

65年度事業目標
57年度末現況

58～60年度計画
年 度 別 計 画

58年度 59年度 60年度

貯留,浸透施設の整備
(神田川,日黒川など
の流域)

流域貯留・浸透事業の基

本方針,推進方策の確立

貯留,浸透施設
の整備

99ho

本事業の効果 ,
治水対策に占め

る役割分担など
の調査

33ho

調 査

33h(1

調 査

33h(1

調 査

2,099 602 741 756事 業 費 (百万円)
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3か年事業計画一覧表

(単位 :百万円)

区 分
50～60年

度 計 画

年 度 別 計

58年度 59年度 60年度

①保 全 緑 地 の 公 有 化 3,272 1,000 1,090 1,182

②自 然 公 園 の 整 備 949 130 292 527

③ふ る さ と 村 の 建 設 1,298 141 484 673

④「 首 都 自 然 歩 道 」 の 整 備 116 60 37 19

⑤都  市  公 園 の  整  備 62,128 18,641 20,617 22,870

⑥「 武 蔵 野 の 路 」 整 備 335 20 310

⑦海 上 公 園 の 整 備 7,941 2,368 2,503 3,070

③水族園・ 自然教育センターの建設 1,614 45 88 1,481

③緑  道  の  整  備 505 130 146 229

⑩道   路   の  緑   化 1,072 221 420 431

⑪清  流   の  復   活 6,139 3,380 1,373 1,386

⑫緩 傾 斜 型 提 防 の 整 備 3,387 899 1,170 1,318

⑬富 栄 養 化 対 策 の 推 進 2,160 779 791 590

⑭流 域 貯 留 ・ 浸 透 事 業 2,099 602 741 756

計 93,015 28,401 29,772 34,842
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社団法人 東京都造園緑化業協会会員一覧表 (五十音順)

船アーバン・グリーン東京支店265-8331

アゴラ造園(榊      997-2108
朝 日造園僻)      400-5473
飛島造園土木帥     387-6251
蛛)石勝エ クステ リア   709-5591
石

`守

造園(欄        480-4195
(株市川造園土木     925-2323
(抑石 山造園       728-5288
献|イ ハラグリーン東京支店 835-8134

イビデンエ業(榊東京支店 (0423)84-1711

石
‐」成,宣園(輸        703-1311
岩田造園土木麻)   802-3811
(イ
j)造園土木稲亀花園   670-5206
植島植木帥    (0424)61-0476
010オ直

'台

          (0423)81-3763
い宇 田川園       424-2508
内山緑地建設帥東京支店 503-6857

鰈)本直二重農園        670-3345
ヨ三:子糸表化 (枡0          563-6321
(株)本直:史           937-0771
(抑岡野造園       303-3703
(梯尾林造園    (0424)61-6039
尾本木綱k化(株)    (0424)61-3778
麻И イヽ臭造園        334-0059
(抑法きラ壽積l匠l    (0425)60-2531
′Jヽ田急、「昼金失(株)      349-2344
(株 )′」ヽ川オ直木        417-0029
編己沸則木誉ヒ(″持         451-6292
麻)大西大花園     655-0024
輸大場造園       321-8688
欄オ~ン ャングリーンガーデン 492-4128

大森造園建設い     754-4128
榊雅叙造園        480-2313
カ醒碧:造園船        404-7781
カロ藤 i宣園緑化(株      922-9235
鰐゙ オ圭i豊園         690-2690

」L[立l糸 :表ナ也(材0             465-3421

協和尼彗業 (ルや              395-5175

砧農園         416-3121
(梯吟水園        995-5525
(抑キ ョーエー       292-4101
栗山造園い       464-4691
京急緑地建 設株)   449-6961
小金井造園 (欄      426-1231
国策造園(抑東京 支店   369-1231
(イ 1)小牧造園     (0424)82-5419
(抑イ:五3泉豊園               670-8898

僻)西花園         719-8448
相模造園土木株)   702-6174
桜造園土木 (榊      348-5351
(株)指田園      (0425)44-5511
僻)三景園         303-2316
山陽国策緑化 (欄     476-3671
(榊松栄造園土木     912-3361
芝茂造園建 設(榊     482-4148
(株芝正園      (0424)64-2361
芝辰産業い        930-2287
+条製紙 (抑       211-7311
僻)松樹園         680-6812
蛛)松竹園         896-5111
(材押召和造 園        351-7843
城北造園 (抑         203-2346
勝)植正 園      (0424)82-2117
辛斤:光緑化 :建奎言彙僻)  (0424)61-4461
(旬芝堅造 園土 木   (0423)31-2074
(抑深光園      (0424)82-2656
杉本造園 I務所・    712-2780
本多本造園二L木 (抑      426-0668
解)須藤造 園       956-3972
ス ミリン緑化 (株)    350-5575
杉本オ直木麻)       300-5619
西武造園麻)     989-2752
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第一園芸帥       409-6671
株)第|一造1園          726-4381
欄大国屋園芸場     651-0905
第一緑興聡       307-0721
大 日本園芸船       947-1151
太平洋緑地建設(榊    410-0421
ダイヤモン ド造園技研(抑 322-8151

大洋造園土木船     606-7352
鰈)大和ガーデン    993-5221
高村造園帥       719-3626
拓植造園土木(抑東京支店 994-8401

田中緑化土木僻)   921-4148
(榊泰IE          274-4811
帥大成緑樹        890-8009
(株)電発環境緑化センター 352-5016

東海園(抑東京支店    336-2711
東海造園土木船     775-6131
侑):家原、,土園             690-3958

(株東花園        849-2321
東京植木麻)      411-9121
東京園芸帥       541-9483
東京造園土木(機     382-4751
東光園緑化(榊      719-4611
東興建設 (′閑東京支店   432-2731
東洋園芸(抑   (0423)45-0621～ 2

東洋グリーン産業(抑   545-4661
東洋造園土木(榊     242-1587
(株)東山園     (0428)22-1472
飛島建設(抑       263-3151
(株東和植物園   (0422)46-3232
(株東京庭苑       377-3555
(株東華園        670-1121
(株富澤造園     (0424)83-4315
(梯東京緑化       920-4548
長久保造園土木 (抑     750-2039
帥中瀬庭芸事務所    424-1562

府)新倉造園       700-5334
西村造園土木(抑     777-1788
C村二_チ ノー緑化       667-2055
日雇自綺イヒ(株)            256-4031

日本ハイウェイ・サービス(榊 562-3001

(榊西山造園土木東京支店 964-2420

根岸造園土木勝)  421-4713
根笹造園土木い     484-6762
綱ゆノ■ガワ         641-5151
(株)里予沢園               424-5001

野々村造園(有)   400-0903
箱根植木い       303-2211
長谷川体育施設(抑    422-5331
い 日比谷花壇造園土木  453-2401
帥蛭 田植物園      469-3569
平野造園土木帥   (0425)96-4458
(株)言言士卦直木             265-6731

藤造園建設帥東京出張所 765-0051

藤田観光工営船     433-5151
富士緑化(抑東京支店   263-9491
帥府中植木    (0423)61-6326
榊扶桑造園       973-9681
帥富士造園      911-0502
藤東造園建設い     766-2321
豊水造園興業(株)   476-3671
本州緑化 (抑        354-4661
(榊前島植物園東京支店  897-4800
(榊増田造園      610-1531
松村園芸僻)    (0424)71-1168
三沐寸,宣園勝)       469-2191
(榊 ミヤモ ト        607-0734
僻)武蔵野種苗園    986-0713
武蔵野造園土木欄    342-5614
(旬村越造園    (0423)61-2145
(抑百草造園    (0425)91-0482
(梯柳島寿々喜園     625-7428
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(梯勇和造園

(榊吉村造園

帥 よみ うり建設

船吉村造園

ライ トエ業帥

菱化農芸帥

緑進造園帥

直花園植木株)

(有)深 山グリーン

313-8791

700-1250

(044)955-7066

(0426)22-4796

265-2551

213-2985

322-5090

302-7175

398-2817

′
1亘指す区I       (0425)21-0708
ブ(1拡造園(株)     (0424)83-7874
東亜 L木 (抑          264-2010
山本玉翠園    (0425)36-2431
東京都競馬(抑      271-9105
日東商事(欄1       814-1951
大下園          300-8376
帥三貴・景設計事務所  916-1261
京課三1豪化[工壽子(材0  (0436)21-5365
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あ と が き

当協会として第 2回目の「東京都緑化白書」昭和58年版を刊行するはこびと

なりました。

昨年第 1回 目の東京都緑化自書昭和57年版を発行したところ,全国から,そ

してまたあらゆる分野の方々から,大変な反響がありました。これにより,国

民の皆さんが緑に対する関心が如何に大きいかを,改めて感じた次第です。

中曽根総理の提唱した「花と緑の国民運動」,鈴木東京都知事の「東京都緑

の倍増計画」は,私たちにとりまして益々やる気をおこさせる施策であり,私

たちは社会的使命として,そ して先兵となって,こ れら緑化政策の実現に寄与

してゆかなければならないと思います。

今回は「防災と緑」を中心に編集いたしました。この編集にあたっては,当

協会が昨年度「防災緑地特別委員会」を設けて調査研究 し作成 した「防災緑

地に関する報告書」を十分参考にしてまとめあげました。また,東京都が指定

している 134か所の避難場所の中から,危険と思われる3地区について,編集

委員が実地調査をして検討いたしましたが,こ れらの地区の避難場所には,緑

が少なく面積も狭小で,必ずしも安全な避難場所とはいい難いものがあるよう

に思われました。

防災に対する緑地のあり方について,私たち自身が,業界人としてまた一都

民として真剣に考えていかねばならない問題であると思います。防災に関する

「点・線・面 ― 緑のネットヮーク」の整備は,編集委員が考えた表現ですが

大震火災から人命を守るためには, これらの緑地の整備が急務であると信じま

す。

第 4章では, 日本の緑化政策を考えなければならない首都東京の緑化業にた

ずさわる方々が,余 りにも弱体であると感じました。今後早急に,業界は経営

基盤の拡充強化を図らねばなりませんが,関係行政当局におかれましても,特
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に緑化事業の拡大及び造園業界の保護育成に務めていただきたいと思います。

おわりに,本白書作成にご協力いただいた東京都,公社,特別区,三多摩市・町

の緑化関係者,そ して協会員の皆様に感謝いたしますと共に本自書作成のはじめ

に,「東京の緑を考える会」を設けてご示唆いただいた平井昌信東京農業大学

助教授,油井正昭千葉大学講師,林次郎東京都西部公園緑地事務所長,湯本勝

練馬区役所公園緑地課長の各氏に,衷心より感謝申し上げます。

昭和58年 12月

東京都緑化白書編集委員会

委員長 黒 沼 茂 治
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編集委員 (アイウエオ順)

委員長 黒沼 茂治

委 員

昭和59年 3月 1日

東京都緑化白書 (昭和58年版)

編集・発行 社団法人東京都造園緑化業協会

東京都渋谷区神南 1-20-11造園会館

TEL 03(462)2858 :〒 1150

印 刷 所 クリエイティブ・エイジェンシー ダイセン
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